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本書は、県営の農業基盤整備事業に伴い、受託悪業として都城市教育委員会が平成 13014

年度の 2カ年にわたって発掘調査を実施した加治屋 B遺跡に関する成果報告書の上巻 (縄文時

代 0弥生時代編)です。

都城市の横市地区では、県営ほ場整備事業に先立つ埋蔵文化財の発掘調査を平成 8年度から

継続的に実施しており、これまでにも数々の成果を報告しています。

加治屋 B遺跡では、弥生時代の堅穴住居跡が多数確認されたり、南九州で最大級の中世館跡

が見つかったりするなど、多くの貴重な成果が得られました。その一端については市の広報誌

や新聞・テレビを通じて機会あるごとにご紹介してきたところです。また、平成 13年度に実

施した遺跡の見学会におきましては多数の方々に現地にお越しいただき、古代のロマンに触れ

ていただくことができました。

いまだけがすべてという風潮が高まっている昨今ですが、過去を知ることによって先人の知

恵や後の世代のためにしてくれた配慮を理解することができますし、文化財を後世へ伝えるこ

とは、過去と未来のかけはしを作ることにもなります。都城盆地で生活していく都城市民は一

体となって、先人が守り育てたこの地域の文化 0財産を継承し、将来に引き継いでいく責務が

あり、そのことが今後予想される厳しい地域間競争を生き抜く原動力につながっていくことに

なると思われます。

本書の刊行によって、こうした地域の文化財に対する理解と認識がますます深くなることを

願うとともに、今回の成果が学術研究の発展に少しでも寄与できれば幸いです。最後になりま

したが、発掘調査に従事していただいた市民の皆様をはじめ、関係各機関の方々には多大なご

理解ご協力をいただきました。心から感謝の意を表します。

2007年 3月

都城市教育委員会

教育長 玉愧 蠍
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1.本書は、県営農業基盤整備事業 (平成 13年度は「県営担い手育成基盤整備事業横市地区」、平
成 14年度は「県営ほ場整備事業横市地区」)|こ伴い都城市教育委員会が平成 13014年度に実施
した加治屋 B遺跡の発掘調査報告書の上巻 (縄文時代 0弥生時代編)である。

2.本書に使用したレベル数値は海抜絶対高で、基準方位は真北である。

3.本書の遺物番号は通し番号とし、本文・挿図 0写真の番号は一致する。

4.土層と遺物の色調は『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修)2001年度
前期版を参考にした。

5。 現場における遺構の実測は、作業員の協力を得て矢部喜多夫。来畑光博。栗山葉子・下田代清海。

外山 (1日姓原田)亜紀子・夕ヽ山隆之 。津曲千賀子が行ったが、弥生時代遺構の一部の実測と全体図
作成を有限会社ジパング・サーベイに委託した。遺構実測図の製図は外山 (亜)が中心となって行
い、乗畑が補佐した。

6。 本書に掲載した遺物の実測 0製図は、栗山 。山下大輔 。加覧淳-0外山 (亜 )。 津曲と大盛祐子 0

水光弘子。西 博子 0新屋美佳 0八谷邦枝、福岡八重子、槙尾恵美子、丸崎千鶴子、水元美紀子 (以
上、整理作業員)が行った。また、一部の実測0製図は、埋蔵文化財サポートシステムに委託した。

7.遺構の写真撮影は乗畑 0外山 (亜 )。 外山 (隆)が中心となり、一部、矢部の協力を得た。遺物
の写真撮影は、寺師雄二が行った。また、遺構の空撮は九州航空株式会社に委託した。

8。 テフラ分析 。放射性炭繁年代測定 。樹種同定 。植物珪酸体分析・珪藻分析 。蛍光 X線分析の各
種自然科学分析については株式会社古環境研究所に、炭化米の DNA分析を株式会社ジェネテック
に、鍛冶関連遺物の金属学的調査を九州テクノリサーチ・TACセンターに委託した。これらのうち、
本書 (上巻)にはテフラ分析 0放射性炭素年代測定の結果を掲載し、それ以外の分析結果について
は、下巻 (平成 19年度刊行予定)に掲載する予定である。

9。 本書の執筆については、乗畑 0寺師 0栗山 。加覧 0外山 (亜)が行い、分担した各項目の文末に
文責を付記した。

10。 本書の中で使用した弥生土器の時期及び様式名は次の文献を参考にした。

石川悦雄 1984「宮崎平野における弥生土器編年試案―素描― (Mk.Ⅱ )」『宮崎考古』第 9号

宮崎考古学会

中園 聡 1997「九州南部地域弥生土器編年」『人類史研究』第 9号 人類史研究会

11.本書の編集は乗畑と寺師があたり、図面レイアウトに関して、栗山・山下 0加覧 0外山 (亜)0

津曲の協力を得た。また、遺構写真レイアウトは乗畑が、遺物写真レイアウトは寺師が行った。

12.現地における発掘調査および報告書作成にあたっては下記の方々よりご助言 。ご協力をいただい

た (カ ッコ内の所属は平成 13～ 15年度のもの)。
伊藤 晃 (岡山県古代吉備文化財センター)、 大庭康時 (福岡市教育委員会)、 大盛祐子 (都城市
文化財課嘱託)、重永卓爾 (都城市史編さん専門委員)、柴田博子 (宮崎産業経営大学)、鋤柄俊夫 (同

志社大学)、高橋照彦 (大阪大学)、丹治康明 (神戸市教育委員会)、 中野晴久 (常滑市民俗資料館)、

永山修一 (ラ 0サール学園)、 堀圏孝博 (宮崎県埋蔵文化財センター)、 村上恭通 (愛媛大学)

13。 発掘調査で出上した遺物とすべての記録 (写真・図面など)は都城市教育委員会で保管している。
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鰊瞼プ 鬱笏
儡 環欲 調脩鍾削檜曖捩
宮崎県都城市横市地区では、平成 5年度に県営ほ場整備事業 (平成 9年度から平成 13年度まで県

営担い手育成基盤整備事業、平成 14年度は県営ほ場整備事業、平成 15年度から県営経営体育成基

盤整備事業)の実施が採択された。平成 6年度、宮崎県北諸県農林振興局から文化財の所在の有無

について照会を受けた宮崎県文化課が一帯の分布調査を実施したところ、事業対象区域 170ヘクター

ル内において 10遺跡、約 44ヘ クタールに及ぶ埋蔵文化財包蔵地の所在が推定された。その後、都

城市教育委員会は宮崎県文化課が実施した試掘調査の結果を受けて、北諸県農林振興局と協議を行い、

現状保存が困難な部分について、平成 8年度から鶴喰遺跡の調査を皮切りとして、記録保存のため

の緊急発掘調査を継続的に実施している。

平成 12年度以降にほ場整備が予定されていた加治屋地区 (都城市南横市町 1555番ほか)につい

ては、宮崎県文化課が平成 11年の 11月 4日～ 12月 7日に確認調査を行った結果、ほとんどのト

レンチから弥生時代 0中世の遺物が出土し、地表下 0,7～ lmで確認される霧島御池軽石上面におい

て竪穴住居跡と思われる遺構やピットが確認された。その内容と工事計画とを照らし合わせたところ、

切上によって遺跡対象地域のほぼ企域が影響を受けることとなり、平成 12年度に入り数次にわたっ

て協議がもたれたが、最終的に総面積約 2.1ヘ クタールを平成 13014年度の 2ヵ年にわたって (平

成 13年度 :11000だ、平成 14年度 :10000」 )発掘調査することになった。

今回の調査地点は、昭和 61年度に実施した都城市遺跡詳細分布調査による市内遺跡番号 6006の

加治屋遺跡に含まれている。当地点の南約 250mにある成層シラス台地上では、昭和 62年度の市道

改良工事に伴う発掘調査により、弥生時代後期の集落跡が見つかり、平成 6年度の民間による分譲住

宅地の造成に伴う調査でも弥生時代後期の竪穴住居跡が確認された。この 2次のわたる発掘調査が行

われた成層シラス台地上のエリアについては、便宜的に加治屋A遺跡とし、それよりも低い地形面に

位置する今回の低位段丘面のェリアを加治屋 B遺跡と呼称することとした。

現場における調査期間は、第 1次調査が平成 13年 4月 10日 ～平成 14年 3月 27日 までであり、

第 2次調査が平成 14年 4月 10日～平成 15年 1月 25日 である。出土遺物の整理作業のうち水洗 0

注記 0台帳作成に関しては、現場の仮設事務所において実施し、復元や実測図作成は平成 13年度以

降の現場事務所や市教育委員会文化財課の各施設において行った。報告書上巻餅電文時代0弥生時代編)

の編集作業は平成 18年度に実施した。報告書下巻 (平安時代～近世編)の編集作業は平成 19年度

に実施する予定である。

加治屋 B遺跡の調査成果の公開に関しては、平成 14年 3月 17国 に一般市民を対象とした遺跡見

学会を実施しており、市内外から約 200名の参加があった。また、平成 15年 1月 28030031日 には、

同時に調査していた星原遺跡とともに、近隣の小学校の児童を対象とした遺跡見学会を実施した。

(文責 :乗畑光博)

隋 舅颯 調径蜀縄鰊
平成弩8年度 (第 1次発掘調量実施筆鷹)の組織
・調査主体者  宮崎県都城市教育委員会
0調査責任者  教育長
。調査事務局  教育部長

文化課長

文化課課長補佐

文化課文化財係長

文化財課事務臨時職員
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文化課文化財係嘱託   下田代 清 海
文化課文化財係嘱託   原
文化課文化財係嘱託   外

0調査指導者  高 橋   学 (立命館大学)… 地形環境分析
宍 戸   章 (宍戸地質研究所)… 石器石材鑑定
山 本 信 夫 (山本考古研究所)… 貿易陶磁器鑑定
中 摩 浩太郎 (鹿児島県指宿市教育委員会)… 竪穴住居跡調査法

。発掘作業従轄  阿久根 トシエ、猪ケ倉重光、猪ケ倉正子、井上 弦、今村まさ子、今村ミツ子、
着切数秋、岩本泉、上野利則、後田アヤ、榎木ツネ、榎木ハナ、大盛祐子、大

山伊智子、大山ミツ子、奥スズ子、奥 利治、小山田利丸、小山田ハツ子、上
宮田ミチ、蒲生サダ、加覧淳一、川野春信、本村七郎、木牟礼篤子、児玉時春、

嶋木 止、庄屋幸子、城村ミサ、高橋露子、武石アキ、武石重利、竹下康子、竹
中美代子、立野良子、立山君子、田中育子、谷口興子、谷山トミ子、津曲千賀子、

中須純子、中村ゆう子、永田澄利、永田義晴、西留健也、野上トシ子、野口虎男、

野田ツミ子、野村ハツミ、橋EIlみ どり、平田美智子、広村ミキ、藤丼大祐、福岡

悦雄、福岡咲子、坊地トミ、堀 登、馬籠恵子、松原ヨシ子、森山タツ子、山口
一夫、山下美佐子、山中輝雄、山中マリ、横山照良、横山ミチ子、吉村則子、来

住サチ子、渡辺恭一

・整聯 業御 者 伊鹿倉康子、池崎美智子、岩切真弓、大盛祐子、児玉信子、谷口和代、谷口奈穂

子、徳楽有子、西 博子、前田町子、丸崎千鶴子、吉留優子、渡司ちさ子

平成 14年度 (第 2次発掘調査実施年度)の組織
・調査主体者  宮崎県都城市教育委員会
0調査責任者  教育長         長 友

子

之

紀亜

隆

圏

山

ゴヒ  本寸

轟 木

久 男 (平成 14年 6月 30日 まで)
秀 秋 (平成 14年 7月 1日 より)
保 紘調査事務局  教育部長

文化課長

文化課課長補佐

文化課文化財係長

内 村 一 夫

文化財課事務嘱託職員  桜 木   梢
・調査担当者  文化課文化財係主査   乗 畑 光 博

文化課文化財係嘱託   下田代 清 海
文化課文化財係嘱託   原 田 亜紀子
文化課文化財係嘱託   津 曲 千賀子

0調査指導者  本 田 道 輝 (鹿児島大学)… 縄文土器鑑定
田 崎 博 之 (愛媛大学)… 土地利用変遷の復元方法
柳 沢 一 男 (宮崎大学)… 弥生集落の動態
宇田津 徹 朗 (宮崎大学)… 稲作技術の変遷
井 上   弦 (宮崎大学)… 土壌分析
宍 戸   薫 (宍戸地質研究所)… 地形面区分と地質分析
山 本 信 夫 (山本考古研究所)… 貿易陶磁器鑑定

。発掘作業鶴 者 阿久根 トシエ、猪ケ倉重光、猪ケ倉正子、今村まさ子、今村ミツ子、今山キミ、

岩切数秋、岩本 泉、上野利則、後田アヤ、大山伊智子、大山ミツ子、奥スズ子、
奥 利治、小Ll l圏利丸、小山田ハツ子、上宮田ミチ、蒲生サダ、加覧淳一、川野
春信、木村七郎、本村典子、児玉時春、庄屋幸子、城村ミサ、高橋露子、武石アキ、

武石重利、竹下康子、竹中美代子、立石カズ子、立野良子、田中育子、谷日興子、

夫

之

昭

述

一九

下

坂

松
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谷山トミ子、中須純子、中村ゆう子、永田澄利、永田義晴、西留健也、野上トシ子、

野田ツミ子、野村ハツミ、橋口みどり、平田美智子、福岡悦雄、福岡咲子、堀 登、
馬籠恵子、松原ヨシ子、三島淑子、森山タツ子、山下美佐子、山ロー夫、山中輝

雄、山中マリ、横山照良、横山ミチ子、吉村則子、来住サチ子、渡辺恭一

整理作業鶴 伊鹿倉康子、市来美都代、岩切真弓、大盛祐子、奥 登根子、本村礼子、久保新
子、新屋美佳、水光弘子、谷口和代、谷口奈穂子、徳楽有子、西 博子、八谷邦
枝、前田町子

(報無書上巻干り行筆鷹)の組織平成 ¶8年度
。調査主体者
0調査責任者
。調査事務局

宮崎県都城市教育委員会

教育長

教育部長

文化財課長

文化財課課長補佐

文化財課副主幹

文化財課事務嘱託

文化財課副主幹
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(平成 18年 7月 1国 から)

(平成 18年 7月 1日 から、平成 18

年 6月 30日 まで文化財課主査)

調査担当者

文化財課主事      栗 山 集 子
文化財課主事      山 下 大 輔
文化財課主事      加 覧 淳 一
文化財課嘱託      外 山 亜紀子 (平成 18年 12月 28日 まで)

。整理作業麟 大坪真知子、奥 登根子、新屋美佳、水光弘子、西 博子、八谷邦枝、福岡八重
子、横尾恵美子、丸崎千鶴子、水元美紀子

第 3節 遺跡調査検討合の記録
第 1節で述べたように平成 8年度から継続して実施している横市地区遺跡群の発掘調査は、水田

地帯の区画整理に伴っており、従来、市内では調査されることの少なかった沖積地 (現水田地帯)を

調査対象としているため、これまでは得られなかった貴重な資料が次々と発見されている。南九州に

おいて、これほどまでに一つの河川流域を網羅的に調査する事例はなく、シラス地帯における土地利

用変遷をたどることのできる唯一の遺跡群と考えられる。そこで、平成 13014年度に調査した加治

屋 B遺跡を中心として、これまでに得られたデータも含めて、学際的な視野で検討を加え、時代ご

との景観復元を試みた上で、それらを総合し土地利用変遷を復元するという目的のもとに、各分野の

専門家 (第 2節の調査指導者のうち、柳沢一男氏 。田崎博之氏 0宍戸章氏 。宇田津徹朗氏 0丼上弦

氏及び古環境研究所の杉山真二氏 0早田勉氏)を招き、 2回にわたって、遺跡調査検討会を実施し

た。第 1回は平成 14年 10月 17日 に「横市川流域における地形面区分と環境変遷」というテーマで、

第 2回は平成 15年 1月 20日 に「横市川流域における土地利用変遷について」というテーマで開催

した。以下に、この検討会で出された意見をもとにしてまとめられた成果の一部を抜粋する。

獲集落動向菫

宍戸章氏の地形区分による沖積段丘 1面 (atl)は、縄文時代中期頃は河川の氾濫や洪水の影響を受け

る湿地であったが、霧島御池軽石 (約 4200年前)が大量に降下0堆積することによってある程度陸化し、

その後、横市川本流の下刻が進み段丘化したと考えられる。縄文時代後期後半から晩期中頃にかけての

沖積段丘面への進出は生産基盤の変化の問題ともからめて注目される (肱穴遺跡 。馬渡遺跡
。今房遺跡 0
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坂元 B遺跡など)。 縄文時代晩期後半 (弥生時代早期)～弥生時代前期の集落跡は、沖積段丘上の肱穴
遺跡で確認され、水田跡が見つかった坂元 A遺跡に隣接する坂元 B遺跡もその時期の集落跡の可倉響性が

ある。弥生時代中期になると低位段丘上の加治屋 B遺跡にみられるように、大規模な集落跡が営まれる

ようになり、弥生時代後期から古墳時代初頭にかけては、集落数の増加傾向 (今房遺跡 。馬渡遺跡 0加

治屋 A遺跡 0坂元 B遺跡)が認められる。その背景には沖積段丘面の本格的な土地利用の進展があると

思われる。古墳時代後期の遺跡としては、シラス台地上に散在する堅穴住居跡がいくつかの遺跡で見つ

かっているのに対し、沖積段丘上の浅い谷に面した鶴喰遺跡では、かまどをもつ堅穴住居跡を含む住居

跡群が高い密度で検出された。その後の集落動向は不明な点が多いが、平安時代 (8世紀末～ 10世紀)

になると、沖積段丘や低位段丘面の遺跡密度が異常に高くなる。これらには一般の集落跡だけではなく、

公的な施設や居宅跡なども含まれていると考えられる。島津荘の展開期である平安時代末～中世前期に

なると、12世紀代の正坂原遺跡、13世紀～ 14世紀初頭の加治屋 B遺跡 013世紀～ 14世紀後半の鶴

喰遺跡、といった大規模な館跡に収敏していく様相が看取される。このような遺跡群の消長は、南北朝

期 (14世紀中頃)の文献に登場する新富城跡の動向とからめて興味深い。さらに、18世紀代には坂元
B遺跡や加治屋 B遺跡などで近世の都城領における政策的な集落配置をみることができる。

顧土地利用と開発磯

縄文時代晩期終末 (弥生時代早期)には、沖積段丘面の1日河道などのヨシ属が繁茂する湿地を利用
して開田しており、弥生時代中期後半～後期にかけては、泥炭質土壌の堆横する谷部にも水田域が拡

大し、その状況は平安時代頃まで継続する。中世後期には、沖積段丘面の中でもより高い面やより下

位の沖積低地面の水田化が本格的に始まる。近世になると、それまで畠として利用されていた低位段

丘面の一部にも水田が作られるようになり、近代以降は低位段丘以下の大半が水田化され、現在の景

観が形成された。用水については、縄文時代晩期末 (弥生時代早期)か ら平安時代にかけては、基本

的にシラス台地崖下から出る湧水を利用したとみられ、沖積段丘上の浅谷に平安時代の溜丼と思われ

る施設が検出されている。中世後期 (文明年間前後)になると、水田域が沖積段丘面の中でもより高

位面に広がる。具体的な遺構は未検出であるが、従来の灌漑技術に改良が加えられたことを示してい

るものと想定される。近世にはシラス台地のガリーを堰き止めて灌漑池が作られ、近世から近代にか

けては、シラス台地縁に沿って大規模な灌漑用水路が構築された。

畠に関しては、現在までのところ、平安時代の畝状遺構が低位段丘の比較的上位面の星原遺跡のみで検

出されている。その他、沖積段丘面から成層シラス台地面にかけて多くの遺跡で検出される中世後期の文

明軽石降下後の小溝状遺構群も畠跡とみられ、後述する火山災害の問題ともからんで注意が必要である。

イネ栽培に関して、坂元A遺跡におけるイネのプラント・オパール形状解析の結果をみると、当初絲電

文時代晩期末 。弥生時代早期)、 熱帯ジャポニカが中心に栽培されていたが、弥生時代前期から平安

時代にかけては粗放な栽培でも安定した収穫が期待できる熱帯ジャポニカを中心としながら、多様な

イネの栽培が推定され、平安時代から中世にかけては熱帯ジャポニカも栽培されたが、徐々に水田で

の管理栽培において能力を発揮する温帯ジャポニカがその割合を増し、近世のある段階には温帯ジャ

ポニカが中心に栽培されるようになったと考えられる。

土地利用にかかわる植生変遷については、花粉分析の結果からみると、平安時代中頃を境に、木本

質の花粉が激減すると同時に、照葉樹林起源の花粉が急減し、反対にマツ属の花粉が急増するが、こ

れは水田開発に伴う現象ではなく、当該期におえる集落造営等による建築部材や燃料確保によるもの

と考えられる。

火山災害とその復 1日については、中世後期の水圏跡において、桜島文明軽石 (15世紀後半)の降

下後に軽石層を天地返したと考えられる踏み鋤痕が水田面一面にみられる事例が多いが、こうした痕

跡は、災害後の復旧痕である可能性が高い。また、成層シラス台地面から沖積段丘面のいたるところ

で、桜島文明軽石の 2次堆積する小溝状遺構群が、切りあいを持たず多数発見されているが、これら

については、耕起痕と考えられ、火山災害後の一次回避の措置 (捨て作り)と して陸稲などの畠作が

行なわれた可能性も考慮しておく必要がある。
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第 2章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境 (図 1)
都城市は九州東南部、宮崎県の南西部に位置する都城盆

地のほぼ中央部を占める。この盆地は、南北約 25knl、 東西

約 15191の楕円状をなしており、北西に霧島火山群を仰ぎ、

西側を瓶台山や自鹿山などの山地に、東から南を鰐塚山 0

柳岳を主峰とする山地に囲まれ、西南方のみわずかに開か

れた地勢を呈する。また、盆地中央部を大淀川が貫流して

おり、多くの支流を集めて、南から北へと流れる。その大

淀川を挟んで、東側の山地は急峻で、起伏が大きく、その

裾部には緩やかに盆地底へと傾斜する広大な扇状地が発達

している。一方、北西に位置する山地は霧島火山の山麓に

あたり、比較的緩やかなスロープとなる。その周縁から

南にかけてはおおむね平坦で起伏の少ないシラス台地が広

がっているが、西から東へと流れる大淀川の支流 (北から

丸谷川、庄内川、横市川)がその台地を分断しながら流れ

ており、それぞれの流域には氾濫原と河岸段丘の形成が認

められる。その一支流である横市川は鹿児島県曽於市 (旧

財部町)か ら蛇行しながら都城盆地中央部へ向けて流れ大 図1 遺跡位置図

淀川に合流する。その横市川の両岸に所在する遺跡群を横市地区遺跡群と総称している。

横市川流域一帯の地形面区分については、宍戸章氏が米軍撮影の空中写真の判読と現況地形・地

質露頭の観察にもとづいて実施している (図 3にその一部を掲載)。 宍戸氏は、成層シラス面より

下位で、現河床の存在する沖積低地面を除く面を標高・テフラ等から区分し、桜島薩摩テフラ (P

14)かそれより古いテフラに覆われるものを低位段丘、鬼界アカホヤ火山灰やそれ以降の霧島御池

軽石等に覆われるものを沖積段丘とし、さらに標高の違いから低位段丘を 3つの面に、沖積段丘を

2つの面に分けている。

成層シラス面 (S′)は、姶良カルデラから噴出した入戸火砕流 (24000～ 25000年前)が都城

盆地一帯を埋積した直後に湖に堆積することによって形成された一続きの平坦面。

低位段丘 3面 (t3)はヽ低位段丘の中の最高位面に位置づけられ、加治屋遺跡付近では沖積低地面

との比高が+18mで、横市地区では上流地域のみに分布する。一部の成層シラス面とは同時性あり。
低位段丘 2面 (t2)はヽ和田 0今房付近で沖積低地面との比高が+11～ 12mである。一般に段
丘堆積物は礫～砂礫 (四万十層群由来の亜円礫および粗砂)で、桜島薩摩テフラ直下の褐色ローム

層に覆われる。

低位段丘 1面 (tl)は、加治屋や和田方面では、沖積低地面との比高が+9～ 10mで、平坦面の
ほか t2面から垂れ下がるような緩傾斜面も含む。段丘堆積物は加治屋遺跡で主にシルト・粘土で、

桜島薩摩テフラに直接覆われる。桜島薩摩テフラ (約 11000年前)降下直前に離水。

沖積段丘 2面 (at2)は 沖ヽ積低地面との比高が+6～ 7mで、鬼界アカホヤ火山灰 (約 6300年前)
および霧島御池軽石 (約 4200年前)に覆われる。

沖積段丘 1面 (atl)は、沖積低地面との比高が+3～ 4mで、霧島御池軽石以上のテフラに覆わ
れる。なお、谷地形部に関しては、沖積低地の流路跡、段丘開析谷 (2面以上の段丘を横断開析して

流下する谷地形)、段丘面上の浅い谷 (段丘面上にみられる谷地形・帯状凹地)の 3種に細分している。

加治屋 B遺跡は低位段丘 2面 (at2)に立地するが、北へ向かって急傾斜する調査区域の北東端部

は低位段丘 1面 (atl)に かかっている。北側と西側は急崖となり、西側眼下には沖積段丘 2面 (at2)

を挟んで沖積段丘 1面 (atl)の営まれた坂元 B遺跡がある。なお、調査区の北側に設けた北 トレン
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チでは、霧島御池軽石下において、鬼界アカホヤ火山灰降下後に形成された段丘崖が確認された。

(文責 :乗畑光博)

第 2節 周辺の遺跡 (図 2)
横市川流域では、平成 8年度に発掘調査が実施されて以来、二十数箇所の遺跡が把握されており、これらの遺跡群は、

成層シラス台地より低位に階段状に形成された低位段丘及び沖積段丘上に位置している。

縄文時代時代の遺跡としては、早期の胡麻段遺跡、田谷・尻枝遺跡、平田遺跡、前期～中期の星原

遺跡があげられる。いずれも霧島御池軽石 (約 4200年前)と アカホヤ火山灰に挟まれた黒色土中か

ら遺物が出土しており、星原遺跡では早期の集石遺構が、田谷・尻枝遺跡では早期及び中期の落と
まきのはら

し 穴 が 検 出 さ れ て い る 。 ま た 、 霧 島 御 池 軽 石 層 上 層 の 後 期 ～ 晩 期 の 遺 跡 と し て は 、 牧 ノ 原 第 2遺 跡 、
なかおやま  まわたり               しようざかばる     よこいち     ひじあな     いまぼう

中尾山 0馬渡遺跡、星原遺跡、正坂原遺跡、横市遺跡、肱穴遺跡、今房遺跡などがあり、牧ノ原第

2遺跡では後期の竪穴住居跡が確認されている。
さかもと

弥生時代では、坂元A遺跡で早期 (縄文時代晩期後半の突帯文土器期)及び中期後半から晩期末に

かけての水田遺構が検出されている。また、平田遺跡において中期後半の堅穴住所跡群からなる集落

跡が確認され、馬渡遺跡、坂元 B遺跡、加治屋遺跡、平田遺跡、今房遺跡などでは後期～終末期の集

落跡が見つかっている。
なかお      みのばる                                よこいちなかはら      つるはみ

古墳時代の遺跡としては、中尾遺跡、蓑原遺跡、星原遺跡、牧の原第 2遺跡、横市中原遺跡、鶴喰

遺跡、母智丘第 2遺跡があげられるが、特に鶴喰遺跡ではカマドを伴う堅穴住居跡を含め68件の後
期の住居跡が検出されているのが注目される。

聰
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さらに、横市川の流域の地域には古代から中世の注目される遺跡も多い。平安時代から鎌倉時代に

かけての遺跡では、朧穴遺跡で8世紀後半の集落跡及び平安時代以降の複数時期の水田跡が確認され

ているほか、鶴喰遺跡では柱穴に礎石を伴う大型の掘立柱建物や回廊状遺構が検出され、中世前半の

T
″る山城で、空堀、土塁が現存する。

近世の遺跡としては、朧穴遺跡や畷元翁遺跡で 17～ 18世紀の集落跡が確認されている。
(文黄 :寺師雄二)
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隋⑮草 冬椰調性の或袂
隋罐鉤 儡掘調性のあなぬ颯R(MF)
調査対象地の現況は水田であり、標高は南側の高いところで約 153.74m、 北側の低いところで約

148.95rnと 北へ向かって段々に落ちている。南倶Jの低位段丘 3面 との境界に沿って用水路が開削さ
れており、この低位段丘 2面を灌漑している。発掘調査に際しては、地形とは無関係に、公共座標系
のSN座標線に一致したメッシュを設定 (1 0rn× 10mを 1単位とする調査区を設定)し、東西方向
を算用数字で、南北方向をアルフアベットで表記し、その組み合わせで区名を付けた。また、調査範

囲が調査次数によって西側と東側 (第 1次調査が西側で、第 2次調査が東償J)に分けられた上、調
査対象地のほぼ中央部を東面に横切る農道があるため、さらにそれぞれの調査区を便宜的に北ブロッ

クと南ブロックに区分した。

現場における調査期間は、第 1次調査が平成 13年 4月 10日～平成 14年 3月 27日 までであり(約
11000」 )、 第 2次調査が平成 14年 4月 10日～平成 15年 1月 25日 である (約 10000」 )。
平成 11年度の富崎県教育委員会による確認調査では、対象地西倶Jの トレンチT38の地表下約
60cmレベルの霧島御池軽石 (約 4200年前)上面で竪穴住居跡と思われる遺構やピットが見つかり、
他のトレンチでも霧島御池軽石上位の黒色土～黒褐色土から弥生時代～中世の土器が出土したため、

弥生時代～中世が中心となることが予想された。さらに、平成 13年度に開始した本調査の表土剥ぎ

直前に実施した再確認調査の際に、対象地の北東部において、平安時代の土師器も出土した他、霧

島御池軽石よりも下の鬼界アカホヤ火山灰 (約 6300年前)の下位から赤色化した礫が検出されたた
め、縄文時代早期の文化層の存在も予想された。工事計画をみると、同地点の鬼界アカホヤ火山灰下

位にも影響があることが判明したため、縄文時代早期については、平成 14年度の第 2次調査で記録
保存することになった。確認調査では霧島御池軽石上位に堆積する黒色土中位レベルで土器が検出さ

れることから、現耕作土を重機によって剥ぎ取って調査区域外に仮置きした後、調査員の立ち会いの

元で、さらに黒色土の中位まで掘り下げたが、第 1次調査では、南ブロックの東側の一部において、

桜島文明軽石 (4層 :15世紀後半)を埋土とする小溝状遺構群が確認されたため、いったんその状
況を写真に記録してから掘り下げた。第 1次調査の北ブロックの北端と第 2次調査の北ブロック西
側は削平のため、表土直下に霧島御池軽石があらわれ、遺構の把握が簡便であった。表土剥ぎ後は、

霧島御池軽石上位の黒色土が質感と黄色軽石粒の含み具合によって、大きく2つに分層 (5層 と6層 )
できることから、 2段階に分けて人力で掘り下げを行った。基本的に6層上面で平安時代～中世の遺
構を確認し、さらに 7層上面で縄文時代～弥生時代の遺構を確認したが、縄文時代後期の遺物の一部
は 7層に食い込むような状況で検出された。第 1次調査の南ブロックの北側一帯 (MONeO_50
6。 7区)では、 5層中から完形を含む土師器杯 0小皿が多量に出土し、貿易陶磁器や国産陶器等も
まとまって見つかった。また同区では、 5層を掘り下げる過程で、その下にあるはずの 6層 との判llJ
が困難となり、遺物を取り上げた後に、遺構を検出するために数回ジョレンで削っても、全体に黄色

軽石粒をまんべんなく含む黒色土が広がるだけで、遺構を把握するのが容易ではなかった。結果的に

この地点では中世のピットが著しく重なり合った状態であることが判明した。遺構は平面的に把握す

ることに努めたが、弥生時代以前の遺構については断ち割りを併用し、断面と照らしながら確認した。

出土遺物は通し番号を付けて随時トータルステーションを用いて位置とレベルを押さえながら取り上

げた。

第 1次調査と第 2次調査の結果、縄文時代早期、縄文時代後 e晩期、弥生時代 (～古墳時代初頭)、
平安時代、中世前期、近世の各時代の遺構 。遺物が確認された。弥生時代については中期の集落跡の

広がりと変遷を把握することができた。平安時代については、掘立柱建物跡や竪穴状遺構などの遺構

群と越州窯系青磁、緑釉陶器や石製銹具が確認された。中世前期については、大溝がめぐる館跡が確

認された。大溝で囲まれた内側から掘立柱建物跡 95棟が検出され、時期は 13世紀～ 14世紀前半
を中心とするものと考えられ、青磁などの貿易陶磁器をはじめ、東海系の国産陶器も多量にl■I土して

いる。
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鰊鰤鮨 辣涙瑕場 (M瘍籍 饉り)
本遺跡は低位段丘上にあるため、より以下の沖積段丘面に比べると、桜島薩摩テフラ (約 11000

年前)降下以降は、比較的安定した堆積状況を示しているものの、調査対象区域が広範囲にわたるため、

地点によって調査の重点を置いた土層 (時代)が異なっていた。そこで、霧島御池軽石よりも上位 餅電

文時代後期以降)については、調査区域中心部にあたるQ-11区及び調査区域北東部のG-15区
における土層を標識とし、霧島御池軽石よりも下位 (縄文時代中期以前)については調査区域北東端
E-17区付近の土層を標識として調査区全体の基本層序を下記のように決定した。

1層 :黄灰色微砂質シルト土 (灰白色軽石 0黄色軽石 0小礫含む)
駿a層 :オ リーブ黒色砂質土 (灰白色軽石と風化礫含む)

2b層 :暗灰黄色砂質土 (灰白色軽石と風化礫含む)酸化鉄の沈着あり
2c層 :褐灰色砂質土 (灰白色軽石と風化礫含む)近世遺物包含層
3a層 :黒色砂質シルト土 (灰白色軽石 。黄色軽石含む)近世遺物包含層
3b層 :黒色砂質シルト上 (浅黄色軽石含む)

4層 :浅黄色軽石 (6mm以下の軽石粒)=桜 島 3テフラ 。桜島文明軽石 (15世紀後半、西暦
1470イ事代か)
この層は部分的な堆積状況を示しており、主として中世の遺構埋土上層において認められる
が、第 1次調査南ブロックの東側では、比較的広い範囲で同軽石が黒色土 (5層)上面にお
いて筋状に並行して確認された。これはいわゆる小溝状遺構群として把握されるもので、軽
石の堆積は 1次的なものではなく、撹拌を受けた状態である。

Sa層 :黒色粘質シルト土 (明黄褐色軽石ごく少量含む)土質はきめ細か…中世遺物包含層
Sb層 :黒色粘質シルト土 (明黄褐色軽石少量含む)土質はややきめ細か…平安時代 。中世遺物包含
層

5c層 :黒色弱粘質シルト土 (明黄褐色軽石含む)…調査区域北東区の谷地形のみで明瞭、平安時代
の遺物包含層

Ga層 :黒色弱粘質シルト土 (明黄褐色軽石まんべんなく含む)…弥生時代遺物包含層
6b層 :黒色弱粘質シルト土 (明黄褐色軽石多く含む)ややかたくしまる…縄文時代後 0晩期遺物包
含層

7層 :黒褐色微砂質シルト土 (明黄褐色軽石かなり多く含む)かたくしまる… 8層を母材として土
壌化したもの。

8層 :明黄褐色軽石 (2cm以下の明黄褐色軽石粒)=霧島御池テフラ0霧島御池軽石 (約 4200年前)
9層 :黒色弱粘質シルト土 (中位に径 lmm以下のにぶい黄褐色軽石が点在する)
10層 :黒褐色弱粘質シルト土
1la層 :にぶい黄褐色シルト土…いわゆる2次アカホヤ、1lb層を母材として土壌化したもの。
1lb層 :黄橙色微砂質火山灰=鬼界カルデラ起源の鬼界アカホヤ火山灰 (約 6300年前)
1lc層 :黄褐色微砂質火山灰の上部と下部に5mm以下の黄色軽石と明黄褐色豆石の層が挟み込んで
いる。1l c層は 1l b層 に伴う一連の降下テフラである。

12層 :黒色 (灰色味帯びる)シルト土 かたくしまる
13層 :黒褐色弱粘質シルト土 (黄色軽石 0暗赤褐色スコリア含む)=13層 と 14層に濃集する黄色
軽石は桜島起源の桜島 11テフラ・桜島末吉軽石 (約 7500年前)で、赤褐色スコリアは霧
島古高千穂火山起源の霧島蒲牟田スコリア (約 7400年前)である。

14層 :暗オリーブ褐色弱粘質シルト土 (黄色軽石 。暗赤褐色スコリア含む)
15層 :黒褐色粘質シルト土 (上部に黄色軽石ごく少量含む)調査区北東部の縄文時代早期調査面の
上段 (低位段丘 2面)においてのみ認められた。縄文時代早期遺物包含層

16層 :暗褐色粘質シルト土 (黄色軽石少量含む)縄文時代早期遺物包含層
17層 :にぶい黄褐色弱粘質シルト (黄色軽石少量含む)
18層 :黄褐色微砂質シル ト火山灰 (明黄褐色軽石少量含む)かたくしまる=桜島薩摩テフラ (約
11000年前)で、調査区域北東部の低位段丘 1面ではこのテフラの直下にシルト・粘質土が
堆積する。

19層 :明黄褐色砂質シルト土 (明黄褐色軽石ごく少量含み、下部には径 3cm程度の円礫含む)
20層 :径 5～ 6cmの砂岩礫と灰白色砂…低位段丘堆積物 (いわゆる段丘礫層)

(文責 :乗畑光博)
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※太線は断面図作成ライン

149.8m

146.8111

機はテフラ分析試料

×は植物珪酸体分析試料

19層

①:明黄褐色砂質シルト土(径 3cm以下の礫を含む)
②:黄橙色微砂質シルト土(黄色・灰色軽石を含む)
③:浅黄色弱粘質シルト土

④:浅黄色粘質土

⑤:黄褐色砂質シルト土(明黄褐色軽石をごく少量含む)=桜島薩摩テフラ
⑥:黄灰色砂質シルト土(灰白色・黄色軽石を含む)
⑦:にぶい黄褐色粘質土

③:にぶい黄橙色粘質土シルト土

⑨:浅黄色粘質土
⑩:灰白色粘質シルト(ラミナ状に堆積)

①:灰自色徴粘質シルト土
⑫:灰白色シルト土

⑬:黄色砂質土(5cm以下の軽石と礫を含む)

イ

蓼 ir´鶉

図 9 調ヒ東区縄文時代早期調査地点土層断面図
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＼ Ω

144.4m

4m
__二_~

北トレンチ東壁土層

①:灰色シルト土

②:黒色粘質シルト土(黄色軽石含む)意 5層

③:黒色～黒褐色シルト土(黄色軽石含む)=6層
④:径2cm以下の淡黄色軽石=8層 (霧島御池軽石)
⑤:暗青灰色粘質シルト土(⑥の小プロック含む)

⑥:明黄褐色砂質シルト火山灰 最下部に火山豆石・軽石がパッチ状に入る=1lb層 (鬼界アカホヤ火山灰)
⑦:灰色粘質シルト土

③:黒色粘質シルト土

⑨:暗灰色微砂質シルト土(⑩の小ブロック含む)

⑩:灰白色シルト土(上部と下部が酸化して黄色を呈する)

①:灰色粘質シルト土

⑫:灰色粘質シルト土(灰白色軽石含む)

⑬:灰色粘質土

⑭:灰色粘質土

タ
ケ
亜
科

ス
ス
キ
属
型

ヨ
シ
属

50-

霧島御池軽石

黒褐色土

鬼界アカホヤ火山灰

暗褐色土

砂層

粘質土

玲鰺祗巡痣隕検出密度

腱
← この部分の断面図

模
式
柱
状
図

円 推定生産量

覇ヒトレンチ東璧断面図及び植物瞳酸体分析結果

※主な分類群

(株式会社古環境研究所作成)

図10
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儡 3鮨 縄凸晰疵特囀伶晰代蜀鰺鶉
¶.縄文時代畢期の遺鸞と遺物
(1)縄文時代早期の遺構 (図 11)
縄文時代早期の遺構は、低位段丘 2面 (以下、「調査区域上段」とする)においてのみ確認され、
低位段丘 1面 (以下、「調査区域下段」とする)か らは検出されなかった。
調査区域の南側であるEOF-16017区 において、 13・ 14層 (桜島 11テフラ=桜島末吉軽石
の濃集層)の下位に堆積する 15層から 16層上面を掘り下げ時に出てきた散礫を取り上げると、そ
の下から礫の集中するポイントが 10数箇所確認されたため、それぞれを集石遺構として、」SSとい

う記号に番号を付して精査した。集石遺構の多くは掘り込みを伴うものである。

集石遺構の構成礫は砂岩が過半数を占め、両輝石安山岩 aがこれに続く。集石遺構によっては、こ

れにチャートと両輝石安山岩 b(霧島新期熔岩類)が少量加わる。但し、」SSllと JSS16は両輝石安
山岩 aが構成礫の 50パーセントを超えており、他と印象が異なる。礫の形状は比較的円磨の進んだ

亜円礫の状態のものがほとんどであるが、硬質のチャートだけは角礫状を呈している。砂岩に関して

は、大半が被熱のために赤色化し、破砕しているものもある。中には微量の炭化物が付着しているも

のもあった。砂岩礫の中でも小粒のものについては、より下層の桜島薩摩テフラ (桜島 14テフラ)

の下位に堆積する段丘礫層の礫と区別がつきにくいものもあるが、基本的に砂岩は横市川の川原から

採取されたものと思われる。若干見られるチャートも同様であると考えられる。両輝石安山岩 aは丸

山・母智丘一帯に産出するので、その方面から持ち込まれたものと思われる。

その他、16層上面において上坑 2基も検出したので、」SCという記号に番号を付して精査した。

集覇遺鸞

JSSl (腱菫霧2)

掘り込みはなく、礫が集中する箇所の径は約 0.65mである。礫の集中度は比較的高いものの、2
～ 5cm程度の角礫や円礫といった他の集石遺構に比べて比較的小粒の礫で構成されており、礫間に
は少量の炭化物が検出されている。15層 と 16層上部の境界で検出されている。

JSS避  (畷圏弩盪)

礫の集中箇所は径 0.8mで、2～ 10cmの角礫 0円礫で構成されているが集中度は散漫である。検

出面から約 13cmの比較的深い掘り込みを有し、礫は掘り込み面レベルで検出された。掘り込みの平

面形は直径 0.45～ 0.53mのほぼ円形を呈する。掘り込みの埋土は黒色粘質シルト土で黄色軽石粒を

含み、炭化物が目立つ。16層上部に相当する。

JSSS (襲己理2)

礫の集中箇所は長軸 0.9m、 短軸 0。6mの楕円状を呈し、掘り込みはない。2～ 10cmの角礫 。円
礫が集まっているが、集中度は散漫である。礫の周辺で少量の炭化物が検出されている。15層 と 16

層上部の境界で検出された。
jSS囃o (遍圏糧口)

礫の集中箇所の直径は 0。7～ 0.8mで、2～ 10cmの角礫 0円礫が比較的高い集中度で集まっている。

掘り込みを有しており、掘り込みの平面形は長軸 0.85rn、 短軸 0.63mの楕円状を呈する。礫は掘り

込み面レベルに集中しているが、一部底面近くで検出されている。掘り込みの埋土は黄色軽石粒を含

む黒色粘質シルト土で、15層に相当する。
jSS導鰺 (鰻憑Ⅷm)

」SS04aの北側に隣接しており、比較的浅い掘り込みを有している。礫の集中箇所の直径は 0.3rn

で 2～ 10cmの角礫 0円礫が集まっているが、集中度は散漫である。掘り込みの平面形は直径 0.58m、

埋土は黄色軽石粒を含む黒色粘質シルト上で 15層に相当する。

J議妙| (国鶴鵞口)

掘り込みはなく、15層 と 16層の境界で検出されている。6～ 1 0crllの礫 5個で構成されている。
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JSS7の土坑埋土

①:黒色粘質シルト土(灰白色軽石・黄色軽石含む)炭化物あり
②:黒色～黒褐色粘質シルト土(黄色軽石含む)炭化物目立つ
③:②に似るが色調がやや淡い 炭化物目立つ
④:黒褐色粘質シルト土(黄色軽石含む)
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J鰺50(y13)
15層の掘り下げ時から見えていた散礫をはずした後に、その下から」SS18と並んで検出された。

比較的浅い掘り込みがあり、掘り込みの平面形は長軸約 1.05m、 短軸約 0.77mである。礫の集中箇

所は長軸約 0.85m、 短車由約 0.6mで、2～ 10cmの角礫 0円礫が集まっているが、集中度はかなり散

漫で底面から浮いた状態である。掘り込みの埋土は黄色軽石粒を含む黒色粘質シルト上で、炭化物も

散見された。15層に相当する。
jSSy (轟圏霧3)

本来は 2つの集石遺構の切りあいと考えられ、掘り込みを有する。2～ 10cmの角礫 0門礫で構成

され、西側の礫は比較的集中度が高く掘り込み面レベルに集中するが、一部底面近くで検出された。

一方、東側の礫は散漫で掘り込み面レベルに集中する。掘り込みの平面形は、長軸約 1.8m短軸約

0.93mの楕円状で、礫が集中する範囲は長軸約 1.7m、 短軸約 1.15mの楕円状を最している。掘り

こみの埋土は、西側が黄色軽石粒を含む黒～黒褐色粘質シルト土、東側は比較的大きめの黄色軽石粒

を含む黒色粘質シルト土でいずれも炭化物が目立つ。15層に相当する。
jSS8(図 14)

礫の集中範囲は径約 1.2mで掘り込みを有する。礫は 2～ 10crnの 円礫 0角礫が掘り込み面レベル

に集中し、掘り込みの中心部に向かってやや下がつているが、集中度は散漫である。掘り込みの平

面形は長軸約 0.98m短軸約 0,7mの楕円状を最し、掘り込みの底面は南側へ向かって傾斜している。

掘り込みの埋土は、中心部が炭化物の目立つ黄色軽石粒を含んだ黒色粘質シルト土で 15層に相当し、

周辺部は炭化物が散在する黄色軽石粒を含んだ黒褐色粘質シルト土で 16層に相当する。

」SS, (国曇1導 )

検出面より約 16cmの深さの比較的深い掘り込みを有する。礫が集中する箇所の直径は 1～ 1.2m

で、2～ 10cmの角礫。円礫が集まっているが、集中度は散漫である。掘り込みの平面形は長軸 0.95m、

短軸 0.82mの不整形で、礫は掘り込み面レベルに集中しているが、一部底面近くで検出されている。

掘り込みの埋土は、中心部が黄色軽石粒を含む黒褐色粘質シルト上で、15層下部に類似しており炭

化物が目立つ。また、埋土周辺部は、黄色軽石粒を含むやや暗い黒褐色粘質シルト土で、16層上部

に相当する。

JS鯛③ (図 弩3)

検出面より約 19cmの深さの比較的深い掘り込みを有し、2～ 10cmの角礫 。門礫が、径 1.4m～

1.lmの範囲で掘り込み面レベルに集中している。掘り込みの平面形は長軸約 0。 88m、 短軸約 0。72m
の楕円状を呈している。掘り込みの埋土は、灰白色軽石粒を含む黒褐色～暗褐色粘質シルト土で炭化

物を少量含んでおり、16層に相当すると判断される。
jSS嗜 理 (国圏¶3)

礫が集中する箇所の直径は 0.85mで、2～ 1 0crnの 角礫 。円礫が比較的集中して集まっている。

検出面より約 15cmの深さの比較的深い掘り込みを有し、掘り込みの平面形は長軸 0.95m～ 1.13m

のほぼ円形で、礫は掘り込み面レベルに集中している。掘り込みの埋土は、中心部が比較的大きめの

炭化物を含み黄色軽石粒を含む黒味の強い黒色粘質シルト土で、周辺部が黄色軽石粒を含む黒褐色粘

質シルト上である。いずれも 15層に相当する。
jSS¶跛 (艤魏霧蝶)

礫が集中する箇所の直径は 1.lmで、2～ 10cmの角礫 0円礫が集まっているが集中度は散漫である。

検出面より約 9cmの深さの浅い掘り込みを有し、掘り込みの平面形は長軸 1.13m短軸 0.85mの不
整形で、埋土は黄色軽石粒を含む黒色粘質シルト土で少量の炭化物を含む。16層に相当する。
j鰺艤¶S (畷蠍穐り)

直径約 0。95mの円形の掘り込みを有し、礫の集中範囲は掘り込みの西側に偏っているが、集中度
は比較的散漫である。2～ 10cmの角礫・円礫のほとんどが掘り込み面に集中し、一部が底面で検出

された。掘り込みの埋土は黒色粘質シルト土で黄色軽石粒と白色軽石粒を含んでおり、中心部に炭化

物が目立つ。16層に相当する。
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①:黒色微粘質シルト土(黄色軽石含む)=13層
②:黒褐色微粘質シルト土(黄色軽石含む)=14層
③:黒褐色微粘質シルト土(灰白色軽石・黄色軽石極少量含む)炭化物散在する笙16層

④:暗 7180色微粘質シルト土(灰白色軽石・黄色軽石li■少量含む)=17層

図16 縄文時代早期集石遺瀞 土坑実測図

」SS穐 4 (臓翻嗜6)

長軸約 1.14m短軸約 0.96mの楕円形状の掘り込みを有する。礫の集中範囲は直径約 0.8mで、2

～ 10cmの角礫 0円礫が掘り込み面に集中しているが集中度は散漫である。掘り込みの理土は黄色軽

石粒を含む黒褐色粘質シルト土で、炭化物が散在する。15層～ 16層上部に相当する。

」SS¶ | (蜃鯰霧2)

直径約 0。65mの円形の掘り込みを有する。2～ 10cmの角礫・円礫が径約 0.8mの範囲で掘り込

み面に集中しており、こぶし大の礫が多い印象で集中度は比較的高い。掘り込みの埋土は黄色軽石粒

を含む黒褐色粘質シルト土で、中心部に炭化物が目立つ。15層～ 16層上部に相当する。
j膠藤穐鶴 (顆蒻¶燿)

安定感のある台石状の礫の東側にこぶし大の礫 3点が配置された状況で検出された。検出面は、

桜島薩摩テフラ (18層)の直上で検出されており、集石遺構の掘り込み底面の配石と考えられる。

」5%嗜 7 (攘翁嗜5)

検出面から約 18cmの比較的深い掘り込みを有し、掘り込みの平面形は長軸約 0.86m短車由約 0.8m

」SC6b

50cm
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の楕円形状を呈する。礫は 2～ 1 0crlllの 角礫・円礫が径約 0。75mの範囲で掘り込み面に集中し、一

部底面でも検出されたが集中度は散漫である。欄り込みの埋土は黄色軽石粒を含む黒褐色粘質シルト

土で、炭化物が目立つ。16層上部に相当する。
jS鯛 8(M13)
15層掘り下げ時に見えていた散礫をはずした後、その下から検出されたもので、JSS6aの南東部

に隣接する。深さ約 1 4crnの比較的深い掘り込みを有し、掘り込みの平面形は直径約 0.75mの円形
である。2～ 10cmの角礫 。円礫が径約 0。6mの範囲で掘り込み面レベルに集中して検出されたが、
集中度は散漫である。掘り込みの理土は黄色軽石粒を含む黒色粘質シル ト土で、炭化物が目立つ。

15層に相当する。

曲坑

』uc60 (朦翻理o)

調査区域の南端で検出された。調査区域外へ延びており、全体の詳細な形態と規模は不明である。

17層を掘り込んでおり、埋土は 16層である。土坑の東側の部分に底面近くでこぶし大の礫が 5点

散在して検出された。

」SC6b (優画16)

」SC6aの西隣で 17層を掘り込む状態で検出されたが、調査区外へ延びるので詳細な形態と規模は

不明である。埋土は 16層で、土坑西側の埋土の上部でこぶし大の礫 4点が確認された。

(文責 :寺師雄二)

(2)縄文時代早期の遺物
縄癸時代早期の上器 (図 環7・ 18)

縄文時代早期の土器は、調査区域上段と lN~段の両方の平坦面において出土しており、両地形面の間

の傾斜面からはあまり確認されなかった。基本的に桜島末吉軽石 (桜島 11テフラ)よ りも下位の包

含層である 15層、16層、及び 16層の下部から 17層上面から出土しているが、一部、遺F‐i内から

検出されたものもある (集石遺構 JSS4bか ら蝶が、集石遺構」SS12から6Sが出土)。 全形をうかが

うことのできる個体は皆無であるが、すべて深鉢形土器と思われる。文様によって 10類に分類した。

102類が早期前葉、 3～ 9類が早期中葉、10類が早期後葉に位置付けられる。その中で最も多く
出土したのは早期中葉の時期のものである。以下、各分類について説明する。

1類 (¶ ):調査区域上段において 1点のみ確認された。1は円筒形ないし角筒形土器の底部である。底
部外端部に縦方向の連続する刻みが施されている。早期前半の貝殻文円筒形止器の底部と考えられる。

2類 (駿 ～導):貝殻条痕文を基調とするものである。図化したものを含め数点を確認しただけである。

調査区域上段のみから出上した。器外面に横ないし斜め方向の浅く丁寧な貝殻条痕が施されている。

内面は丁寧なナデにより平滑に調整されている。胎土中に黒色のガラス質鉱物が含まれている。囃は

集石遺構」SS4bか ら出上した。

3類 (5～ 馘蝶):いわゆる辻タイプに該当する。調査区域上段のみから出土した。図示したものは同
一個体の可能性がある。口縁部に 2枚貝の腹縁による横位の刺突文があり、それより以下は、ヘラ

状工具や 2枚貝腹縁による羽状の短沈線文と横位の貝殻刺突文が交互に施される。羽状短沈線文の

展開方向は縦と横の 2とおりがある。底部近くは横位の貝殻刺突文が施されるようである。口縁部は

内湾し、器壁はIIl縁先端に向かってしだいに厚みを増すような形態を呈している。聞縁部 5鶴 アと

底部な轟から判断すると、胴部がやや膨らみ聞縁部と底部ですばまる深鉢形に復元される。国唇部に

はミガキが施され、内面もナデや比較的舌L雑なミガキで調整されているが、大粒の砂粒が横方向に動

いた状態が観察されることから、1次調整としてケズリが施された可能性がある。底部外端部と底面

にもミガキが施されている。胎上には半透明及び白色の鉱物が目立つが、粒子の小さいキンウンモも

含まれている。
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縄隕 (馘う。な8鶴
'7):い
わゆる桑ノ丸式上器に類似するものである。出土分布は調査区域上段を中

心とするが、2点のみが下段の西側から出土した。図示した口縁部破片と胴部破片は同一個体の可能

性がある。口縁部に横方向の2枚員腹縁ないし櫛歯状施文具による横位の粒の大きい刺突文が施され、

胴部以下は、2枚貝の腹縁などを利用した櫛状施文具によって、山形条線文 (鋸歯文)が施されている。

国縁部は山形口縁になるものと思われ、②けをみると、その山形頂部の外面には耳状の突起 (貼 り付

け文)があり、その部分には縦位の 2枚貝腹縁による刺突文が施されている。闘縁部はわずかに内

湾するか直立気味に立ち上がる形態を呈する。胴部器壁は回縁部よりも薄く、内面はナデ調整されて

いる。胎土は 3類と同じく、半透明及び自色の鉱物が目立ち、粒子の小さいキンウンモも含まれる。

おおむね橙色系の色調を呈しているが、39～ 33な どは外面が灰色系を最している。剥落している

23がこの類の底部と思われるが、文様部分がないため、3類の可能性も捨てきれない。

S隕 (跛7):図示した 1点のみの出上である。調査区域上段で確認された。口縁部外面に横方向の沈

線が 2～ 3条めぐる。口唇部は丸く、日縁部は直立ないし内湾気味に立ち上がる。胎土には自色鉱

物が含まれているが、あまり目立たない。

0繹 (38～ 43):楕円文の押型文土器を一括した。図示したもの以外に約 20点の破片がll■l土してい

るが、いずれも小破片ばかりで全形をうかがうことができる資料はなく、時期決定の際の判断材料と

なる国縁部の破片も出土していない。楕円文の形状から、次に示す 2つに細分することができる。

98～ 瞑 は調査区下段東側から出土したものであり、同一個体と考えられる。楕円文は縦 。斜め方向

に施されている。楕円文は長軸約 6rrlln O短軸約 3rrmで、その表面は平坦で、楕円文が数珠状に連なる

部分も観察される。内面は粗い砂粒が斜め方向に動いた状態が観察されていることから、ケズリ調整が

採用されていると思われる。胎土にはキンウンモが含まれ、あまり目立たないが、自色鉱物も認められる。

45は調査区上段で出土した平底の底部破片である。横方向に施文される楕円文は正円に近く径約

3rnmで、表面には膨らみがある。38鶴 44と比べると端正である。胎土には白色および半透明鉱物

が目立ち、粒子の細かなキンウンモも認められる。

フ洟 (聾瘍～ 53):縄文を施文する土器を一括した。調査区域上段から出土した %0～ 51は同一個体

の可能性がある。外面に縦方向のLR縄文が施されている。いずれも小破片ばかりで全形をうかがう
ことができる資料はない。やはり調査区域上段から出土した Suは外面に無文部が多く、内面に縦方

向のケズリ状の調整痕が観察される。胎土には白色及び半透明の鉱物が含まれており、キンウンモも

比較的目立っている。色調は赤褐色系を呈し、他の土器と比べると赤みが強い。
'3は
調査区域下段

から出土した。外面に無節縄文が施されており、胎土にはキンウンモが認められない。

3慣 (3學 鶴 53):いわゆる変形撚糸文を施す土器を一括した。調査区域上段から出土した。図示し

た以外に破片が十数点出土している。34鶴 5Bは同一個体の可能性がある。いずれも小破片ばかりで

企形をうかがうことができる資料はない。外面に横方向の変形撚糸文が施され、内面には縦方向の工

具ナデが認められる。色調は 7類 と同じく赤みの強い赤褐色を呈している。

9洟 (なり。59場 0囃):手向山式土器を一括した。39鶴 0準 は調査区域下段から出上した。 IIl縁部を

欠いているが、胴部中位に刻目突帯文が 2条めぐり、その上に組帯状の沈線文 (三角形文)を施し、

刻目突帯文以下は縦方向の山形押型文が施されている。内面はナデ調整である。u幌 は調査区域上段

から出上した底部である。胎土と色調からこの類に含めたが、底面が凸レンズ状に膨らんでいること

から、3類や 4類の底部となる可能性もある。

¶◎憮 (黎ヅ鶴黎7):無文部が多くナデ調整の土器を一括した。いずれも調査区域上段から出上した。

OSは付加状縄文が施される。平椿式土器の可能性があるが半J然としない。集石遺構」SS12か ら出土

した。崎0は焼成後の円形穿子Lが施されている。鶴珀は丁寧なナデ調整が施される底部であり、弱い止

げ底状をなしている。 (文黄 :乗畑光博)

硫餡蠅代繹%のL饒鰤笏鵞 (MⅧ り。な0)
石器も土器と同じく、基本的に 15～ 17層上面で出土しているが、一部、桜島末吉軽石 (桜島 11

テフラ)濃集層の下部である 14層から出上したものもある。図化していないが、黒曜石やチヤー ト
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図18 縄文時代早期土器
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表選 縄文時代早期土器観察表

1番号 出■EXI●層 器種
色調
‐

1器画調整
胎土含有鉱物等 備考

外画 内面 外面 内面

1 E-16・ 161曹 深鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナ デ ナデ 半透明 キザミ

F-16・ 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい黄橙 ヨコ条痕 丁寧なナデ 半透明 。自色・黒色

F… 16・ 16層 深鉢 にぶい黄橙 にぶい橙 ヨコ条痕 丁寧なナデ 半透明 。白色・黒色

JSS4、 E-17・ 15層 深鉢 にぶい褐 にぶい褐 ヨコ条痕 丁寧なヨコナデ 半透明・白色・黒色

E-16・ 16層 深鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ヨコミガキ 透明 。白色 。キンウンモ 短沈線 。刺突

E-16・ 161書 深鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ヨコミガキ 半透明 。白色 。キンウンモ 短沈線・刺突

7 E-16・ 17上層 深鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ミガキ 白色 。半透明 。キンウンモ 短沈線・束じ突

E-16・ 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい黄褐 ナデ ケズリ→ナナメミガキ 白色・半透明 。キンウンモ 短沈線 。刺突

E… 16・ 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい黄橙 ナデ ナナメミガキ 白色 。半透明 。キンウンモ 短沈線・刺突

E-16・ 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい黄橙 ナデ ナナメミガキ 白色・半透明 。キンウンモ 短沈線・刺突

E-16・ 16層 深鉢 にぶい黄橙 灰黄褐 ナデ ナナメ・ヨコミガキ 白色・半透明 。キンウンモ 短沈線 。刺突

E 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい黄橙 ナデ ナナメ・ヨコミガキ 白色 。半透明 。キンウンモ 短沈線・刺突

E-16・ 14層 深鉢 にぶい橙 にぶい黄橙 ナデ ナナメミガキ 白色 。半透明 。キンウンモ 短沈線 。東」突

E-15。 16層 深鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ミガキ 白色・半透明・キンウンモ 短沈線・刺突

E-16・ 17上層 深鉢 にぶい橙 にぶい黄橙 ナデ ナナメ 。EEコミガキ 白色 。半透明 。キンウンモ 短沈線・刺突

E… 16。 15層 深鉢 にぶい橙 にぶい黄橙 ナデ ケズリ→ミガキ 白色 。半透明 。キンウンモ 短沈線・刺突

E-16・ 16層 深鉢 にぶい橙 褐灰 ナデ ナナメミガキ 白色 。キンウンモ 短沈線・刺突

E-16・ 13～ 14層 深鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ミガキ 白色 。半透明 。キンウンモ 短沈線・剰突

E-16・ 161曹 深鉢 にぶい橙 にぶい黄橙 ナ デ ミガキ 白色・半透明 。キンウンモ 短沈線・束突

E-15。 16層 深鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ 磨耗 白色 。半透明 。キンウンモ 短沈線 。東突

F-16・ 14層 深鉢 にぶい橙 にぶい黄橙 ナデ 磨耗 白色 。半透明・キンウンモ 短沈線 。秦突

F-16・ 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい黄褐 ナデ ナナメミガキ 白色 。半透明 。キンウンモ 短沈線 。刺突

E-16。 16層 深鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナ デ ナナメミガキ 白色・半透明 。キンウンモ 短沈線

F-16・ 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい黄橙 ナ デ ケズリ→ナナメミガキ 白色 。キンウンモ 短沈線 。刺突

⊂-15。 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい黄橙 ナ デ 剥落 白色 。半透明 。キンウンモ

F-16・ 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい褐 ナデ 剥落 透明・黒色

E-16・ 16層 深鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ミガキ状ナデ 半透明 。白色

E-16・ 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 白色・半透明 。キンウンモ 刺突 。条痕

⊂-15。 16サ習 深鉢 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 自色・半透明 。キンウンモ 刺突

F-16。 16層 深鉢 にぶい黄橙 にぶい褐 ナデ ナデ 白色 。半透明 。キンウンモ 条痕

E-16・ 16層 深鉢 暗灰黄～黄灰 にぶい黄褐 ナデ ナデ 白色・半透明 。キンウンモ 条痕

E-16・ 16層 深鉢 にぶい黄褐 褐灰 ナデ ナデ 自色・半透明 。キンウンモ 条痕

E-16・ 16層 深鉢 にぶい黄褐 にぶい黄褐 ナデ ナデ 白色 。半透明 。キンウンモ 条痕

F-16・ 16サ警 深鉢 にぶい黄褐 にぶい黄褐 ナデ ナデ 白色・半透明 。キンウンモ 条痕

E-16・ 16層 深鉢 にぶい黄橙 にぶい橙 ナデ ナデ 白色 。半透明 。キンウンモ 条痕

F-16・ 16層 深鉢 にぶい黄橙 灰黄褐 ナ デ ナデ 白色・半透明 。キンウンモ 条痕

E-15。 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい黄褐 ナデ ナ デ 白色・半透明 。キンウンモ 条痕

B-16・ 16サ冒 深鉢 にぶい橙 にぶい黄橙 ケズリ状ナデ 白色 。赤色 。キンウンモ 楕門押型文

B-16・ 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい橙 ケズリ状ナデ 白色 。キンウンモ 楕円押型文

B-16・ 16層 深鉢 にぶい橙 剥落 白色・透明 。キンウンモ 楕円押型文

B-16・ 16層 深鉢 にぶい橙 剥落 白色 。透明 。キンウンモ 楕円押型文

B… 16・ 16層 深鉢 にぶい橙 剥落 白色 。透明・赤色 。キンウンモ 楕円押型文

B-16・ 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい橙 ケズリ状ナデ 白色 。透明 。キンウンモ 楕円押型文

B-16・ 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい橙 ケズリ状ナデ 白色・透明 。赤色 。キンウンモ 楕円押型文

F-16・ 16層 深鉢 にぶい黄橙 剥落 白色・半透明 。キンウンモ 楕円押型文

E-16・ 15層 深鉢 にぶい赤褐 にぶい橙 ナデ 白色 。半透明 。キンウンモ タテ縄文

E-16・ 16層 深鉢 にぶい赤褐 にぶい橙 ヨコナデ 白色・半透明 。キンウンモ タテ縄文 (LR)

E-16・ 16層 深鉢 にぶい赤褐 にぶい橙 丁寧なナデ 白色・半透明 。キンウンモ タテ縄文 (LR)

E-16・ 16層 深鉢 にぶい赤褐 にぶい褐 ヨコナデ 白色 。半透明 ヨコ縄文 (LR)

F-17・ 16層 深鉢 にぶい赤褐 にぶい赤褐 ナデ 白色・半透明 。キンウンモ タテ縄文 (LR)

E-16。 161言 深鉢 にぶい赤褐 にぶい赤褐 丁寧なナデ 白色 。半透明 。キンウンモ タテ縄文 (LR)

E-17・ 16層 深鉢 にぶい赤褐 にぶい赤褐 ケズリ状ナデ 白色・透明 。キンウンモ タテ縄文 (LR)

B-16・ 16層 深鉢 にぶい褐 褐灰 ナナメナデ 透明 無節縄文

E… 16・ 16層 深鉢 にぶい赤褐 にぶい赤褐 タテエ具ナデ 透明 。半透明 変形撚糸文

E-15。 15層 深鉢 にぶい赤褐 にぶい赤褐 タテ正具ナデ 透明・半透明 変形撚糸文

E-15。 15層 深鉢 にぶい赤褐 にぶい赤褐 タテエ具ナデ 透明・半透明 変形撚糸文

E-15。 15層 深鉢 にぶい赤褐 黒褐 タテミガキ 透明 。半透明 変形撚糸文

E-16・ 15層 深鉢 にぶい赤褐 にぶい赤褐 ナデ 透明・半透明 変形撚糸文

B-16、 C-16・ 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい橙 ナ デ 黒色ガラス質 。赤色 。白色 。透明 沈線 。突帯

B-16・ 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい褐 タテナデ 赤色・白色 斜行沈線

8-16。 16層 深鉢 にぶい橙 橙 ナ デ 赤色 斜行沈線

⊂-15。 161曹 深鉢 にぶい橙 にぶい黄橙 ナデ 黒色ガラス質・透明 山形押型文

B-15。 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい黄橙 ナデ 黒色ガラス質・透明 山形押型文

C-15。 16層 深鉢 にぶい橙 にぶい橙 ナデ 黒色ガラス質・透明 山形押型文

」SS12、 E-16・  16層 深鉢 にぶい橙 にぶい橙 ナデ・ユビオサエ 透明 付加条縄文

14層 深鉢 にぶい橙 にぶい橙 ナデ 丁寧なナデ 白色 。透明

E-15。 16下層 深鉢 橙 にぶい橙 丁寧なナデ ナデ 白色・透明
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のチップも出土している。

68～ フ③は打製石鏃である。68は基部のえぐりが深く、比較的長い形状である。チャート製であ

る。1.2g。 59は基部に小さいえぐりが入る。灰色を呈するチャート製と思われる石材を利用している。

0.8g。 フ0は基部に浅いえぐりが入り、三角形状を呈する。チャート製である。0.8go y理 は剥片石器

の未製品と思われる。やや透明度があり、不純物も多い黒曜石製である。2.6go p駿 鶴 76は加工痕の

ある剥片である。フ避 (24.2g)076(6.3g)。 フ導 (3.8g)も 黒味が強く純度の高い黒曜石である。75

は黒曜石の原石面を多く残している。やや透明度があり、不純物も多く、光に透かしてみると縞状の

模様が見える。4.8g。 フ0は乳白色に灰色がまだら状に混じりあう黒曜石である。いわゆる姫島産の

黒曜石と思われる。5.Og。 77は楔形石器と思われる。黒味の強いチャート製である。7.3g。 78は実

測図下縁に刃部を作り出しており、不定形のスクレイパーと考えられる。黒味強いチャート製である。

(文責 :業畑光博)11.4g。

駿.縄文時代前～嘩鋼の遺構 (図 嗣 )
縄文時代早期面の調査を実施するために、霧島御池軽石層と鬼界アカホヤ火山灰層を重機で掘り下

げている際に、低位段丘 1面 (調査区域下段)の C-16区で、霧島篠「池軽石よりも下の鬼界アカホ
ヤ火山灰上面において隅丸方形プランの落ち込みが認められた。その部分を鬼界アカホヤ火山灰上面

で精査した結果、この落ち込みは縄文時代前～中期の間に掘り込まれたもので、規模等から考えて、

いわゆる落とし穴状遺構 (」SC5)|こ 該当する可能性が高まった。そこで、通常の調査方法はとらず、

遺構内堆積土を残したまま、長軸方向にスライスしていき、そのつど写真撮影と土層断面図を作成す

るというやり方をとることにした。その結果、底面の杭ピット8基を捉えることに成功し、規模は

長軸 (南北)1。 19m、 短軸 (東西)0.9 1rrl、 深さ 0.78mで あることが判IIAし た。土坑内の堆積状況

は、黒色系土と褐色系土が交互に堆積しており、中間に鬼界アカホヤ火山灰 2次堆積の塊が混じり、

土坑底面近くの壁際にも同火山灰が多く混じっていた。土坑底面の杭ピットの配置は、中央に 1基、

東壁に沿って 3基、西壁に沿って 2基、北壁と南壁に沿って 1基ずつである。ピットの直径は 3～

5cm、 深さ 27～ 40cmである。また、ピット内部の土壌は概して軟弱であり、杭 (本質等)が腐食

した後に入り込んだものと考えられる。

S。 縄文時代後～晩期の遺構と遺物

(1)縄文時代後～晩期の遺構 (図 22)

(文黄 :乗畑光博)

縄文時代後 0晩期の遺構としては、堅穴状の土坑 2基 (JSC104)と 円形プランの土坑 2基 (」SC203)

を確認した。その他、明確な掘り込みプランは確認できなかったが、U-14区の 7層上面において
石製土掘り具 1点 (3Sy)が横倒しの状態でlTJ土 したが、これは埋納遺構の可能性がある。

コSC¶ は、P-10区 で検出された竪穴状遺構である。平面形は 1辺が 2.3～ 2.5mの方形プランを
基調とするが、南東部が張り出している。検出面からの深さは約 12cmである。7層を掘り込んでお

り、埋土は黄色軽石を含む黒色シルト土 (6層下部相当)である。竪穴内部の東側埋土中から縄文時

代後期の深鉢形土器片 (9理 )が出土した。また、堅穴東側周辺で同時期と思われる土器の破片 (う

ち一部は同一個体)が出土した他、両輝石安山岩 aの打製石器片 (359)が lTl土 した。
、cuは、Jsc lの北西倶Jで検出された。平面形は径約 0.7mの円形プランである。南側を中世のピッ

トに切られる。検出面からの深さは約 0.lmであり、埋土は黄色軽石を含む黒色シルト土 (6層下部

相当)である。
jS曜|は 」SClの南側で検出された。平面形は径約 lmの円形プランである。検出面からの深さは約

0.lmであり、埋土は黄色軽石を含む黒色シルト土 (6層下部相当)である。
Ju⊂囃はM-11区 で検出されたが、西倶Jは後世 (おそらく中世)の削平のため失われている。平
面プランは推定で 1辺が約 2,7mの隅丸方形を塁する。7層を掘り込んでいるが、深さは検出面から

約 5cmの非常に浅い竪穴状遺構であるが、中世の土坑 (SC287)|こ切られる。埋土は黒色粘質シル

ト土で黄色軽石含み、6層よりやや黒味が強く、6層下部に相当するものと思われる。(文責 :乗畑光博)
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③ :鬼界アカホヤ火山灰(K一 Ah)のブロック

※ 層を付記した番号は基本土層番号

埋土は黒色土と褐色上が交互に堆積しており、中間に鬼界アカホヤ火山灰が混じる。

また土坑の両脇下部には鬼界アカホヤ火山灰が多く混ぎる。

一一- 147nl
H

E― Fの土層A-3′ ⊂―Dの土層
①:黒色弱粘質土(褐色軽石含む)            ⑨:③と同じ。鬼界アカホヤ火山灰ブロック          ①:黄灰色シルト土 すき間があいてポロポロしている
②:黒褐色弱粘質シルト土十鬼界アカホヤ火山灰      ⑩:黒色弱粘質シルト土(鬼界アカホヤ火山灰粒含む)     ②:黄灰色粘質シルト土 しまっている
③:褐色弱粘質シルト土(鬼界アカホヤ火山灰粒含む)    ①:オリーブ褐色弱粘質シルト土(鬼界アカホヤ火山灰粒含む) ③:軟質化した18層
④:黒色弱粘質土 軟弱                 ⑫:黒色シルト土 軟弱                   G一 Hの土層

⑤:黒褐色弱粘質シルト土(鬼界アカホヤ火山灰粒含む)   ⑬:⑫に鬼界アカホヤ火山灰粒が混じる            ①:黒褐色弱粘質シルト土(鬼界アカホヤ火山灰粒含む)
⑥:黒色弱粘質土 軟質                 ⑭:黒色弱粘質シルト土(鬼界アカホヤ火山灰粒含む)     ②:黒色シルト土 軟質でフワフワしている
⑦:黒褐色弱粘質シルト土(鬼界アカホヤ火山灰粒含む)   ⑮ :日音オリーブ褐色弱粘質シルト土(鬼界アカホヤ火山灰粒含む)③ :黒色]弓粘質シルト土(黄褐色軽石含む)軟質でポロポロしている
③:オリーブ褐色弱粘質シルト土(鬼界アカホヤ火山灰粒含む)⑩ :黒褐色シルト土(褐色軽石含む)             ④:1吹質化した17層

図2輝 藩とし穴状遺構 (JSC5)分布 傷実測図

(2)縄文時代後～晩期の土器 (図 23024)
縄文時代後～晩期の土器は、基本的に霧島御池軽石 (8層)の上位に堆積する 7層 (黒褐色土)の

上部から6b層 (黒色土)にかけて出土したが、より上位に堆積する6a層や 5層や弥生時代の遺

構埋土中からも出土している。以下、型式ごとに説明を加えていく。

79000は西平式の深鉢形土器である。胴部には縄文が施文されたのちに横位の沈線文が施されて

おり、頚部には刺突文がみられる。胎土には粒子の細かいキンウンモが含まれる。フリは内面にきわ

めて丁寧なミガキが施されている。

3弩 鶴 38は凹線文を主文様とする三万田式土器と考えられる。深鉢形の可育旨性があるu000Sは同一個

体の可育貯性がある。全体に黒褐色を呈し、器面は内外面ともに丁寧なミガキが施されている。国縁部に

仁
Ａ

コ
Ｂ

JSCS

００
　
　
　
　
　
（
）

○

Hb層 (K一 Ah)
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施されている凹線文は 3条と思われるが、33には凹点文も付加されている。3跛 は浅鉢形の可育旨性がある。

回縁部外面に沈線文が 2条めぐる。色調は明るめの赤褐色系を呈し、31・ 38とは異なっている。器面調

整は丁寧なミガキである。つ0は この時期の高不形土器の脚部と考えられる。中位がエンタシス状に膨らみ、

楕円形の透かしが入る。外面は縦方向のミガキが施され、黒褐色を里する。底部の下端に沈線文がめぐる。

S縄 鶴 92は、器面に文様をもたないもので、日縁部が外反 。外傾し、頚部でくびれて、胴部が膨ら

む器形の深鉢形土器であると考えられる。後述する中岳Ⅱ式系の無文土器の可能性がある。色調は、

黒褐色の 3り を除くと、おおむね橙色系である。器面調整はミガキがナデを基本とするが、ミガキの

手法は、前述した西平式や三万田式と比べるとやや雑な印象を受ける。口唇部の形状に注目すると、

口縁端部が舌状になるもの (B轟 030)と 平壇に面取りするもの (Bフ 099)の 2者がある。P-10
区から出土した S礁 特 950380り0鶴 9跛 は同一個体の可能性があり、上げ底状のひ蝶はその底部の可

能性がある。91の一部の破片は堅穴状遺構」SClの埋土中から出土し、その周辺から出土した土器

片と接合した。付近からは両輝石安山岩を加工した石製土掘り具とみられる剥片石器 (350)も 見つ

かっている。9な の下端は粘土帯の接合部ではずれているが、その剥離面にススが付着している。ま

た ,曇 も底部内面の剥離面にススが観察される。B9の回縁部外面には縦方向のミガキが施されている。
gy鶴 ¶。③は中岳Ⅲ式の深鉢形土器である。肥厚した口縁部外面と屈曲する胴部外面に凹線文や沈

線文をめぐらせるもので、凹点文を付加するもの(99)も見られる。外面の一部にミガキが観察される。

赤みかかる橙色系を里し、胎土には白色や半透明の比較的大きめの砂粒が認められる。90は このタ

イプの土器の底部と考えられる。底部下端が張り出す 95は胎土からこのタイプの底部と考えている

が、黒川式以降の深鉢形土器の底部である可能性もある。

弩③¶は口縁部が段をなし、胴部で屈曲する器形の深鉢形土器である。文様は認められず、外面には

比較的乱雑なミガキが施されている。全体に赤褐色を望し、胎土には比較的大きめの砂粒を含んでい

る点で、先述した中岳正式に類似している。同時期かより後出するものであろうか。

理02は園縁部先端と胴部下半を欠いているが、日縁部が外反し、胴部が屈折する形状から、黒川式

土器の深鉢形土器と判断した。外面の調整痕は一見貝殻条痕風に見えるが、細かい擦過痕が観察され

ることから、繊維束状のもので調整されているものと考えられる。

l③8～ 霧OSは黒川式の浅鉢形土器である。頚部から短く立ち上がる口縁部内面に沈線文が 1条め

ぐり (環 030運③蝶)、 胴部は極端に膨らむ。器壁は入念なミガキによって均質に整えられている。

¶③O籍 鶴つは胴部から底部にかけての破片である。外面にアンギン圧痕が観察される。全形を復元する

ことはできないが、鉢形と考えられる。全体に浅黄色系の明るめの色調を呈する。  (文責 :乗畑光博)

4。 弥盤時代囀鋼の遺鸞

(1)竪穴住居跡
憑穴饉瑕跡

堅穴住居跡は弥生時代中期に属すると考えられるものが 38軒 (WSA¶・ 3・ 4030鶴 。フ。309螢

表跛 縄文時代後 0晩期血器観察表

番号 出|■区●層 器種
1色調 器面調整

胎1土含有鉱物1等 備考
外面 内面 外面 内面

R-15・ 6層 深鉢 黒褐 黒褐 ナ デ 丁寧なミガキ 白色 。半透明 。キンウンモ 縄文→沈線

R-14・ 5b層 深鉢 灰黄 暗灰黄 ナデ ミガキ 白色 。キンウンモ 縄文→沈線

W-9。 7層 深鉢 黒褐 黒褐 ミガキ 丁寧なミガキ 白色 。半透明

G-15・ 6b層 深鉢 明赤褐 にぶい赤褐 ナデ 丁寧なミガキ 黒色 。自色

W-9。 7層 深鉢
里

(煤付着)
黄灰 ミガキ・ナデ ミガキ 白色・半透明

P-10。 7層 深鉢
明赤褐
(煤付着)

にぶい褐 ミガキ ミガキ 白色・黒色・透明 El径 32cm

P-10・ 6b層 深鉢 にぶい褐 にぶい黄褐 ミガキ ミガキ 黒色 。赤色・透明
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図24 縄文時代後・晩期土器

表3 縄文時代後 0晩期土器観察表

ミ

番号 出土区・層 器種
色調 器面調整

胎土含有鉱物等 備考

外面 内面 外面 内面

86 H-15・ 5c層 深鉢 橙 橙～黄灰 ナデ ナデ 黒色・透明

87 P-10・ 6層 深鉢 にぶい褐 にぶい橙 ミガキ ミガキ 黒色 。赤色・透明

88 P-10・ 6層 深鉢
にぶい褐
(煤付着)

にぶい黄褐 ミガキ ミガキ 白色・黒色・透明

89 N-10・ 6層 深鉢
黒褐
(煤付着)

黒～褐 ミガキ ミガキ・ナデ 白色・黒色・透明

90 P-10・ 6サ習 深鉢 にぶい褐 にぶい褐 ミガキ 丁寧なナデ 白色・黒色・赤色・透明

91
P-10・ 6b雁:、 P-10。 7層]、
P-10・ 6bl習 JS⊂ 1

深鉢 明赤褐
にぶい黄褐
(煤付着)

デナな
キ

寧
ガ
丁
ミ

ナデ 白色・黒色 。赤色・透明

92 P-10・ 6b層、P-10・ 6b層 深鉢 明赤褐
にぶい黄褐
(煤付着)

ミガキ ナデ 白色・黒色 。透明

０
ソ Y-11・ 6層 深鉢 橙 にぶい褐 ミガキ 。ナデ ナデ 赤色・半透明 底径 4cm
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表4 縄文時代後 0晩期土器観察表

番号 出土区 1漏‐ 器種
1色調 器画調整

胎上含有鉱物等 備考
外画 内面 外面 内面

P-10・ 7層 深鉢 證 灰黄褐 ミガキ 丁寧なナデ 黒色 。透明 底径 6.4cm

H-17・ 5b層 深鉢 明赤褐 明赤褐 ナデ ナ デ 白色・黒色 。赤色・半透明 底径ア.5cm

3-13・ 6a層 注回 褐灰 灰黄褐 ミガキ ケズリ 白色

R…4・ YSA33 深鉢 明赤褐～褐灰 明赤褐 ミガキ 磨耗 白色

R-4・ YSA33 深鉢 にぶい赤褐 にぶい褐 ヨコナデ 磨耗 白色

Q-11・ 3層 深鉢 明赤褐 明赤褐 ミガキ状ナデ ナデ 黒色・透明

G-16・ 5層 深鉢 明赤褐 明赤褐 ナデ ナデ 白色・黒色・透明

U-10。 7層、V-10・ 71書 深鉢 赤褐 (煤付着) 赤褐
ヨコナデ・
ガキ

ヽヽ
ヽ

ヽヽ
ヽ

いアナコ
キ
ヨ
ガ 白色 。赤色・半透明 口径 25.4cm

V-10。 7層 深鉢 にぶい褐 にぶい橙
ナデ・ユ ビオ
サエ

ナデ・ユビオ
サニ 黒色 。赤色 。透明・半透明

R… 12・ 5b層 浅鉢 黒褐 黒褐 ミガキ ミガキ 白色・透明 内面沈線あり

S-11・ 5層 浅鉢 にぶい黄褐 にぶい褐 ミガキ ミガキ 白色・透明 内面沈線あり

|-16・ 5c層 浅鉢 にぶい黄橙 褐灰 ミガキ ミガキ 黒色

」-4・ 5層 鉢 淡黄 にぶい黄褐 阻織痕 磨耗 赤色 。透明

V-11・ 6層 鉢 橙 (煤付着) 浅黄 組織痕 条痕 白色

V-11・ 7層 鉢 橙 (煤付着) 灰黄 組織痕 条痕 赤色 。透明・半透明

い11・ 7層 鉢 にぶい黄橙 浅黄 組織痕 磨耗 赤色

¶③O弩 弩螢¶盪。19輌 弩40霧 50150Ⅷ 7018。 19傷 200盟 10駿懲。な30芝 6027・ 働802,00003霧 0380

3蝶 0 3S e s6.37・ 3g e蝶⑥。導駿儘43傷 礁3)確認された。
この時期の住居はある程度限られた範囲で検出されており、おもに調査区の北西側に集中する。こ

れらの住居跡が営まれる微地形をみると、南側からのびる宍戸薫氏による低位段丘 2面の縁辺部で

あり、おおむね平坦な地形になっている。なおM-1区 からM-6区 にかけては調査区を分断する
現代の道路によって削平されていたため、住居跡は確認できなかった。

YSA理 (IM駿 0)

YSA理 は長軸 3.Om、 短軸 2.5mの隅丸方形プランで、南側の一部が近世の撹舌Lを受けている。検出

面からの深さは約 26cmで ある。

住居内施設としては中央に楕円形の浅い土坑 (長軸 1.05m、 短軸 0.68rn、 深さ約 10cm)がある。

その中央土坑内に棟軸となる棟本を支える主柱穴を 2基確認できた。主柱穴の深さはいずれも土坑

床面から 16～ 20cmである。住居全体からその他に 6基のピットを確認できた。

図 26の下に示したように、住居内堆積土は、後代の植物や小動物による撹舌Lである①層、黒色シ

ルト土の上層 (②層)、 貼床層と考えられる下層 (③ o④層)に分けられる。②層は黄色軽石の混ざ

りも少なくルーズである。また、撹乱の①層によって下の③層が②層内に持ち上がっている。貼床で

ある③ O④層は黄色軽石の含み具合から2層に分けられ、厚さは約 2～ 8cmである。貼床層の硬度

を硬度計で計測したところ、平均で表面では 24.8mm(15kg/cぶ )、 断面では 22.8mm(10kg/cぶ )

となった。また③層は中央土坑の床面にも入り込んでいたが、住居全体にではなく部分的な広がりで、

他の住居跡に比べ上層との境が不明瞭であった。

住居内では遺物はほとんど見られず、②層から土器と石器がそれぞれ 1点ずつ出土している。

YSAS(暑yな。)

YSASの平面プランは隅丸方形プランを基調としているが、北西部にのみ張り出し状の浅い止坑 (深
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YSD:溝状跡構
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さ約 5cm)を持つ住居である。長軸約 2.8m、 短軸約 2.2rn、 検出面からの深さは約 8cmとかなり浅

いため、北側の床面はほとんど検出面と同じである。

住居内施設としては、住居内に 4基、張り出し部に 1基のビットが確認された。主柱穴は南側の

2基のピット (両者とも直径 30～ 35cm、 床面からの深さは約 60cm)と思われるが、住居の中心

より南に寄っているためやや疑間が残る。西側の主柱穴からは甕の脚部 (霜 2)が出上した。張り出

し部にあるピットの深さは 25cmで ある。

住居内堆積土は黒色シルト上の① o②層と、硬くしまる貼床層の③層である。①層と②層は、質

感や霧島御池軽石とみられる軽石粒の含み具合などによって細分された。貼床層の厚さは約 3cmで、

硬度は表面が 24。 3mrn(15kg/cぶ )、 断面が 19mm(5kg/cだ )である。

遺物はピット内から出土した甕 (110)のほかに②層より出土した壺 (¶ 1罐 )である。

YSA

\Ottou'

1 1強ィ
Y,べ
hibぇ

図25 3ぶ笠時代遺構分布図
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YSA4 (M麟6)

YuÅ礁は出土遺物がないため時期の判断が難しいが、一応中期とした。南側を現代の道路に削られ

ているため住居北側のほんの一部分しか確認できず、平面プラン 0規模ともに不明である。検出面

からの深さは約 25cmである。住居の北側の一部には床面より5cmほ ど高いテラス状の段差があり、
そこには深さ 70cmほ どのピットが掘られ、軟質の黒褐色シルト層 (②層)が堆積していた。
住居内堆積土は上層の黒色シルト土の①層と、ピットのみに堆積する②層、硬くしまる下層の貼床

層の③層に分けられる。貼床である③層の硬度は表面が 22rnm(8kg/cぶ )、断面が 24mm(10kg/cバ )、

厚さは約 3crrlである。

WSAS (傲圏跛6)

YSASは長車白約 2.6m、 短軸約 2.2mの円形プランで、検出面からの深さは約 45cmで ある。
住居内施設としては 4基のピットのみで、そのうちの中央と東側のビットが主柱穴と思われる。
両者とも直径約 30crn、 床面からの深さが約 40cmで、やや軟質の黒色土が入っていた。この住居も
YSASと 同様に主柱穴が住居の中心よりずれて東側に寄っている。

住居内堆積土は基本土層の 2層による撹舌Lである①層と、黒色シルト上の②層、硬くしまる貼床
の③ o④層に分けられる。貼床層は質感と霧島御池軽石の大きさや含み具合から2層に細分した

が、③層のほうが④層よりも硬くしまっている。③層の硬度は表面が 23.6mm(10kg/c」 )、 断面が
25.6mm(15kg/c」 )、 厚さが 5cmである。
土器および磨石 0敲石は②層からの出土で、床面より 10cm浮いたレベルで出上した。
YSA6(lM 27)

YSAOは長軸約 4.5m、 短軸約 3.9mの円形プランで、検出面からの深さは約 1 8crnである。住居の床
面はやや凹凸があり、西側の床面は検lTl面 とほぼ同じレベルなため、立ち上がりがやや不明瞭である。

住居内施設としては 15基のピットが確認された。このうち、中央のビットは土坑状に大きく掘ら

れているが (長軸 95cm)、 土層を観察したところ、貼床となる層がピットのほぼ 3分の 2を覆って
いたため、実際の柱の直径は 35crlll程だったと思われる。このピットと、その東倶Jにあるピットの 2

基がこの住居の主柱穴と思われる。また、これら2基のそれぞれ北側に棟軸と同じ方向に並ぶピッ
トが確認されていることから、この住居の主柱穴は建て替え等により掘り置された「II能性がある。

住居内堆積土は基本上層の 5層による掘り込み (中世のピットか?)の①層と、上層の黒色シル
ト上の②層、硬くしまる貼床層の④ o⑤層、ピットに堆積する③ o⑥層である。このうち⑤層は④層

に比べ霧島御池軽石の含有量が多く、部分的には軽石のみの層となり硬くしまっている。硬度は表面

が 24mrn(10kg/cM)、 断面が 21.3rrlm(7kg/cぶ )、 厚さが約 8cmである。
出土遺物は中溝式土器の甕 (閉 0)、 壺 (lⅧ 7)と も床面からの出土である。
Y5Å7(M ②7)
YSAフ は住居の北東部の床面が検出面とほぼ変わらないレベルのため削平を受けた可能性があり、

やや不整形な形で検出されたが、平面プランは隅丸方形プランであったと思われる。現状での長軸は

約 3.3m、 短軸は約 3.2m、 検出面からの深さは約 1 8crllで ある。

住居内施設としては 7基のピットが確認された。このうち東西の端に位置する 2基のピット (深
さ約 70～ 80crn)が主柱穴と思われるが、この 2基を結んだ棟軸は住居の中心線よりやや南にずれ
ている。この 2基のピットのうち、西側のピットの掘り方は上半部が大きく広がっていることから、
住居廃絶後に柱を抜き取った跡ではないかと考えられる。

住居内堆積土は、黒色シルト土の①層、ピット内に堆積する②o③・④層、貼床と考えられる⑤ O⑥層、

貼床の下に堆積する⑦層とに分けられる。このうち③層は住居の壁際からピット内へ埋まっていっ

たと思われ、霧島御池軽石のブロックを含んで堆積していた。貼床層の⑤層の硬度は表面が 24.4mrn

(10kg/c」 )、 断面が 21.9mm(8kg/cr)、 厚さが 4cmで御池軽石を主体とし、その下層の⑥層より
硬くしまっている。⑥層の硬度は 22mm(8kg/cぶ )、 厚さは 8cmである。
出土遺物はほとんどが上層である①層から出土している。甕 (¶渕)は中央にあるピットからの出
土である。また、住居を掘り下げる段階で埋土中から多量の頁岩製磨製石鏃やチップが出土した。そ
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①:黒色シルト土(ばらけやすい)

②:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒褐色微砂質シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)¨・貼床

④:黒褐色徴砂質シルト土(黄色軽石を③より多く含む。硬くしまる)…貼床
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①:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

②:黒褐色シルト土(黄色軽石を含む。やや軟質でばらけやすい)

③:黒色シルト土(黄色軽石を含む。やや硬くしまる)…貼床
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のうち 4蝶曇撥聾4鶴 は床面からの出土である。

YSA8(M駿 7)
YSASは住居の南側を現代の道路によって削られているため、平面プラン。規模ともに不明である

が、現状での長軸は東西方向に約 4.4rn、 検出面からの深さは約 1 8crnで ある。また住居の北側では

弥生時代の土坑 (YSC4)と 切り合い関係にあり、土層断面の観察の結果、YSASが (YS⊂導)を切っ
ている。住居内にピツトが 9基確認されたが、すべて深さが 10～ 30cmの浅いピットである。

住居内堆積土は黒色シルト上の①層と、硬くしまる貼床層の② o③層である。②層の硬度は表面

24mm(10kg/c」 )、 断面 24.6mm(10kg/cぶ )、 厚さは約 5cmである。
出土遺物は山ノロ I式土器の甕 (穐口9)と磨製石鏃鱒礫7)があり、この 2点は床面からの出土である。
YSA,(図 駿7)
YSAOは長軸約 3.5m、 短車曲約 2.6rllの隅丸方形プランで、検出面からの深さは約 34cmである。

住居では7基のピットが確認された。このうち東西端に位置する2基のピットが主柱穴と思われる。

この主柱穴の掘り形は、住居の中心に対して住居の外方へ掘られていることから、柱をやや内側に傾

斜させて建っていたと思われる。

住居内堆積土は後代の植物などによる基本土層 5層の撹舌Lである①層と、黒色シル ト土の②層、

硬くしまる貼床層の③ o④層、その下に部分的に堆積する黒色シルト上の⑤層に分かれる。③層と④

層は霧島御池軽石の含み具合から細分でき、③層の硬度は表面 27.6鯛In(20kg/cぶ )、 断面 22.6mm

(8kg/c」 )、 厚さ約 4crn、 ④層の硬度は断面 27mm(20kg/cぶ )、 厚さ約 10cmで、この層によって

床面を平坦に仕上げている。この貼床層は、御池軽石の含有量が多く、硬くしまっていたため土層断

面上で上層との境が明瞭であった。

出土遺物は甕や波状文を持つ壷などが出上しており、そのうち土器 (19磁 鶴 1940運 3鶴)は床面か
らの出土である。

YSA環⑥ (M避3)

YSA¶ 0は長軸約 4.6m、 短軸約 2.6mの長方形プランで、検出面からの深さは約 15cmである。東
辺と西辺の壁のラインがやや住居の内側に入り込み、東西方向がくびれた形になっている。

住居中央に深さ約 25crnの主柱穴があり、このピット東側上半部には底面から約 1 0clnの高さに

段を持つ。それ以外にいくつかのピットを確認した。南側のビットの底には土器 (嗜 51)が入っていた。

住居内堆積土は植物などによる 5層の撹乱である①層と、上層の黒色シルト土の②層、硬くしま

る貼床層の③層に分けられる。③層の硬度は表面 23.5mm(10kg/cぶ )、 断面 24.5mm(10kg/c」)で、

厚さは約 4cmと、調査段階から他の住居に比べて貼床は硬くしまってはいなかった。
遺物は住居検出の段階からlTl土 しており、床面直上からも出土した。主柱穴の上面から山ノロ式や

中溝式などの土器がまとまって出土しており、その土器の東半分を囲むように炭化材が放射状に出土

した。また、②層からの出土で剥片石器、磨石 0敲石、軽石加工品が出土している。

WSA嗜 Ⅷ (M駿9)

YSAllは北部と南東部を中世の遺構 (5夕齢SCm)に、南西部を弥生時代の上坑 (WS(3)に切られる。

花弁状住居であるが、平面プランは西側が方形状を里し、その他の部分は円形を基調としているよう

にも見えるため、不整形といわざるを得ない形態である。現状では長軸約 6.9m以上、短車由約 5.7mで、

検出面からの深さは約 42cmで ある。いわゆる間仕切りの土壁が 3ケ所に確認され、北東部の突出
壁付近には壁に沿ってわずかな段差がみられた。また住居の夕ヽ周に沿って、中央より 10～ 15cmほ

ど高くなってベッド状遺構を形成する。

住居内施設としては中央に楕円形の浅い土坑 (長軸 1.32m、 短軸 0.8m、 深さ約 35cm)があり、土
坑内の北側はさらに落ち込んで、中心部は東西に細長くなっている。その他に北面の壁側にピットを

持つ浅い土坑 (3夕2)に切られるため全容不明、深さ約 10cm)や、南側のベッド状遺構に沿って掘ら

れた溝状の浅い土坑 (深さ約 10cm)が 1基ずつ確認された。ピットは 27基確認され、そのうちベッ

ド状遺構の立ち上がり付近にある、中央土坑よりやや北に位置する2基のビットが主柱穴と思われる。

両ピット下部の直径は 20～ 25cm、 床面からの深さは 55～ 65cllnである。両ピットの掘り形の上半

-44-



YSA6

て」」
Ａ

B

- 152m

B

-152m

152111

①:黒色シルト土(黄色軽石を含む)… 5層

②:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒褐色微砂質シルト土(黄色軽石を含む)
④:黒色微砂質シルト土(黄色軽石を含む。やや硬くしまる)…貼床

⑤:黒色微砂質シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)…貼床

⑥:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む。やや硬くしまる)

①:黒色シルト土(黄色軽石を含む)

②:黒色シルト土(黄色軽石を含む。①より硬くしまる)

③:黒色微砂質シルト土(黄色軽石を含む)

④:霧島御池軽石
⑤:黄色軽石を主体とし、黒色シルト土を少量含む(硬くしまる)・ 貼̈床

⑥:黒褐色微砂質シルト土(黄色軽石を含む・やや硬くしまる)…貼床

⑦:黒褐色微砂質シルト土(黄色軽石のブロックを含む。やや硬くしまる)

YSA9

と
」
ｃ

A B
一-152m

①:黒色微砂質シルト土(黄色軽石を含む)

②:黒色微砂質シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)

③:黒色微砂質シルト土(黄色軽石を含む。やや硬くしまる)

1521m

D
―-152m

4m ①:黒色粘質シルト土=5層 ③:黒褐色砂質シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)…貼床

②:黒色微砂質シルト土(黄色軽石を含む)④ :黒色微砂質シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)…貼床
⑤:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

図2ア 竪穴饉層跡 YSA6070 80 9実漫J図

。
③ ＼＼
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部は広がっており、段が認められることから、住居廃絶後に柱を抜き取ったのではないかと考えられる。

住居内堆横土は後代の植物などによる撹乱である①層と、黒色シルト上の② o③層、硬くしまる貼

床層の④層、その下部に堆積する⑤・⑥層に分けられる。このうち②層は住居全体を覆うように堆積

しており、東側の主柱穴内にも同じく堆積していた。貼床である④層の硬度は表面 29.5mrn(40kg/

cぶ )、 断面 27.6mm(30kg/c」)と、比較的硬くしまっており、5mm程度の粒子のそろった霧島御
池軽石 (精選された軽石層)が堆積している。厚さは 8～ 13cmで、住居の中央部で厚く堆積している。

それに対して⑤ o⑥層は黒色シルト土で、住居の掘削後、貼床の④層を貼る前段 ll・OLにのせた土と思わ

れる。このことから、住居掘削後、精選してない土 (⑤ O⑥層)を入れ、その上に精選された軽石層 (④

層)をのせて床として使用したと思われる。また、この④層の質感は砂質であることから、硬度を上

げるため、意図的に軽石と砂を混ぜた可能性もある。

土器は主に②層から出上し、床面からも甕の底部が出土している (霧鱚 0理 |口 )。 東側のベッド状遺

構では土器片がある程度まとまって出土した。石器は磨製石鏃が 2点、剥片石器が 1点出土している。

そのうち磨製石鏃憫13)は中央土坑内から、剥片石器僻65)は中央土坑近くの床面から出土している。

YSAl跛 (M SO)

YSA環 2は北側を中世の溝 (5夕2)|こ切られているため全容は不明である。東側から南側にかけては

円形プランを呈するが、西側の 2ケ所が若干張り出しているため、不整形なプランである。現状で

の長軸は約 7.Omで、検出面からの深さは約 25cmで ある。住居の外周に沿って中央より5～ 10cm

ほど高くなり、ベッド状遺構を形成する。そのベッド状遺構の中の南西側、中央土坑寄りでもう一段

階低い段差を形成している。

住居内施設としては中央に不整形な浅い土坑 (長軸 1.8m、 短軸 1.4rn、 深さ約 10cm)があり、こ

の上坑の南側は南東方向に細長く溝状に延びている。その他に中央土坑の北東に浅いピットを持つ楕

円形の土坑 (長軸 0.75m、 短軸 0.55m、 深さ約 30cm)が 1基ある。ピットは 30基近くが確認され、

そのうち中央土坑の南側にある 2基のピットが主柱穴と思われる。この主柱穴の上部にはそれぞれ

甕と壷が埋納されていた。西側の主柱穴は下部の直径が25cm、 床面からの深さは約60cmである。ピッ

トの上半部、東側は大きく広がって段差が生じており、そこより甕の口縁部から胴部下半までの約 3

分の 1の破片 (中溝式 ¶鶴導他)が内面を上に向けて埋納されていた。また東側の主柱穴も下部の直
径が 30cm、 床面からの深さが 80clnで、ピットの上半部、北西側が大きく広がり、そこから壺の胴

部下半から底部を打ち欠いた上半分 (瀬戸内系 158他)が埋納されていた。このことから両者とも

住居廃絶後に柱を抜き取った後、半分に打ち欠いた甕と壼をそれぞれ埋納したものと考えられる。ま

た住居の床には貼床が形成されているが、住居の北側はしっかり締められているのに対して、南側は

北側より硬く締まってはなかった。

住居内堆積土は黒色シルト上の①層、硬くしまる貼床層の④ O⑫層、中央土坑に堆積する② o③ 0

⑤ O⑥ o⑦層、ビット内に堆積する③ O⑨ O⑩ o①層に分けられる。貼床である④層の硬度は表面

25mm(15kg/c」 )、 断面 25mm(15kg/c」 )、 厚さは約 6crn、 ⑫層の硬度は表面が 25.3mm(15kg/

cぶ)で厚さは約 8cmである。どちらも硬くしまっているが、④層は霧島御池軽石が主体の層で、⑫
層は黒色シルトが主体の層である。また④層は⑫層に比べて、一度掘削した中央土坑を覆うように堆

積している。このことから、⑫層の段階では、中央土坑を大きい状態で使用して、④層の段階では中

央土坑を⑤・⑥層で埋め戻して土坑を小さくして使用した可能性がある。埋め戻された⑤ O⑥層は黒

色シルト土の層で、⑥層はやや硬くしまっていた。

遺物はおもに中央土坑付近で床面 (④層)か ら数 crn浮いたレベルで①層から出土した。主柱穴か

ら出土した中溝式土器甕 0瀬戸内系の壷の残りの破片は住居内に散舌Lしており、接合したところ、甕

は底部まで復元できたが、壺の胴部下半は見つからなかった。石器は磨製石鏃片 (4はア)が 1点、壷
が埋納されていた東の主柱穴際の床面から出土した。また砥石 (饉19)は上層からの出上である。

WSh鵞 3(M跛3)
y妙ÅⅧ3は長軸 3.9m、 短軸 3.2mの隅丸方形プランの住居で、検出面からの深さは約 15cmである。

住居の南壁際に浅い土坑 (長軸約 1.15m、 短軸約 0.85m、 深さ約 20cm)が 1基確認され、その土
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YSA弩 ◎

土器 151

妙∞00

い
い
い
０
３

3

-1519m

①:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

②:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を①より含む)

③:黒色微砂質シルト土(黄色軽石を含む。やや硬くしまる)…貼床

YSA嗜 4

①:黒色粘質シルト土(黄色軽石を含む)… 5層

②:黄色軽石のブロック

③:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

④:黒色シルト土(黄色軽石を含む。やや硬くしまる)

⑤:lcm以下の黄色軽石・ルーズ

⑥:黒色シルト土(黄色軽石を含む。やや硬い)

⑦:黒色シルト土(粗い黄色軽石を含む)

③:黒褐色微砂質シルト土(黄色軽石を含む)

⑨:黒色微砂質シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)…貼床

B

-1518m

1518m

①:黒色シルト土(黄色軽石を含む)

②:黒色シルト土(黄色軽石を含む。①より明るい)

③:黒色微砂質シルト土(黄色軽石を含む。やや硬くしまる)…貼床

o        1        2        3       4m
l  l  1  1

図28 竪穴催層跡 YSA10・ 13・ 14実渦J図

YSAl⊇

0
ー

YSA19
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坑内には深さ約 10cm程度の浅いピットが 2基、東側の立ち上がりにも 1基伴っていた。その他に

住居全体で 10基のビットを確認した。そのうち、住居の長軸方向にある壁際の 2基のピットが主柱

穴と思われる。両者ともピット下部の径は 25～ 30cm、 床面からの深さは約 60cmで、YSA'と 同

様に主柱穴の掘り方が垂直方向ではなく住居の中心に対して外方にむけて掘られている。西倶Jのビッ

トは東上半部が大きく広がっており、住居廃絶後に柱を抜き取った跡ではないかと考えられる。また

このビットのすぐ東には、同じように外方に向けて掘られたピットがもう 1基あることから、主柱

穴を掘りなおした可能性がある。

住居内堆積土は、基本土層 5層による植物等の撹乱層である①層と、霧島御池軽石のブロックで

ある②層、黒色系シルトの③ O③層、ビット内にのみ堆積する④ O⑤・⑥ o⑦層、貼床層である⑨層

に分けられる。ピット内に堆積する⑥層は黒色シルト土で、粒子の粗い軽石を含んでいた。また⑤層

は霧島御池軽石の二次堆積で、ルーズである。貼床の⑨層の硬度は表面 23.6rnrn(10kg/c」 )、 断面

26.6mm(20kg/c」)で、厚さは約 5cmである。
遺物は住居のおもに南側から出土し、③層や床面から出土した。土器は入来Ⅱ式・山ノロ I式に該

当する。剥片石器 1点は上層からの出上である。

YSA14 (1圏 盟8)

YSA14は時期決定の材料に欠けるが、一応中期とした。東側を YSA嗜 璽に切られているが、直径約
2.5mの 円形プランのきわめて小規模な住居であったと考えられる。検出面からの深さは約 30crnで、

住居内では 4基のビットが確認された。このうち南北方向に位置する 2基のビットが主柱穴と思わ

れる。南側のピットは径約 30cm、 床面からの深さが約 30cm、 北側のピットは径約 20cm、 深さ約

30cmで、ピットの東側が若干広がっている。
住居内堆積土は植物などの撹乱層である①層、黒色シルトの②層、貼床層である③層に分けられる。

東側にあるYSA域 の埋土とは、黒色シルトの明るさや霧島御池軽石の含み具合から分けることができ

た。貼床である④層の硬度は表面 26.3mm(20kg/c」 )、 断面 24mm(10kg/c」 )、厚さが約 8cmである。
YSA15(図 3理 )
YSA弩 5は北側を現代の道路によって削平されているが、直径約 7.Omの円形プランの住居で、検出

面からの深さは約 45cmである。いわゆる間仕切りの土壁が南西部に 1ケ所だけ確認された。住居の

外周に沿って帯状に幅 0.8～ 2.4mで中央の床面より約 7～ 15cm高 くなり、ベッド状遺構を形成する。

住居内施設としては、ベッド状遺構で囲まれた内側のやや南寄りに楕円形の中央土坑 (長軸 1.15m、

短軸 0.95rrl、 深さ約 20cOと、北西部の職際に不整形な土坑 (長軸 0.85m、 短軸 0.6m、 深さ約 10clln)
が 1基確認された。中央の土坑内には 2基のピット (径 15～ 25cm、深さ 30～ 40cm)が掘られており、

そのうち西ピットの掘り形は中央土坑の中心方向に向けて傾いて掘られている。また中央土坑より北側

に位置する2基のピットがこの住居の主柱穴と思われる。東主柱穴は直径 26cm、 深さ60clnである。西

主柱穴の下部の直径は 4欧m、 床面からの深さは 86cmで、ピット上部は広がっている (直径約 50cm)。

両者とも埋土は黒色土で炭化材が含まれていた。また東主柱穴のすぐ北には深さ 30cmの、同じく炭化

材を埋土に含むピットがあった。そのほかに黒色シルト土の堆積した 15基のピットを確認した。また、

突出壁から住居中央への延長部分では、ベッド状遺構の立ち上がりがほかの部分に比べてやや緩やかな

スロープ状となっており、ここをベッド状遺構への上がり回として使用していた可育旨性がある。

住居内堆積土は中世の遺構や植物などによる撹乱である① O③層、黒色シルト上の② O④層、貼床

である⑤層、この貼床の下に堆積する⑥ o⑦・③ O⑨層に分けられる。堆積状況から、住居廃絶後ま

ず④層が住居全体に堆積し、中央の窪地に②層が自然堆積したと思われる。貼床の下に堆積する層の

うち、⑦層は黒色シルト土で、⑥ o③・⑨層は褐色の軽石層である。これはもともと黄色の霧島御池

軽石が、黒色の土と混ざるなどの二次的要因により濁って褐色になったと思われる。中央に堆積する

③層は硬くしまっていた。貼床である⑤層の硬度は表面が 28mm(20kg/cぶ )、厚さは約 6cmである。
遺物は②・④層の住居全体から多く出土した。土器は山ノEII Ⅱ式や中溝式に該当する。そのうち甕

(mⅧ o)ゃ甕 (1,3)は床面からの出土である。石器は上層から粗製剥片石器 1点、剥片 1点、軽石
加工品が 1点出土している。
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YSA穐 環

B
―… 151.8m

151.8m

①:黒色粘土シルト土(黄色軽石を含む)

②:黒色弱粘土シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒褐色微砂質シルト土(黄色軽石を含む。やや軟質)

④:黒褐色微砂質シルト土(粒子のそろった黄色軽石を含む。とても硬くしまる)…
.貼床

⑤:黒色シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)

⑥:黒褐色微砂質シルト土(黄色軽石を含む)

図29 竪穴儘騰跡 YSAll実慣J図

YSA嗜鶴 (I削 3m)

Y5A霧 0は長軸 4.5m、 短軸 3.5m、 検出面からの深さは約 44cmの、楕円形の住居である。住居の

北東部の一部は弥生時代の土坑 (YSCl口)|こ よつて切られている。住居内では 15基のピットが確認

された。このうち住居の長軸方向に並ぶ 3基のピットがこの住居の主柱穴と思われる。北側の主柱穴

は (Yu辟口)と接して検出され、ピット下部の直径が 28cm、 床面からの深さは 85cmで、掘り形の

上部ではわずかな段が確認できる。住居中央の主柱穴は直径が 30cm、 深さが 65cmである。南側の

主柱穴は直径 35cm、 深さは 70cmで、ピットの掘り形が住居中心に対して外方に向けて掘られている。

住居内堆積土は近世の撹舌Lである①層、植物などの撹舌Lと思われる②層、黒色シルトの③
O④ O⑤ 0

島

Ｄ
尋

4m
:      l
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YSA弩 ⊇

く

1517m

①:黒色シルト土(黄色軽石を含む)
②:黒色シルト土(黄色軽石を含む。やや硬い)
③:黒色シルト土(黄色軽石を②より多く含む)
④:黄色軽石を主体とし、黒色土を少量含む(硬くしまる)・…貼床
⑤:黒色微砂質シルト土(黄色軽石を含む)
⑥:黒色微砂質シルト土(黄色軽石を含む。やや硬い)

C

⑦:黒褐色微砂質シルト土(黄色軽石を含む)
③:黒色砂質シルト土(黄色軽石を含む)
⑨:lcm以下の黄色軽石。ルーズ
⑩:黄色1軽石のブロック
①:lcm以下の黄色軽石を主体とし、黒色土を少量含む
⑫:黒色徴砂質シルト土(黄色軽石を含む)…貼床

D
-1517m

0

図30 竪穴儘麗跡 YSA12実濃J図

⑥ o⑦層に分けられる。このうち⑥ o⑦層は住居床面のごく一部分に堆積しているのみである。堆積

状況から、住居廃絶後に⑤ O⑥ O⑦層が堆積し、その後住居中央の窪みに③ o④層が自然堆積したと

思われる。またこの住居は⑤層の直下が硬くしまっていることや、貼床層が断面上に現れていないこ

とから、掘削面である 8層をそのまま床面として使用した可能性がある。⑤層の直下(床面の硬度
は表面が 27mm(20kg/c」)である。
出土遺物は検出の段階から散見され、ほとんどが上層からの出土である。おもに住居中央に分布し、

絡縄突帯を持つ甕 (躾膠7)|まある程度まとまって出土した。石器は磨製石鏃が 4点、剥片石器が 5点、
磨石 。敲石が 2点、砥石 1点、打製石斧 1点の 13点が出土した。そのうちの流紋岩製剥片 1点が
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①:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)… 5層の遺構

②:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

④:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

⑤:黄色軽石を主体とし、黒色シルトを少量含む(硬くしまる)…貼床
o        1        2        3       4m
i  :  l  l  l  l  !  1  1

図31 回穴儘屡跡 YSA15実測図

YSA¶ 鶴床面出土の打製石鏃 (未製品か)と接合している。すべて上層からの出土である。

WttAⅧ 7優 WSAu穐 (IR 38)

y5k穐 ァと w妙ÅMは 切り合いFll係 にある。調査段階では方形の住居が 2軒重なっているように見え
たが、調査を進めると、γ赳ÅⅧアが方形プランの住居で、WShNは張り出しを持つ不整形プランの住
居であると思われ、γ妙贔弩アが W献Å鋏Ⅷを切っている。2軒の住居の重なり部分には事前調査のための

トレンチが入っている。

⑥:褐色軽石と黒褐色シルト土の混合層

⑦:黒褐色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

③:褐色軽石層(硬くしまる)

⑨:褐色軽石を主体とし、黒褐色シルト土を少量含む(硬くしまる)
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WSA¶ フは長軸 5.lm、 短軸 4.3mの方形プランで、検出面からの深さは約 1 5crnで ある。住居の外

周に沿って幅約 1.2mのベッド状遺構が全周に形成されていたと思われるが、 トレンチのため北側で
は確認できなかった。南壁際には約 1.7rn× 1.71n、 深さ約 10cmの方形の上坑があり、この土坑内
には直径約 30cm、 深さ約 50cmの ピットが 2基掘られている。主柱穴は住居の中心にある2基のピッ

トで、この住居の棟軸は東両方向と思われる。東の主柱穴はピットの下部の直径が 25cm、 深さが

75cmで あり、ピットの東上半部が大きく広がって段差を生じている。西側の主柱穴はピット下部の

直径は 23cm、 深さは約 80crnである。ピットの形状から複数のピットの切り合いであり、後述する

が、そのうちの 1基は YSAmlの主柱穴に該当すると思われる。
YsAu¶ は YsA17に切られるため全容は不明であるが、北側と西側に張り出しを持つ不整形プラン

の住居で、検出面からの深さは約 1 8crnと浅めである。確認できた主柱穴は 2基で、YSA"の棟軸
は北西～南東方向である。そのうちの南東にある 1基は YSA¶ アの主柱穴によって切られている。両

ピットとも床面からの深さは約 40cmで ある。

住居内堆積土は植物などの撹舌Lと思われる① O② o③層、中世の遺構の④層、YSAⅧ アの埋上である⑤・

⑥層、YSA嗣 の埋土の⑦ O③層に分けられる。YSA17の貼床層は⑥層で、硬度は表面が 23.3mm(10kg/

c」 )、 厚さは約 6cmである。YSA懲¶の貼床層は③層と思われるが、硬度は表面が 20mm(6kg/c」 )
と数値は高くなった。

出土遺物は少ないが、YSAtt Pか らは中溝式土器の甕 (盆69)が床面から出土しており、YSA芝弩か
らは山ノロⅡ式土器の甕 (339)が床面より数 cm浮いたレベルで出土した。
YSA¶ 8(MS遊 )
YSA18は長軸 5.5m、 短軸 4。 lmの隅丸方形状プランの花弁状住居であるが、北東部のコーナーに、
検lTl面からの深さ約 15cmの張り出し状の浅い土坑を持つため不整形なプランとなっている。検出面
からの深さは約 44cmである。西側と南東部に突出壁を持ち、南西部にもわずかではあるが突出部分
が確認され、合計 3基の突 ll「l壁を持つ。この南東部の突出壁の周りでは、比較的形のしっかりした

炭化材が床面より約 10cm浮いた状態で、住居中央にむかって放射状に出上している。この炭化材を

樹種同定した結果、ムクロジであると判明している。また放射性炭素年代測定の結果、2240± 60

年 BP(lσ :BC390～ 200年)という数値が得られている。南西部の張り出しの南コーナーにはテ
ラス状の段差がみられ、そのテラスの下には 2基のピットが確認された。北西から南西にかけての

張り出した空間は住居中央より5～ 10cmほ ど高くなってベッド状遺構を形成する。

住居内施設としては 3基の土坑が確認された。住居中央の方形の土坑 (長軸約 2m、 短軸 1.6rn、

深さ約 10cm)と 、中央土坑の西側、張り出しの基部に溝状の上坑 (深さ約 15cm)と 、住居北東壁

際の楕円形の土坑 (短軸 0。 65m、 深さ約 1 0crn)である。中央土坑の北西隅では床面より数 cm浮い

たレベルで炭化材が出土した。現状では、溝状土坑や壁際土坑の性格は不明である。この住居の主

柱穴は中央土坑の東西端にある 2基のピットと思われる。東のビットは下部の直径が 28cm、 深さは

55crn、 西のピットは下部の直径が 35cm、 深さが 60cmであり、両者ともピットの上半部で段が認
められた。両主柱穴の土層断面は、ピットの掘り形の両脇に硬くしまる軽石混じりの黒色土が認めら

れた。これは柱を埋め立てた際につきじめられた柱周囲の埋め土であると考えられ、その内側には軟

質でルーズな黒色土が観察された。これはおそらく柱が腐った痕跡だと考えられ、その柱部分を取り

まく様に貼床がしきつめられていた。このことから、東側の主柱穴に関しては住居廃絶後に柱を抜き

取らなかった可能性が高い。その他にピットが 12基確認された。

住居内堆積土は植物などの撹乱と思われる①層、黒色シルト上の② o③・④ O⑤ O⑥ O⑦層、貼床

層である③層、土坑内に堆積する⑨層に分けられる。住居廃絶後④・⑤ O⑥ o⑦層が全体に堆積し、

住居が完全に埋没しないうちに③層が掘られ (5層期の遺構の可能性がある)、 その後に②層が堆積

したと思われる。このうち⑤層はブロック状に堆積する土で、⑥層は④層とほぼ同じ性質の層である。

④層中には炭化材が含まれており、先に述べた突出壁付近の炭化材と同じレベルからの出土である。

住居廃絶後、⑦層が全体に堆積し、その上に炭化材や土器を含む④層が堆積している。貼床の③層の

表面の硬度は 23mm(10kg/cr)で 、厚さは約 4cmである。また⑨層は壁際土坑内にのみ堆積して
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①:2層 (近世)の撹乱

②:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒色微粘質シルト土(6mm以下の黄色軽石を含む)
④:黒色微粘質シルト土(lcm以下の黄色軽石を含む)
⑤:黒色微粘質シルト土(lcm以下の黄色軽石を含む)
⑥:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

⑦:黒色微粘質シルト土(3mm以下の黄色軽石を含む)

①:黒色微粘質シルト土

②:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒色シルト土(黄色軽石を含む)

④:黒色微粘質シルト土(黄色軽石・炭化物を含む)

⑤:黒色微砂質シルト土(黄色軽石を含む)

⑥:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む。④より硬い)

⑦:黒色微粘質シルト土(⑥より多く黄色軽石を含む)

③:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を多く含む)…貼床

⑨:褐色軽石+黒色シルト土

1527m

図32 竪穴性層跡 YSA16艤 18実測図
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①:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)
②:暗赤褐色シルト土(硬い・鉄分の沈着か)
③:暗褐色シルト土(硬い。鉄分の沈着か)
④:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

⑤:黒色微粘質シルト土(④より多く黄色軽石を含む)
⑥:黒色シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)…YSA17の貼床
⑦:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)
③:黄色軽石十黒褐色土…YSA21の貼床

4m

図33 竪穴住層跡 YSA17・ 21実漫J図

いる霧島御池軽石を主体とする層で、貼床層の下に堆積していることから、土坑を掘削した後、⑨層

で埋め戻して貼床を敷いてから浅い土坑として使用したと思われる。

遺物は住居中央の上層から出土しており、おもに④層からの出土である。甕の出土がほとんどであ

るが、突帯を持つ壺の頸部 (跛73)や鉢 (駿77熾 馘馘9)も出土している。このうち床面からの出土遺物
は 懺65)のみである。石器は鋸歯状の刃部を有する打製石鏃 饉謬0)が 1点、石包丁の破片を転用
した磨製石鏃が 1点、流紋岩製打製石鏃 (未製品か)が 1点、軽石加工品が 1点出土している。この
うち 塀80)は住居北西部の張り出しの床面から、打製石鏃 (未製品か)も床面からの出上で、他の

2点は上層からの出土である。また打製石鏃 (未製品か)は YuÅⅧり上層出土の剥片と接合している。
W肋冬霧9 (選吻3T)
ySAⅧりは長軸 6.5m、 短車由5.2mの隅丸方形状のプランで、検出面からの深さは約 70cmで ある。住

居北西部の一部を除いて、幅 50～ 90cmのベッド状遺構が中央より約 20～ 30cmほ ど高くなって形

成されている。またベッド状遺構に囲まれた内側の南東コーナーではテラス状の段差になっており、ベッ

ド状遺構からテラスにかけて床面が硬化していた。これは出入り口遺構と考えられる。住居の中央に長
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526m a量畳翼鞄詈じ彬准橿量糧薯[魯器
…5層鑓構

④:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

⑤:黒色微砂質シルト(黄色軽石を含む)

⑥:黒色微砂質シルト土(⑤より多く黄色軽石を含む)

⑦:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

③:黄色軽石(薄く堆積)

⑨:黒褐色弱砂質シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)…貼床

⑩:黄色軽石(薄く堆積)

①:黒褐色弱粘質シルト土(黄色・赤色軽石や炭化物を含む。軟質)

1             2            3            4m

図34 竪穴僅層跡 YSA19実測図

方形状の中央土坑 (長軸 2.4m、短軸 1.05m、深さ約 15cm)が 1基、その北西に楕円形の土坑 (長軸 0.8m、

短軸 0.6m、 深さ約 10cm)が 1基確認された。中央土坑の北側、東西方向に 2基並ぶピットがこの住

居の主柱穴と思われる。東の主柱穴はピット下部の直径が 35cm、 深さが 60cmである。ピットの南側

と北側には底から20crnの ところに段を持つことから、ピットを掘りなおした可育旨性もある。また上層

断面を観察したところ、直径約 20cmの柱痕跡が確認された。西の主柱穴はピット下部の直径が 35cm、

深さが約 45cmで、底から 15cmのところに段が確認された。その他に 8基のピットが確認された。

住居内堆積土は、植物による撹舌Lや中世の遺構と思われる①o②層、黒色シルト土の③ o④・⑤O⑥・⑦層、

黄色軽石の③層 。⑩層、貼床の⑨層、中央土坑内に堆積する⑪層に分けられる。③ o④ O⑤ 苺⑥ O⑦層

は黒色シルトの明るさや質感、軽石の含み具合よって細分した。⑤層は住居南倶Jに、⑦層は中央土坑の

上に堆積した層である。中央土坑のみに堆積する①層は、黒色系のシルト上ではあるが、赤橙色化した

軽石や赤色化粒子、および炭化物を多く含んでいるなどの火熱を受けた痕跡が見られ、質感は柔らかかっ

た。その上に霧島御池軽石の二次堆積である③ e⑩層が薄く堆積している。貼床の⑨層の硬度は表面が

24rrm(10kg/cぶ)で、厚さは約 8cmである。この⑨層の黒色系シルト上の質感が砂質であることから、

硬度を上げるために軽石と砂を混ぜ合わせた可育旨性がある。

出土遺物はおもに上層である④ o⑥層から出土した。出土土器は山ノロ式や中溝式に該当する。石器
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は磨製石鏃が 4点、石鏃未製品が 14点、砥石が 3点、磨石・敲石が 2点、石皿片が 1点出土している。

そのうち石鏃未製品である (轟98)は床面から、鶴86)は中央土坑内から出上している。また出入り口

遺構と考えられるテラスの床面からは石鏃未製品である (聾880媚890蝶 9量 鬱礫950蝶950300030嗜 )の
7点が重なって出土した。大形砥石 (30蝶 )、 砥石 (303)は中央土坑の西側で、床面より約 10cm浮い

たレベルで出上している。

YSA量0(M35)
YSA盆③は円形プランの住居と花弁状住居の切り合いである。調査当初は花弁状住居のみと思われ

たが、この花弁状住居の床面をはずしたところ、さらにその下層からそれ以前段階の円形の落ち込み

が確認され、床面と主柱穴を伴うことから住居と認識された。土層断面の観察の結果、上層の花弁状

住居が下層の円形住居を切る事が判明した。

YSA20の新段階の住居は長軸 5。 7m、 短軸 3.44mの花弁状住居で、検 lTJ面からの深さは約 20cm

である。突出壁を 3つ持ち、北側以外に 4つの空間を作り出している。南東部の張り出しは検出面

と変わらないレベルのため、突出厳の部分が途切れてしまっているが、かろうじて南壁の一部が検出

された。またこの張り出し部および北側は中央より 10cmほ ど高くなってベッド状遺構を形成する。

この住居の主柱穴は中央部で 2基確認された。東の主柱穴は直径が 30cm、 深さが 65crnで、土層断

面をみると、下層の円形住居の床面を突き抜けて掘られている。ピット内には軟らかい黒色シルト土

が認められたが、これは柱の腐った跡だと考えられる。またピット掘り形の上部では、貼床の層が柱

痕の周りを取り巻くように堆積していた。西の主柱穴は直径が 40cm、 深さが約 80cmで、土層断面
には表れなかったが、東の主柱穴と同様に貼床層が柱痕の周りを取り巻いて堆積していた。

住居内堆積土は植物などの撹舌Lと思われる① O⑤層、黒色シルト土の② o③層、ピット内に堆積す

る④層、貼床の⑥層、貼床の下に堆積する⑦ o③層に分けられる。② o③層は明るさと質感、霧島御

池軽石とみられる軽石粒の含み具合によって分けられた。④層はピットのみに堆積する層で、② o③

層と同様の黒色シルト土を基調とする層である。貼床である⑥層の硬度は、表面が 27mm(20kg/c」 )

で、厚さが約 7cmである。
出土遺物は住居中央の② o③層から床面より数 cln浮いたレベルで出土した。土器は山ノ闘 I式や

中溝式に該当する。石器は床面から石皿が 1点、上層から砥石が 1点、軽石加工品が 2点出土している。

YSA盆③の宙い段階の住居は長軸 3.05rn、 短軸 2.3rnの 円形プランの住居で、検出面からの深さは

約 50cmである。住居内では 9基のピットが確認され、そのうち、長軸方向 (北東～南西)に位置
する 3基がこの住居の主柱穴と思われる。北東の主柱穴はピット下部の直径が 15cm、 床面からの深

さが約 18cmで、ピット上半部がややいびつに広がっている。南西の主柱穴はピット下部の直径が

20cm、 床面からの深さが約 30crnである。中央のピットは床面からの深さが約 8cmと浅めであるこ

とから、棟木を軽く支える程度の柱であったと思われる。

住居内堆積土は黒色シルトの⑨ O⑩層、貼床の⑪層である。⑨ O⑩層は明るさと質感、霧島御池軽

石の含み具合によって分けられ、⑩層は住居の東壁際にのみ堆積する層である。貼床である⑪層の硬

度は表面が 23.5mm(10kg/cぶ)で、厚さが約 3cmである。堆積状況を見ると、Y肋Å20の古い段階
である円形住居が廃絶後完全に埋まってから、あらたに花弁状住居を掘っているようである。その際、

円形住層と、花弁状住居の中央部の落ち込みは若干のズレがある。

出土遺物は少なく、入来Ⅱ式土器甕 (3m纏)が⑨層から出上した。
wsAu駿 (M85)
ySAu量 は長軸 2.65m、 短軸 2.3mの 円形プラン (北側から東側は隅丸方形状でもある)の住居で、
検出面からの深さは約 25cmである。住居の北側や主柱穴の一部は中世の遺構によって壊されている。

北側の壁より約 50cm内側で、床面より約 10cm高 くなって段差を形成している。ttLTlされたピット

は中央に 1基のみで、これが住居の主柱穴と思われる。このピットの床面からの深さは約 45cmである。

住居内堆積土は植物などの撹乱と思われる①・②層と、黒色シルトの③ ②④ o⑤層に分けられる。

このうち貼床は④層で、⑤層は住居掘削後、貼床を敷く前にのせた層と思われる。土層断面では⑤

層に比べて④層には霧島御池軽石が多量に含まれていた。貼床である④層の硬度は表面が 24.8mm
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①:黒褐色シルト土

②:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

④:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を③より少なく含む)

⑤:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

⑥:黒色シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)・…貼床

⑦:黒色シルト土

③:黄色軽石+褐灰色シルト土
⑨:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

⑩:黒色微砂質シルト土(黄色軽石を含む)

①:黒褐色シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)…貼床

YSA俄 ③ 儲 彗 )※ YSA20(新 )の下部で検出

①:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

②:黒色弱粘質シルト土(①より多く黄色軽石を含む)

③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

152.6m

153.5m

④:黒色シルト土(黄色軽石を含む)・ 貼̈床

⑤:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

1

|  :  l  l  l  〕  1  1  1

図35 竪穴儘層跡 YSA20 0 2Й 実測図
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(10kg/c」 )、 厚さが約 6cmである。

出土遺物は少なく、絡縄突帯を持つ甕 (340)が③層からの出土である。また土製品 1点が上層か

ら出土している。

YuÅ2o(M86)
ySAuSは長軸約7m、 短軸 5.5mの方形を基調とするプランだが、東辺の一部に幅 1.6m、奥行き0.9rn

の張り出しを持っているため、やや不整形なプランとなっている。検出面からの深さは約 50cmで、

西辺の一ケ所にのみ突出壁が確認された。

住居の夕ヽ周に沿って、帯状に幅 lm～ 1.5mが約 5cm高 くなり、ベッド状遺構を形成する。また
北壁から西壁の突出壁まではこのベッド状遺構より外側で、幅 0.2～ 0.8rn、 高さ約 15cmの もう一

つのベッド状遺構を形成している。住居南東コーナーにはほに沿って溝状の土坑 (長軸 1.7m、 短軸

0.5m、深さ約 10cm)が伴っている。ベッド状遺構で囲まれた方形の内側では、北西壁から西壁に沿っ

て溝状の土坑 (幅約 25cm、 深さ約 7cm)と、中央よりやや南寄りにピット2基を伴う楕円形の中
央土坑 (長軸 1.3m、 短軸 0。9m、 深さ約 10～ 20crn)と 、南東で楕円形の上坑 (長軸 0.85m、 短軸

0.65m、 深さ約 5cm)がそれぞれ 1基ずつ確認された。中央土坑内の 2基のピットは土坑底面から
深さ約 30cmで、西のピットは南上半部で段差を生じている。またこの土坑の中央部はさらに 10cm
ほど深くなってすり鉢状に落ち込んでいる。ベッド状遺構で囲まれた内側の東西端に位置する 2基

の円形ピットがこの住居の主柱穴と思われ、東側のビットが直径 40cm、 深さ 75cm、 西側のピット

が直径約 50cm、 深さ 73crrlで、粒子の粗い霧島御池軽石を含む黒色シルト土が埋土であった。

住居内堆積土は、植物などの撹舌Lや、中世の遺構と思われる① o② o③層、黒色シルト土の④・⑤層、

貼床の⑥層、貼床の下に堆積する⑦層に分層できる。④ O⑤層が住居の埋土のほとんどを占め、質感や

霧島御池軽石の含み具合から分けることができた。住居貼床の直上に堆積する⑤層からは多量の上器が

出土しており、接合し完形に復元できるものも少なくない。貼床である⑥層は、黄色軽石を主体とする

層で表面の硬度が 32mm(501tg/c」)で、厚さが約 7cmである。土層断面上では堆積がやや不明瞭であっ

た。⑦層は黒色系シルト土で中央の貼床の下にわずかに堆積している。またこの住層の床材推定のため、

埋土 (⑤層)および貼床 (⑥層)。 床面直下 (⑦層)で植物珪酸体分析を行なったところ、⑥層のみイ
ネが検出された。このことから、床面にはイネ藁が敷物など何らかの形で使用された可育旨畦がある。

出土遺物は先にも述べたが、④層および⑤層から多量に出土しており、床面直上からも出上してい

る。遺物の分布としては、東側の主柱穴上部からその南倶Jの楕円系の土坑上までが特に出土が多くみ

られた。土器は入来Ⅱ式 ②山ノロⅡ式 0中溝式に該当する。また上層からの出土で、矢羽根状の線刻

の入った甕の口縁 (373)も 出土している。石器は磨製石鏃や石鏃未製品、砥石、軽石加工品などが

出土し、そのうち磨製石鏃未製品の (蟄 6)は床面からの出土である。
YsAu鶴  (颯凩87)

YSAu鶴 は北側を現代の道路と近世の撹舌Lにより削平されているため全容は不明であるが、東西方

向は 4.3mで、方形もしくは長方形のプランを呈する。検出面からの深さは約 20～ 30cmで、住居

西側は床面が東側より約 10cm高 くなり、ベッド状遺構になっている。検出されたピットは 9基で、
そのうち東西端にある 2基がこの住居の主柱穴と思われる。東のピットは下部の直径が 15cm、 床面

からの深さが 40cmで、ピットの南側は中世のピットに切られている。西のピットは下部の直径が
18cm、 深さが 45cmで ある。

住居内堆積土は近世の撹乱である① o②層と、植物などによる撹乱の③層、黒色シルト土の④・⑤ e⑥

層に分けられる。④・⑤・⑥層は黒色シルト上の質感や霧島御池軽石の含み具合から分けられた。この住

居の貼床層は土層断面上に明確にはあらわれず、⑥層の直下が硬くしまっていた。このことから掘削面で

ある8層をそのまま床面として使用したHT育旨性がある。⑥層直下の硬度は30rrlm(40k8/C」)である。
実測可能な出土遺物は入来Ⅱ式土器の甕の回縁部 (390)で、上層からの出土である。

W妙Å跛P(M37)
y5Åなアは長軸 2.9m、 短軸 2.lmの方形のプランで、検出面からの深さは約 20crnである。検出さ

れたピットは 7基で、そのうち東西端にある 2基がこの住居の主柱穴と思われる。東のビットは直
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①:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)… 5a層の遺構

②:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)… 5b層の遺構

③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

④:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

⑤:黒色微粘質シルト土(④より多く黄色軽石を含む)

⑥:黄色軽石を主体とし、黒色土が少量混ぎる(硬くしまる)…貼床

⑦:黒褐色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

図36 竪穴僅層跡 YSA23実測図

径が 30cm、 床面からの深さが 45clnである。西ピットの主柱穴は直径 25cm、 深さが 35cmである。

住居内堆横土はブロック状に堆積する①層、植物などの撹薔Lと思われる②層、黒色シルト土の③
0

④層、貼床である⑤・⑥層に分けられる。このうち③層は住居全体に堆積しており、④層はピットの

みに堆積した埋上で、硬くしまっていた。貼床の⑤ O⑥層の堆積の上下関係は不llEであるが、黒色

系シルト土の明るさや質感、含有物の違いから細分できた。⑥層の硬度は表面が 22mm(8kg/cぶ )、

厚さが 7crn、 ⑥層の硬度は表面が 20mm(6kg/cぶ )、 厚さが 5cmである。

出土遺物は住居南部の床面から須玖式上器の広口壷の口縁 (39弩 )と砥石 (N跛郎)が接するように

出土している。

W郎Å馘S(M Sy)
y肋影なけは長軸 6.4rn、 短軸 5.2mの円形プランを基調 とした花弁状住居で、検出面からの深さは約

24cmである。いわゆる間仕切 りの土壁が 3ケ所に確認され、これらの突出壁によって 3つの空間が

メは植物珪酸体
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作り出されている。また、東部の壁面において突出壁が存在した可能性もあるが、中世の遺構によっ

て住居の数が破壊されているため不明である。住居中央は周囲よりも一段低く、周囲は約 3～ 7cm
ほど高い不明瞭なベッド状遺構となるが、北西部ではその段差がとらえられない。

住居内施設としては南部の突出壁の延長に橋円形の土坑 (長軸 1.55m、 短軸 0.95m、 深さ約 20cm)

が 1基確認され、土坑内からは礫が出土した。ピットは住居全体で 19基確認され、そのうちの中央

部に位置する 2基がこの住居の主柱穴と思われる。東のビットはピット下部の直径が 30cmで、床面
からの深さは 65cmである。ピットの南東上半部には床面から20crnの深さで段が認められる。また
ピットの上部には床面直上から甕の底部 (囃03)が出土した。西のピットは直径が 35cm、 床面からの

深さが 75cmである。また両ピットの土層を観察したところ、ピットの掘り形の片方、あるいは両脇
に硬くしまる黒色系シルト土や、御池軽石のブロックが認められた。これは柱を埋め立てた際につき

しめられた柱周囲の埋め土であると考えられ、その上部には貼床が堆積していた。また、その内側で

は黒色シルト土の軟質な層が堆横していたが、これはおそらく柱が腐った痕跡であると思われる。

住居内堆積土は、植物などの撹乱や後代の掘り込みと見られる① o②層、黒色シルト土の③ o④ o⑤層、

貼床である⑥ O⑦層、霧島御池軽石の二次堆積である③層に分けられる。このうち⑥層は土坑内に堆積

する層で、④層もこの土坑の北側にのみ堆積する層であることから、住居全体に堆積するのは③層であ

る。また土坑の埋上である⑤層は炭化材を含んでいた。貼床である⑥層は住居中央から土坑内にまで堆

積しており、硬度は表面が 29.5rrm(40kg/cぶ )で、厚さが約 6crnである。⑦層はこの⑥層内にブロッ
ク状に堆積する黒色土で、③層も一部にのみブロック状に堆積する軽石を主体とする層である。

出土遺物は床面直上の遺物は先に述べた甕の底部 (礫03)のみで、他の遺物は床面より数 cm浮い
たレベルで③層から出土した。突帯をもつ壷の胴部 (396)は住居北側の 5層内に持ち上がっており、

住居内出土の底部とは接合はしなかった。また土坑内からは砥石 (526傷 307)が出土した。
YSA芝 9 (I圏 39)

YSA絃つは長軸 5。 9m、 短軸 3.8m、 検出面からの深さは約 50cmである。方形を基調としているが、
北西部と南西部はそれぞれ張り出しており、不整形なプランとなっている。南西部の張り出しの壁の

立ち上がりにはわずかではあるが段差が認められた。住居の外周に沿って、帯状に幅約 lmで、高さ
約 10～ 15cmのベッド状遺構を形成しているが、南側では認められなかった。またベッド状遺構で

囲まれた方形の内側では北東部が 4cmほ ど高くなっているが、南側ではその段差が捉えられなかった。
住居内施設としては、住居のやや南寄りにピットを 1基持つ長方形の上坑 (長軸 0.85m、短軸 0.6m、

深さ約 30cm)と、東償Jに楕円形の土坑 (長軸 0.65m、 短軸 0。 45m、 深さ約 10cm)が 1基ずつ確認
された。この東に位置する土坑の北側にはわずかな落ち込みがみられ、1基のピットと住居中央部に

続く段差を持っている。またこの落ち込み付近の住居の壁は、ゆるやかでスロープ状に立ち上がって

いる。ピットは住居内で 15基確認され、そのうち中央の東西端に位置するピットがこの住居の主柱

穴と思われる。東のピットの下部の直径は 30cmで、床面からの深さは 70cmで ある。ピットの北
東上半部には床面から 1 0crnの深さに段が認められる。西のピットの直径は 30cm、 深さは 65cmで
ある。両ピットの土層を観察してみると、ピット欄り形の片方に硬くしまる黒色系のシルト土が認め

られ、この土は住居の貼床と同じ土層であった。またその内側では軟質な黒色シルトが堆積しており、

おそらくYSA23と 同様、柱をつき圃めた層と、柱が腐った痕跡であると思われる。

住居内堆積土は、植物などによる撹舌Lや後代の掘り込みと思われる① O②層、黒色シルト土の③・

④層、貼床の⑤ o⑦ o③層、貼床の下に堆積する⑥ ②⑨ O⑩ O⑪ o⑫ O⑬層に分けられる。このうち

③層と④層はほぼ同質の層であるが、④層はやや硬化しており、ブロック状に堆積しているため、住

居全体に堆積するのは③層である。貼床の⑤ O⑦ o③層は黒色土の質感や霧島御池軽石の含み具合か

ら細分した。③層の表面の硬度は 25.5rnm(15kg/cぶ )で、厚さは約 12cmである。貼床の下に堆
積する層を観察したところ、貼床の下に黒色土層 (⑥・⑩・⑫層)と霧島御池軽石を主体とする層 (① 0

⑬層)を交互に入れ、版築状に硬化させていた。
出土遺物はほとんどが床面より数 cm浮いた状態で出土したが、亥J目突帯を持つ甕の回縁部 (囃07)
は中央土坑内から出土した。また上層から出上した甕 (405)|ま YttA1 5出上のな5%と接合している。
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A

B
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①:1層 +2層 (撹舌L層 )
②:3層

③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

④:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

⑤:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

⑥:黒色微粘質シルト土(⑤より多く黄色軽石を含む) 0

|

①:黄色軽石のプロック

②:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

④:黒褐色微粘質シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)

⑤:黒色徴粘質シルト土(黄色軽石を含む)…目占床

⑥:黒褐色微砂質シルト土(黄色軽石を含む)…貼床

1        2        3       4m

図37 竪穴住居跡 YSAЙ 6。 27実測図

石器は床面直上から磨製石鏃の素材と思われる剥片 1点が出上した。

YSA30 0 YSA39 (I圏 導0)

YSA30と YSA3つ は切り合い関係にある。調査当初は 2軒の住居だけの切り合いかと思われたが、

調査を進めると2軒の住居の南側を弥生時代の溝 (YSや置)がさらに切つていることが判明した。土

層観察の結果、古い順に YSA39、 YSA30、 YSや駿となった。両住居とも検出面から浅く、床面もほ

ぼ同じレベルのため平面上での区別は困難であった。YSA3③ の土層断面にわずかに残る高まりが、

YSA3'の立ち上がりと思われる。

WSAS③ は方形を基調とした花弁状住居で、東部に 2ケ所の突出壁を持つ。長軸 5.8m、 短軸 4.8mで、

検出面からの深さは約 1 6clnである。住居の中央にピットを持つ不整形な浅い土坑 (長軸 0.911n、 短

軸 0,7rn、 深さ約 10cm)が 1基確認された。住居内にピットは 20基以上確認され、そのうち中央土

坑の北側と、YSやなの北側に位置する 2基を主柱穴とした。上坑の北側のビットは直径が 25cm、 深

さが約 60cmで ある。YSや2近 くのピットは直径が 30cm、 深さが約 80crnで 、ピット東側の上半部

はわずかではあるが広がっている。また住居中央の床面はYSA39よ り若干硬くしまっていた。

WヅA39は、南西部は隅丸方形であるが、北東部は円形であるため不整形なプランである。長軸は

4.6m、 短軸は 3.5m、 検出面からの深さは約 20cmで ある。住居内からは数基のビットが確認され、

そのうち北西と南東に位置する 2基のピットを主柱穴とした。南東のピットは直径 25clln、 床面から

の深さは約 30crnで、北西のピットは直径約 35cm、 深さ約 40crnである。住居床面にしっかりした

硬化はみられなかった。

住居内堆積土は植物などの撹乱や中世の遺構と思われる① o②層、顆鶉なの堆積土である③
o④層、

YuA30の堆積土である⑤・⑥・⑦・③層、ySA3り の堆積土である⑨ o⑩層に分層できる。WttA3⑬ の

埋上である⑤層は黒色シルト土である。WttASOの 貼床である⑥層は霧島御池軽石を主体とする層で、

質感が砂質であることから、硬度を上げるために意図的に軽石と砂を混ぜた可能性がある。⑥層の硬

度は 30mm(40kg/cぶ )で、厚さは 5cmである。貼床の下に堆積する⑦ o③層は黒色系シルト土で、

3
ム

| (J「

シ

-61-



中央土坑や住居北端の一部に堆積する層である。ソ妙A,り の理土⑨層はYuA3oの⑤層と同じ黒色シル

ト土で、質感や霧島御池軽石の含み具合から分けられた。貼床の⑩層は褐色化した霧島御池軽石を主

体とする層で、硬度は 22.5rnrn(10kg/cぶ )、 厚さは約 3cmである。
Y5ASO tt Y5A39の 遺物のほとんどが上層からの出土であるが、埋土自体が薄いため、ほぼ床面に

近いレベルからの出土である。

YSAS③ からは口縁部部に「V」 字状の沈線を持つ壷 (R口)が住居東端の床面から出土している。
石器は磨石 0敲石が 3点出土した。
YSA39の遺物は出土遺物が少なく、実測可能な土器は甕と壺が 1点ずつである。
YSASl(M4穐 )
YttA3理 は長軸 3.4m、 短軸 2.2rn、 検lTI面からの深さは約 8cmの楕円形の住居である。住居内では
5基のピットが確認され、そのうち住居の長軸 (南北)方向に並ぶ 3基のピットが主柱穴と思われる。
南北の住居端に位置するピットは両者とも直径約 30cm、 床面からの深さが約 20crlllである。中央に

位置するピットは、ビット下部の直径が 15cm、 深さが 24cmで、ビット掘り形が北上半部で段を生
じている。

住居内堆積土は黒色系シルト上の① O②層、と、主柱穴に堆積する③層に分かれる。この住居は 7

層に掘り込まれているが、土層断面に貼床の層が確認できないことや、掘り込み面である 7層が硬

くしまっていることから、住居を掘削し、床を貼らずにそのまま 7層を床面として使用した可能性
がある。床面の硬度は表面が 23.5mm(10kg/c」)であった。主柱穴に堆積する③層は霧島御池軽
石を多く含み、硬くしまっていた。

YSA3S(M曇理)
ySA38は東部を近世の遺構によって切られている。現状での長軸は約 6 rn、 短軸は 5.l rlll、 検出面
からの深さは約 45cmで、花弁状住居である。南西部に突出壁を 1ケ所形成し、南倶Jに張り出しを
作り出している。北東部から西部にかけては中央より 10～ 20cm高くなって、幅 0.8～ 1.3rnでベッ
ド状遺構を形成している。

住居中央には長軸 1.9m、 短軸 1.2m、 床面からの深さが約 1 5crnの 土坑が 1基確認された。この

土坑は北部がさらに落ち込んで中に 2基のビットが東西方向に隣接して並んでいる。東のビットは

直径が 25cmで、西のビットはピットの立ち上がりが斜めに大きく広がっており、深さは両者とも
約 55cmである。土坑近くの北倶Jの床面からは焼土が確認された。ピットは 23基確認され、そのう
ち焼土を挟んで東西方向に位置する 2基がこの住居の主柱穴と考えられる。東のピットは直径が約
30crn、 深さが 50cmである。西のピットは直径が約 30crn、 深さが 55cmで、ピット掘り形がやや
北に向かって斜め方向に傾いている。

住居内堆積土は植物などの撹乱や、中世の遺構と思われる① o②層、黒色シルト土の③・⑤ 苺⑥層、

霧島御池軽石のブロックである④層、明褐色土の⑦層、貼床である③層、焼上の⑨層、貼床の下に堆

積する⑩ o①・⑫層、土坑内のピットに堆積する⑬層に分けられる。このうち住居の埋土は③ O⑥ O⑥。

⑦層であるが、⑤ O⑥層は中央土坑内に堆積した層で、⑦層は⑥層に鉄分が沈着したような層で、や

はり中央部にのみ堆積していることから、住居全体に堆積するのは③層である。貼床の③層は表面の

硬度が 26rnm(20kg/cバ )、 厚さが約 7cmで、ベッド状遺構や中央土坑の床面にも堆積が認められた。

貼床の下に堆積する⑩ O⑪ O⑫層は黒色シルト土で、①層の質感は軟らかい。ピット内に堆積する⑬

層は霧島御池軽石を主体とする層で、硬くしまっていた。

出土遺物は少なく、住居北東部である程度まとまって出土した。中溝式上器の甕 (銅 7)が東の主
柱穴の近くの床面直上から、またその他の甕の口縁部も北東部のベッド状遺構から出土した。

YuÅ3蝶 (量M4理 )

YuA34は長軸 4.lm、 短軸 3.lmで、楕円形ではあるが、西辺が 2ケ所外側に膨らんでおり不整形
なプランを塁する。検出面からの深さは約 15cmである。

住居内施設としては南壁に接して楕円形の土坑 (長軸 1.2m、 短軸 0.6m、 深さ約 1 0crn)が 1基

確認された。土坑内は中央がさらに 1 0crnほ ど落ち込んでいる。ピットは全体で 7基確認されてお
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①:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)
②:黒色シルト土(黄色軽石を含む)
③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)
④:黒色シルト土(黄色軽石を含む)

⑤:黒色微粘質シルト土(黄色軽石・炭化材を含む)
⑥:黄色軽石を主体とし、黒色土を含む(硬くしまる)…貼床
⑦:黒色土のプロック…貼床
③:黄色軽石を主体とし、黒色褐土を含む

0 4m
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図38 竪穴性層跡 YSA28実測図

り、このうち住居の長軸方向に位置する 3基のピットが主柱穴と思われる。東と西の主柱穴は直径

約 30cm、 深さが約 45crnと ほぼ同じ大きさである。中央の主柱穴は直径が 25cm、 深さが 30crnと

やや東西のピットに比べて小規模である。また住居中央より業部は床面がしつかり硬化しており、あ

まり硬化していない西部の床面とは顕著な違いがみられた。

住居内堆積土は植物などによる撹乱である① o②層、黒色シルト土の③ o④層、貼床の⑤層、⑤層内

にブロック状に堆積する⑥層に分けられる。住居廃絶後、④層が住居の西部およびピット内にのみ堆積

し、その後③層が住居全体に堆積したと考えられる。先に述べたように住居東部では床の硬化がしっか

りしているため⑤層の堆積が均一で、土層断面でも③層とは明瞭に分層できた。⑤層の硬度は東部では

30mm(401tg/cぶ )、 厚さが約 8cmで、西部では硬度が 23mm(10kg/cJ)で、厚さが約 5cmである。
出土遺物はおもに住居の南部で出土し、軽石製品や磨製石鏃片 (33m)が床面より 1 0crn浮 いた状

態で出土した。

W妙冬15(M鶉口)
y5A35は長軸 2.5m、 短軸 1.6mの長方形プランの住居で、検出面からの深さは約 30cmで ある。

住居の壁の立ち上がりが不明瞭で、中央から緩やかに立ち上がる感じである。住居内でピットが 7

基確認され、そのうちの 2基を主柱穴とした。東のピットは直径が約 25cm、 深さが 40cmで、ピッ
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卜掘り形の上半部がやや広がっている。西のピットは直径 25crn、 深さ 30cmである。

住居内堆積土は植物などの撹乱である① o②層、黒色シルト土の③ o④・⑤層、貼床の⑥
o⑦層に

分けられる。このうち④層は住居内全体に堆積しており、主柱穴内にも堆積していた。⑤
O⑥層は一

部においてブロック状に堆積する土層である。貼床の⑦層は表面の硬度が 27.5mm(30kg/cぼ )、 厚

さが約 15cmである。

出土遺物は少なく、小型甕の国縁部 (42理 )が上層より出土している。

YSA36 (露圏蝶2)

YSA3鶴 は長軸 2.7rn、 短軸 2.3mの隅丸方形プランの住居で、検出面からの深さは約 18cmである。

南業部には土坑状の落ち込みが見られ、中央には浅いピットが確認された。住居内にピットは 5基確

認され、そのうち中央に位置するピットが主柱穴と思われる。直径は約 20cmで、深さが約 30cmで

ある。

住居内堆積土は植物の撹舌Lや後代の遺構である①層と、住居全体に堆積する黒色シルト土の②層、

貼床の③層に分けられる。③層の硬度は表面が 26.3mm(20kg/c」)で、厚さが 4crnである。

出土遺物は少なく、床面より数 cm浮いたレベルで出土している。

YSA37(図 42)
YSA37は長軸 1.9m、 短軸 1.7mの隅丸方形プランの住居で、検出面からの深さは約 26cmである。

住居内に主柱穴や土坑は確認されなかったが、住居の東辺と西辺に溝状の浅い落ち込みが見られ、中

には深さ 5cmほ どの小ピットが確認された。

住居内堆積土は植物などの撹舌Lと思われる① O②層と黒色シルト土の③ O④層、貼床の⑤層に分け

られる。⑤層の硬度は表面が 23.51nm(10kg/cぶ )で、厚さが約 7cmである。

YSA導0(1図 4盪 )

YSA40は一部を中世の遺構に切られるが、直径約 1.9mの円形プランの住居で、検出面からの深さ

は約 18cmである。調査当初は土坑かと思われたが、掘り下げると床面と主柱穴が確認されたため住

居とした。ピットは 3基確認され、そのうちの 2基を主柱穴と認識した。両ピットとも直径 15cm、

深さが 10～ 18cmである。

住居内堆積土は植物などによる撹乱の①層、黒色シルト土の② O③ O④層、貼床の⑤層に分けられ

る。⑤層の硬度は表面が 24.5mm(10kg/c」)で、厚さが約 5cmである。

出土遺物は突帯を持つ甕 (爆27)が住居中央の床面から出土した。

YSA導2(曇図43)

YSA導0は長軸 5。 4m、 短軸 4.4mの長方形のプランで、検出面からの深さは約 20cmである。住居

内施設としては住居南部に直径 lm、 深さ約 35cmの 円形の土坑が 1基確認され、土坑内には東西

に 2基のピットが伴っていた。この土坑内の東ピット下部の直径は約 25cm、 深さは約 20cmで、ピッ

ト南側の上半部に段がみられた。西ピットの欄り形は南北に長くなっており、深さは約 8cmである。

主柱穴は東西端と住居中央に位置する 3基と思われ、この 3基は住居長軸 (東西)方向に並んでいる。

3基とも直径は 25～ 35cmで、深さは東のピットが 55cm、 中央 。西ピットは約 80cmと、東ピッ

トはやや浅めである。また西のビットは掘り形が住居中心に対して住居外方に傾いて掘られている。

その他にピットが 14基確認されたが、すべて住居壁際で検出された。

住居内堆積土は植物などの撹乱と思われる①層、黒色シルト上の②層、貼床である③層に分けられ

る。②層は主柱穴内と住居全体に堆積する層である。③層は住居床面に一定して堆横し、床面を平坦

に仕上げている。微細粒の霧島御池軽石を多量に含むため、調査当時は層全体が自っぽく見えること

から上層の②層とはつきりと区別がついた。硬度は 28mm(30kg/c」 )、 厚さは約 10cmである。

出土土器はおもに②層からの出土であるが、偶31。轟91)は中央土坑から、鶴38)は床面から、惨な9)

は西主柱穴内から出土した。また②層より出上した土器 (囃3T)に付着した炭化物を年代測定したと

ころ、2140± 40年 BP(lσ :BC200～ 115年)と いう数値が得られた。石器は磨製石鏃 1点、

剥片 3点、磨石 0敲石 1点、砥石 1点、軽石加工品 1点が出上している。そのうち砥石 (589)は

床面からの出土である。

-64-



YSA駿 9

D
- 152.5m

①:黒色弱粘質シルト土

②:黒褐色微砂質シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)
④:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む。やや硬くしまる)
⑤:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)… 貼床

o            1            2
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図39 竪穴儘層跡 YSA29実汎J図
YSA43(図 蝶3)
YSAttSは 南側を現代の道路によって削平されているため全容は不明であるが、規模は東西辺 4.7m

を測り、平面プランは残存部から隅丸方形プランと推定される。検出面からの深さは約 25cmで、床

面は平坦である。住居の基本的な構造は WSA蝶なと極めて似通っている。

住居内施設としては、住居南部に長軸 1.lm、 短軸 0.6m、 深さ約 20cmの 楕円形の土坑が 1基

確認された。この上坑内には 2基のピットが伴っており、2基のビットのうち、東のビットは直径

25cm、 西のビットは直径 10cm、 深さは両者とも約 6cmと浅めである。住居全体では 16基のピッ

トが確認され、そのうち東西端と中央に位置する 3基のピットが主柱穴と思われる。東の主柱穴は

直径 25cm、 深さが約 65cm、 西の主柱穴は直径 35cm、 深さ約 85cmで ある。中央のビットは 2基

に比べるとやや小規模 (直径 25cm、 深さ 50cm)である。また東西端のピットの掘り形を観察すると、

住居中心に対して住居外方に傾いて掘られており、住居中心側には段が認められる。西ピットの上部

には入来Ⅱ式甕 (咀 3鶴)が底部を打ち欠いた状態で埋納されていた。また住居北西コーナーでは規模
の同じピット (直径約 30cm、 深さ約 15cm)6基が片寄って検出された。
住居内堆積土は現代の撹乱である①層、中世の遺構である②層、黒色系シルト土の③層、貼床であ

く

⑥:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む。軟質)
⑦:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)…貼床

③:黒褐色シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)… 貼床

⑨:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

⑩:黒褐色シルト土(黄色軽石を含む)
①:黄色軽石を主体とし、黒色シルト土を含む

⑫:黒色弱貼質シルト土(黄色軽石を含む)
⑬:黄色軽石を主体とし、黒褐色シルト土を含む

3       4m
i  l   l  l
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る④ O⑤層に分けられる。このうち④層は霧島御池軽石を主体とする層で、⑤層の上に薄く被る様に

堆積していた。⑤層より黄色が日立つため、上層である黒色系の③層とははっきり区別がついた。両

者とも硬くしまっており、硬度は 31mm(50kg/c」 )、 厚さは④・⑤層合わせて約 8cmである。

遺物は③層から出土し、軽石製品 (3聾3)は床面から、軽石製品 (3礫4)や入来Ⅱ式土器の甕 (聾37)

は東主柱穴の近くの床面蘭上から出土している。また、先に述べたように甕 (480)は西主柱穴上部

に埋納されていた。

YSA43(M囃3)
YSA45は長軸 3.5m、短軸 2.2mの長方形プランの住居であるが、西辺 (2.2m)に比べて、東辺 (2.9m)

のほうが広がった平面形になっている。検出面からの深さは 1 2crnである。住居の基本構造が YSA4絋 螢

43と共通しており、両住居の縮小版ともいえるタイプである。先述した WSA鷺 3も この類に当てはまる。

住居内施設としては南壁に沿って不整形な土坑 (長軸 1.25rn、 短軸 0.9rn、 深さ約 20crn)が 1基確

認された。この土坑の東部には小さいピット(直径 15cm、深さ 20cm)が 1基伴っている。住居内にピッ

トは 4基確認され、そのうち東西端に位置する2基が主柱穴と思われる。両者とも直径は約 30crnであ

るが、東ピットの深さ 85cm、 西ピットの深さは 60cmである。ピットの掘り形をみると、両者ともや

や西に傾いて掘られている。また西ピットは底から10cmの高さにわずかな段を持っている。この西ピッ

トの土層を観察すると、ピット下部には黒色土にまみれた霧島御池軽石が、上部には住居内堆積土と同

じ上である②層が入っており、この上層と下層の間には霧島御池軽石が薄くベルト状に堆積していた。

住居内堆積土は植物などの撹乱と思われる①層、黒色シルト土の②層、貼床である③層に分けられ

る。③層は霧島御池軽石を多量に含み硬くしまるため、YSA聾なと同様、層全体が自っぽく見え、上

層の②層とははっきり区別がついた。表面の硬度は 30mm(40kg/cM)で、厚さは約 10cmで ある。
土坑内からは、土坑の西側から中心に向かって小型甕 (蝶爆0)と磨製石鏃 1点が流れ込むように出土

した。 (文責 :外山亜紀子)

鯰穴催鰺跡麟虚菫鏃

YSAl饉董堂鏃 (M蝶蝶)
嗜19は甕である。復元口径が約 32cmあ る。胴部に 1条の三角突帯を巡らす。貼付された口縁部

の回唇は強いヨコナデによりくばむ。入来Ⅱ式に該当しよう。

YSAS麟童董踪 (M囃蝶)
1¶ 理は壷の胴部である。頸部から胴部にかけてゆるやかに膨らむ。外面の器面調整はナデで、スス

の付着が認められる。胎土中にキンウンモが目立つ。入来～山ノロ式期の所産であろう。Ⅷ霧馘は甕の

底部である。

wsAs umm耗 (M4導 )
霰Sは中溝式甕の胴部で 1条の刻目突帯を巡らす。口縁は外反するものが付くと思われる。器面

調整は内 0外面ともにハケである。¶弩聾は同じく中溝式甕底部、制Sは壷の底部と思われる。

WttA鰺 轟堂菫聰 (M ttT)

霰0は中溝式甕の胴部で 1条の刻目突帯を巡らす。刻目内には織物状の圧痕が残っている。内面

には横位のハケが残る。霜アは壺底部である。器面の磨耗が著しいが、外面にミガキが観察できる。

WSAツ 哩菫量饒 (M轟曇。T5)

同Sは中溝式甕の回縁～胴部で聞縁部は短く外反する。胴部に 1条の刻目突帯を巡らす。復元口

径は約 28cmあ る。色調はにぶい黄橙色を呈す。¶¶|は無文甕で外反する口縁をもつ。口縁端は膨ら

んでおり、日唇は強いヨコナデにより面取りされる。復元口径は約 26cmあ る。器面調整は内。外

面ともにハケである。鵞跛0は聞縁が短く外反し、口唇は丸くおさめられる。胴部はストレートぎみに

窄まる。外面のハケは強く施されており、ハケメが明瞭に残っている。¶Nは無文甕である。口縁端
がやや跳ね上げぎみに仕上げられており、国唇は面取りによりややくぼむ。復元口径は約 28cmあ る。

胎土はにぶい黄橙色を里し、焼成は堅致である。

12璽 は甕の口縁部で貼付のものである。胴部がかなり膨らむものと思われる。lM鶴 Ⅷ鶉 は甕の
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OQ 
⑥

ШZ Z91

YSや盆

① :黒色微粘質シルト土

②:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)… 5層の遺構

③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)…YSD2埋土

④:黒色シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)… YSD2埋土

⑤:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)
⑥:黄色軽石を主体とし、黒褐色微砂質シルト土含む(硬くしまる)… YSA30の貼床

⑦:黒色シルト土(黄色軽石を含む)
③:黒褐色微粘質シルト土(黄色1怪石を含む)

YSA3つ

θ＼

YSA30

B
- 152 7nl

⑨:黒色シルト土(黄色軽石を含む)

⑩:褐色軽石を主体とし、黒褐色土を含む(やや硬くしまる)…YSA39貼 床
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図40 翌穴催層跡 YSA30 0 39溝状遺購 YSD2実漫1回

底部で、1駿Tは平底、穐馘Sは上げ底、罐な0は脚台状の上げ底となっている。磯27は大甕の口縁～胴部

で、口縁部は貼付である。復元口径は約 54cmあ る。胴部には 1条の突帯を巡らしている。胎土は

橙系色に発色し、他の土器よりも明るい色調を呈している。罐馘けは大甕の底部であるが、胎上の特徴

も似ており 127と 同一個体である可能性が極めて高い。
yttAs I董董炸 (M4は )

運29は甕の口縁部で、貼付された口縁部は斜めに立ち上がる。田唇はヨコナデによりくぼむ。内面
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YSA34

O⑤/
YSASl

Ａ
」
」
Ｃ

ム
Ｊ
Ｄ

Ａ
一

B
―-152.6m

B
一-1527m

1527m
①:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)
②:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)
③:黄色軽石を主体とし、黒色シルト上が混ぎる

①:黒色弱粘質シルト土…5層の遺構
②:黒色弱粘質シルト土
③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)
④:黄色軽石のブロック

⑤:黒色微粘質シルト土(黄色軽石・砂・炭化物を含む)
⑥:黒色シルト土(黄色軽石を含む)
⑦:明褐色シルト土(黄色軽石を含む)
③:黒褐色微砂質シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)
⑨:明褐色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)
⑩:黄色軽石■黒褐色シルト土
①:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む。軟質)
⑫:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)
⑬:黄色軽石を主体とし、褐灰色シルト土を含む(硬くしまる)

図41

８
Ｎ
・０日

脈

①:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

②:黒色シルト土(黄色軽石を含む)
③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

④:黒色微粘質シルト土(③より多く黄色軽石を含む)

⑤:黄色軽石を主体とし、黒色軽石を含む(硬くしまる)…貼床

⑥:黒色弱粘質シルトのブロック

1

:   |
ｍ

ｌ

竪穴僅層跡 YSA31 0 33・ 34実測図
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Ｅ

Ｏ

Ｎ
Ю
ョ

YSA36

YSA35

1537m

①:黒色シルト土

②:黄橙色軽石+黒色シルト

③:黒色弱粘質シルト(黄色軽石を含む)

④:黒色シルト土(黄色軽石を含む)

⑤:黒色シルト上のブロック

⑥:黒色シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)…貼床

YSA37

1535m

①:黒色弱粘質シルト土(軟質)

②:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

④:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

⑤:黒色シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)…貼床

o             1             2             3            4m
l  :  l  l  l  l  !  :  1

3
-152.6m

①:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む。軟質)

②:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒色シルト土(黄色軽石を含む)…貼床

YSA40

B
―-1527m

D
-152.7m

①:黒色微粘質シルト土(軟質)

②:黒色シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

④:黒色シルト土(黄色軽石を含む)

⑤:黒褐色微粘質シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)…貼床
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＼
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図42 竪うな住J署動いYSA35鬱 36037・ 405羅泄J図

にはハケメが残る。胎土は褐色系に発色しており、キンウンモの混入が目立つ。口縁部が立ち上がる

ことから山ノロ I式に該当しよう。

WSA9臨鰤鰤耗 (M蝶6)

¶30は壼の胴部である。外面に櫛描直線文及び波状文が施される。両文様とも同一の原体によるも

のと思われるが、かなり浅く施文されており、ハケエ具のようなもので施文したようである。191は

甕の回縁部で、丸く厚めのものが貼付されている。霧92も同様であるが、ススの付着が著しい。霧03

は入来 I式に該当する可能性がある。嗜3囃 は甕の底部。いわゆる「中実脚台」である。鵞議S、 Ⅷ3鶴 は

ともに壼の底部と思われ、136の外面にはミガキが残っている。

Y5All麟翡鰤薇 (M轟る。T7)

197～ lmは中溝式甕である、理37は甕の回縁～胴部である。短く外反する国縁部をもち、国唇

＼

〇
◎
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はわずかにくぼむ。胴部には 1条の刻目突帯が付されており、刻目内には織物状の圧痕が観察できる。

器面調整は内 。外面ともにハケ調整である。19Bは甕で 137と同様、胴部に 1条の亥J目突帯をもつ。

器面調整は内 0外面ともにハケである。霧39は口縁部が外反している。1条の亥J目突帯が付される。

穐曇0は水平方向に口縁部が外反する。霧曇2は黒髪式系甕の口縁部で内面に稜が形成され、斜めに立ち

上がり、端部は丸く仕上げられる。胎土中にカクセン石の混入が認められる。霧囃Sは甕 (鉢 ?)であ
るが、回縁側縁に半円形状の把手が付いている。復元園径は約 19.6clln。 器面調整は内 。外面ともに

やや粗めのハケが施されている。霧燿4は無文甕である。口縁端が面取りされ、日唇はくばんでいる。

霧蝶Sは大甕の胴部で、胴径が約 32.5cmあ る。1条のタガ状突帯が付されている。胴部外面にはス

スの付着が認められる。器面調整は外面が粗めのハケ、内面はヘラ状工具によリナデられる。霧4ア は

甕の胴部である。1条の突帯が貼付されている。突帯の周囲はヨコナデにより整形される。内面には

ミガキが認められる。色調はにぶい橙色を呈し、胎土中にはキンウンモの混入が顕著である。140は

壼の回縁。¶5¶ は山ノロⅡ式甕に該当しようか。15m幅 霧5礫 は甕の底部で、増52、 運5機 は脚台状の上

げ底、¶5導 は中実脚台で、脚裾はヨコナデによりくばませている。

YSA弩 霧麟董董卜 (M蝶7)

16Sは無文甕の口縁～胴部である。復元口径は約 30cllnある。口縁部は斜めに外反し、端部に向け

やや肥厚しながら丸くおさめられる。胴部はあまり張らず、下半はストレートに窄まっていく。頸部

以下にススの付着が認められる。器面調整は内 0外面ともにハケである。165は甕の口縁部。翻57は

155と 同様の個体である。¶5Sは甕の口縁～胴部で復元口径は約 27cmあ る。口縁部は逆「 L」 字

状に貼付される。胴部には 1条の突帯が付され、貼付時と思われるヨコナデの痕が明瞭に残る。色

調は浅黄橙色を呈す。入来Ⅱ式～山ノロ I式の範疇で収まるものであろう。

鵞59は甕の胴～底部である。胴部は底部からあまり広がらずに上方へ立ち上がる。上半はススの付

着が著しい。器面調整は底部裾から一貫してハケが施される。内面は指頭もしくは工具によリナデら

れる。理O③ は壼底部である。器面は剥離が著しく、細かな調整等は確認できない。理11可 6跛 は甕底
部である。

YSA環駿爾董董艤 (図 聾8籍 50)

環6Sは瀬戸内系と考えられる壷の口縁～胴部である。復元口径は約 14.8cm、 胴部最大径は約

28cmを測る。外形は外反した口縁が頸部でくびれた後、胴部に向け膨らみながら湾曲する。日縁端
は肥厚させており、日唇はヨコナデにより擬凹線状に整形され、工具による刻目状の沈線が付される。

頸部には爪もしくは細工具による列点文がやや不規則に金周の半分程度巡らされている。器面調整は

外面がハケの後、胴部下半に縦位ミガキ、上半には横位ミガキが施される。内面は指頭もしくは工具

によリナデられている。外面は橙色に発色し、明るめの色調を呈す。

¶6蝶 ～ 1鶴 S、 霧70は 中溝式甕である。104は 口縁～底部まで揃う。復元口径が約 30cm、 底径は約

7cm、 器高は約 3 1 crnを測る。外形は底部から緩やかに湾曲しながら上方へ立ち上がり、胴部中位付

近からストレートぎみに真っ直ぐ立ち上がる。底部は平底である。口縁部は端部を少しだけ肥厚させ、

日唇はナデにより面取りされる。頸部下には 1条の刻目突帯が貼付される。刻目内には織物状の圧

痕が観察できる。器面調整は外面がハケ後ナデ、内面は胴部上半にハケメが残り、胴部中位には指爪

のような痕が多く付いている。

霧臨5鶴 Ⅷ幌0には刻目突帯が貼付されており、刻目はいずれもヘラ状工具によりつけられる。弩困

は口縁部が貼付され、斜めに立ち上がる。17馘 は口縁～胴部で、復元聞径は約 28cmを測る。胴部
に 1条の刻目突帯が付されている。網7Sは小型甕の頸～胴部である。¶フ燿は甕の底部で平底である。

¶71鶴 176は 中溝式甕の口縁～胴部でいずれも 1条の刻目突帯を巡らす。
tt POの
刻目内には織物状

の圧痕が観察できる。他のものはヘラ状工具で亥Jみを入れている。口縁部は短めに外反し、日唇はヨ

コナデにより平坦面を作出している。器面調整は内 。外面ともにハケである。理7り は甕で肥厚ぎみの

口縁を持ち、胴部には 1条の突帯が貼付される。復元口径は約 32crnある。器面調整は外面がハケ

後ナデ。内面もナデられているが頸部付近では指頭によるオサエの痕が明瞭に残されている。胎土

はにぶい黄橙色を呈し、自色鉱物粒の混入が目立つ。Ⅷ麒 も甕で回縁～底部まで揃う。復元口径は約
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YuA42

152m

①:黒色弱粘質シルト土(軟質)

②:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒褐色シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)…貼床

YSA導3

YSA43

と

こ

A B
- 152m

整≡≡≡≡≡≡≡ニ

②:黒色シルト土(黄色軽石を含む)… 5層

③:黒褐色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

ム

ノ
〃
外
十
１
‐

　

　

島

440

①:1層 +5層鋭乱層)

岸≡
~瑯m

①:黒色微粘質シルト(軽石)

②:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒褐色シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)…貼床

④:黄色・浅黄色軽石…貼床           ‐

⑤:黒掲色シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)・…貼床

図43 竪穴僅暦跡 YSA42儘 43045実泄J図
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27cm、 底径は約 7cm、 器高は約 23cmである。口縁部は厚く、短いものが貼付される。IIl唇はヨコ

ナデによりわずかにくぼむ。器面調整は外面がハケで細かいハケメが明瞭に残る。内面はハケの後ナ

デで、部分的にハケメが残る。霧30は甕の底部である。

YSA13轟眩由卜 (M SO)
環86は広口壼の口縁部である。復元口径は約 32cmを測る。口唇は面取りされた後、ヨコナデによ

りくばませている。外面は縦位ミガキを施し、暗文状に仕上げている。内面は横位ミガキ。色調は明

赤褐色を里しており、他の土器より明るい色調となっている。胎土中には自色鉱物粒が目立つ。須玖

式と考えられ、搬入品と思われる。理8蝶 は甕の口縁～胴部で、口縁は貼付、胴部には 3条の突帯を付す。

突帯部分は丁寧にヨコナデされ、シャープに仕上がっている。胎土中にキンウンモが多く混入してい

る。入来Ⅱ～山ノ闘 I式と考えられる。

185は甕で回縁部が逆「 L」 字状となっている。186は甕のEIl縁部で短く厚いものが貼付されてい

る。霧87は甕の胴部であるが、3条のミミズバレ状突帯の下部に指爪による列点文が施文されている。

胎土は粗製で、鉱物の混入が多い。後述の YSA16資料 (257、 258)等と同様の個体と思われる。
YSA鵞 5麟血虚器 (図 5環 ～ 53)

¶88は壺の頸～胴部である。胴部最大径は約 28cmで、胴部には 1条 (十 α)の突帯が付される。

頸部には沈線 (摩滅ぎみ)が 3本程あり、ススの付着も認められる。器面調整は外面が頸部に縦位ハケ、

胴部に横位ハケが施される。内面は指頭もしくは工具によリナデられる。189は壺の口縁～頸部であ

る。頸部には 3条 (+α )の突帯が付される。色調は外面が浅黄橙色を呈し、胎土中に鉱物粒の混
入が目立つ。電90は壺の頸部で 8条 (+α )の突帯が付される。外面はかなり細かい横位ミガキに

より仕上げられる。その為か外面は光沢をもった暗褐色の色調を呈す。

193は 山ノロⅡ式甕の口縁～胴部である。復元口径は約 30cm。 貼付された口縁部は斜め上方へ立

ち上がる。胴部には 3条の突帯が付される。胎土中にはキンウンモの混入が目立つ。理95は胴部に

張りを持つものと思われる。¶96は聞縁部であるが端部がやや跳ね上げぎみになっている。霧98は無

文甕の口縁～胴部である。貼付された口縁は先細りぎみに伸び、端部は丸く仕上げられる。¶99も甕

の回縁～胴部で、日縁内面には稜を形成している。胴部には 1条 (+α )の突帯が付く。000はい

わゆる「下城式」系甕の口縁部である。平坦口縁の直下にやや厚めの刻目突帯を貼付している。刻目

はヘラ状工具によるものと思われる。

盪03～ 駿③6は無文甕の口縁～胴部である。盆03は口縁部を短く折り曲げる。慇③導は貼付のもの。
麟05は口縁端がやや跳ね上げぎみに肥厚する。ススの付着が著しい。器面調整は内 。外面ともにハ

ケである。囲 1は中溝式甕の胴部と考えられ、刻目突帯が貼付される。2¶盟は無文甕で復元口径が約

21cm、 やや小ぶりである。駿19は甕の回縁～胴部である。復元聞径は約 25cmを測る。口縁部はか

なり上方に立ち上がり、端部は丸く仕上げられる。頸部下に 1条の突帯が巡らされている。外面に

はススの付着が著しい。盟1蝶 ONSは鉢である。渕Sは口縁部を指頭によるツマミによって仕上げる。
口縁外面および内面には指頭によるオサエの痕が目立つ。胎土中には白色 0黒色の砂粒が多く混入し

ている。駿15は甕の頸～胴部である。頸部下には 1条の突帯が付される。器面調整は外面がハケ後ナデ、

内面にはハケメが残る。NSは壷の底部である。内 0外面ともにミガキが残る。2嗜 0～ 駿駿馘は甕の
底部である。u駿0はハヶメが顕著に残る。20Qは脚台状をなす。

YSA弩 鶴饉鰤鰤艤 (MS蝶 鶴 65)

2跛Sは壼の回縁～頸部である。復元口径は約 18cmある。口唇をわずかにくばませている。全体的

に磨耗しており、器面調整等は確認できない。色調は橙色を呈し、明るめに発色している。懲璽4は壷

の口縁部である。内 0外面ともにミガキが顕著である。uttSは壷の頸～胴部である。3条の突帯が付

されている。駿2鶴 は壺の口縁部である。破片のため確認はできないが、断面形が鋤先状をなす可能性

もある。u跛アは壷の胴部である。全体的に器面が荒れているが、外面には部分的にミガキが残る。内

面には工具ナデが施される。色調は橙色で、胎土中に赤褐色の砂粒が多く混入しており目立つ。なな8

は壼の胴部である。2条 (+α )の断面「M」 字状突帯が貼付されている。胎土中にはキンウンモの

混入が自立つ。な2り も壺の胴部である。3条の突帯が付される。外面には正具の痕が残っている。胎
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土には白色粒、キンウンモの混入が目立つ。入来Ⅱ式～山ノロ 10H式期の資料であろう。な30は壺
の底部である。丹塗が施されており、明るい橙色を呈す。器壁が厚くはなく、小型品の可能性もある。

外面には斜位ミガキが部分的に観察できる。胎土中の混入物も少ない。

駿3運 以降は甕である。231鶴 駿99、 量蝶¶鶴駿48は入来Ⅱ式に該当する。基本的には口縁部が貼付
で、国唇は丸くおさめたり、ヨコナデによりくばませたりする。231は小型甕の口縁～胴部で、口

縁部は貼付である。頸部下に極めて細い突帯を 2条付している。その下には穿子Lが施される。穿子L

部には紐を通していたようで、内面には紐ずれの痕が残る。胎土中にキンウンモを多く含んでいる。

盟31は胴部に沈線が 2本描かれている。由8り には 1条 (+α )の突帯が付く。u4理 は甕の回縁～胴
部で復元口径は約 32cmを測る。聞縁部は貼付で逆「 L」 字状に貼付される。胴部には 3条の突帯
が付く。器面調整は外面が細かいハケ、内面はハケ後ナデである。色調はにぶい橙色を塁す。駿4駿 も

241と 同様、EIl縁部が貼付であるが、胴部には 3本の沈線が描かれる。胎土中にはキンウンモが目
立つ。u44は山ノ回Ⅱ式に該当しよう。uttsは 中溝式甕で回縁部は外反し、胴部に刻目突帯が付され

る。2蝶30な爆yも外反する国縁をもつものであるが、な礁アは外面の器面調整に縦位ミガキが確認できる。

色調は灰黄褐色で暗めである。

2蝶つは「下城式」系甕の口縁部である。口縁部直下にややFEE延びした刻国突帯が付される。刻闘は

ヘラ状工具により細かくつけられる。駿5◎ は甕の回縁～胴部である。復元口径は約 28cm。 口縁部は

丸く厚めのものが貼付されている。器面調整は外面にミガキが認められる。内面はナデであるが、接

合線が完全に消されておらず、不十分である。胎土中にキンウンモを多く含む。255は甕の胴部で櫛

描波状文を施文する。

25蝶 は甕の口縁～胴部で復元園径は約 32crnある。日縁部は外反し、胴部はゆるやかに膨らむ。口

唇は面取りされる。全体的に磨耗しているが、外面には横位ミガキが部分的に残る。色調はにぶい黄

橙色を塁し、胎土中には赤褐色の砂粒が日立つ。形態的にみると後期に該当しうる資料である。な5鶴

は甕の底部で、中実脚台である。

駿57鶴 257はいずれも同じ一群として扱える資料である。257は甕の国縁～胴部である。復元口

径は約 27cm、 胴部最大径は中位にあり約 28cmを浪1る。口縁部は厚く肥厚させたものを貼付してい
る:胴部には 4条の絡縄 (ミ ミズバレ状)突帯を巡らす。器面調整は口縁～頸部外面に横位ミガキ、
胴部外面には縦位ミガキを施す。内面はナデである。色調は外面が明赤褐色で明るめに発色している。

胎土中にはカクセン石の混入が認められる。駿38は甕の回縁～胴部である。胴部には 4条の絡縄 (ミ
ミズバレ状)突帯を貼付している。器面調整は内・外面ともにミガキが確認できる。uS,鶴 由1馘 は
甕底部である。uSや は外面にミガキが確認できる。胎土中にキンウンモが混入している。な50は二次

披熱によるとみられる剥離が著しいが、部分的にミガキが残っている。胎土の質感が 257、 258と

類似しており、これらの底部である可能性が高い。uo3鶴 21sは甕の口縁部で内 0外面ともに細か
なミガキが残っている。由6げ は甕の胴部である。4条の突帯の下に半円状の粘土紐を貼付している。
内面は横位ミガキが施される。u⑮Sは甕の胴～底部である。底径が約 8cmあ る。器面調整は内 0夕ヽ
面ともにハケである。胎土中にキンウンモが多く混入している。

YuA霧 フ饉菫趙雉 (M57)
な鶴りは甕の口縁～胴部である。胴部に 1条の刻目突帯を付す。刻目内には織物状の圧痕が残る。中

溝式甕とも見てとれるが、口縁部は貼付によるものである。upO鬱 なァ理はともに甕の回縁部で、なア|

は貼付、なア理は外反させるものである。

Y膠Å運8鷹鰤堂踪 (M Sy)
なアなは甕の回縁～胴部である。復元口径は約 20cm。 口縁部は貼付のものが斜めに立ち上がる。色

調は橙色で、胎土中に赤褐色の砂粒が多く混入している。なア5は壼の頸部である。3条の突帯が付さ
れる。u74鬱 275は入来Ⅱ式甕の口縁～胴部で、日縁部は貼付のものである。なア黎は小型甕で復元口

径は約 16cmあ る。口縁端を短く折り曲げている。外面にはススの付着が認められる。な77は鉢であ
る。uフレは甕の回縁～胴部で、頸部内面にはオサエの痕が残る。uyり は甕の口縁部である。復元口径

は約 26cm。 口縁部は逆「 L」 字状に貼付したものに、頸部外面に粘土を充填している。国縁内面に
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は稜を形成している。

な8理 は甕の口縁～胴部である。復元口径は約 30cmある。口縁部は外反し、口唇は面取りされる。

無文で器面調整は内 0外面ともにハケである。uSp～ 鰤86は甕の口縁部である。駿8駿 は山ノEII Ⅱ式

甕に該当し、胎土中にキンウンモの混入が目立つ。な860盪86は口縁部を夕ヽ反させるものである。

2880傲 00。 口
'理

は甕の底部である。盟89は鉢としたが壺月同部の可能性もある。外面は磨耗が著しく、

調整は不明である。内面には細かいハケが施される。焼成がやや甘く、軟質である。

YSA19饉量量棘 (m38039)
麟92は壼のEIl縁～頸部である。復元回径は約 16cmである。聞縁部は単純に外反し、日唇は面取り

され平坦である。頸部には1条突帯を巡らす。外面にはハケが部分的に残る。駿9雄は壼の間縁部である。

断面形は鋤先状になる。口縁上面は平坦につくり、内面は突起状に稜を形成する。日唇部はヨコナデ

によりくばませている。頸部外面には縦位ミガキ、内面には横位ミガキを施す。倉950遊96は丹塗広

口壼のIIl縁部である。外面は縦位ミガキにより、暗文状となる。内面には横位ミガキを施す。いずれ

もミガキは精緻なものである。

盆97は山ノロ I式甕の口縁～胴部である。口縁部は貼付で、回唇部をヨコナデによりくばます。胴

部には 1条 (+α )の突帯を巡らす。器面調整は内0外面ともにナデである。磁98も貼付口縁甕である。

入来Ⅱ式に該当するものと考えられる。2990300は山ノロⅡ式甕と考えられる。盪99は貼付された

口縁が斜めに立ち上がる。復元口径は約 26cmを測る。胴部には 3条の突帯が付く。器面調整は内 0

外面ともにナデである。色調はにぶい黄褐色を呈し、胎土中には赤褐色粒が混入する。300は甕の間

縁～胴部である。貼付されたIIl縁部は口唇が僅かにくぼむ。胴部には 1条の突帯を付している。器

面調整は内・外面ともにハケである。胎土中には砂粒が多く混入している。

S02か らは甕の口縁～胴部である。305～ 3¶ 0は聞縁部を外反させる。911は中溝式甕である。

口縁部を外反させ、端部はやや膨らむ。胴部には 1条の刻目突帯が付される。内面には横位ハケが

残る。310も甕の口縁～胴部である。頸部下には刻目突帯が付される。亥J目は鋭利な工具によって付

けられており、器面には線刻が残る。中溝式甕の範疇に含まれるものであろう。3環 Sは中溝式甕の口

縁～胴部である。胴部には 1条の亥J目突帯が付される。刻自はヘラ状工具で付けられる。器面調整

は内 0外面ともにハケが施される。色調はにぶい黄橙色を皇す。319は大甕の口縁部である。日唇部

をわずかにくばませている。3盆0032霧 は甕の底部である。32駿 傷3盪Sは壼の底部である。外面には

縦位ミガキが残る。

YSÅ量0饉童量器 (M Sp)

3盆蝶は人来Ⅱ式甕の回縁～胴部である。YSA20の古い段階の住居から検lTlさ れている。復元口径

は約 26cmを測る。口縁部は貼付で、口唇はヨコナデによりくぼむ。胴部には 1本沈線が巡っている。

色調は灰黄褐色を呈し、胎土中にはキンウンモが多く混入している。

S麟5籍 386は YSA20の新しい段階の住居から検出されたものである。3盆アは甕のIIl縁～胴部である。

復元口径は約 15cmで小型である。口縁上面には子Lが穿っている。器面調整は内。外面ともにハケで

ある。山ノロⅡ式と思われる。325は壺の口縁部である。復元口径は約 16cmを測る。全体的に器面

が荒れており、調整は確認できない。胎土中には鉱物粒が多く混入している。0な8は中溝式甕の口縁

～胴部である。復元口径は約 32.6cmを測る。口縁部は外反し、端部はヨコナデにより面取りされる。

胴部には 1条の刻目突帯が付され、亥J目 内には織物状の圧痕が確認できる。器面調整は外面にハケ

が施される。色調は橙色を最し、明るめに発色している。

929は甕の間縁部である。復元口径は約 30cmである。IIl縁部は貼付で、国唇はヨコナデにより平

坦面をつくる。胴部は膨らみながら広がるものと思われる。器面は外面に横位ミガキを施しており、

光沢を持っている。380～ 386は甕の口縁～胴部である。380鶴 384は貼付のもので、334以外は

キンウンモを多く含んでいる。議35038臨 は無文甕で日縁部を夕∫反させる。387は甕の底部である。

中実脚台である。386は把手と考えられる。破片であり、天地不明であるが、推定により図化した。

端部は平坦面を作っている。調整はナデによる。
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wsAuⅧ 麟鰤眩蝙 (M鶴0)

13つ はlllノ 聞Ⅱ式甕の回縁～胴部である。復元口径は約 3 1 clnあ る。口縁部は貼付で、先端に向

け細長く伸びる。国唇はヨコナデによりくぼむ。胴部には 3条の突帯が巡っている。器面調整は内 0

外面ともにハケである。胎土中にキンウンモの混入が目立つ。

wsAu馘 饉鰤鰤艤 (M黎0)

340は甕の胴部である。3条 (+α )の絡縄 (ミ ミズバレ状)突帯を付している。焼成がやや甘く、

胎土も粗製である。胎土中にはカクセン石が認められる。YSA16か ら検出されている 257と同様の

個体と考えられる。

YSA駿 3饉菫量器 (M諷 ～ 5囃)
3覇 は山ノロⅡ式壺の間縁～頸部である。口縁部は貼付で、下垂しながら端部へ向け細長く伸びる。

頸部には 1条 (+α )の突帯が付く。器面調整は外面がナデ、内面は磨滅しており不明である。34鰤

は壺で聞縁～底部まで揃う。復元口径は約 12cm、 胴径は約 13cm、 底径が約 6cm、 器高が約 17cm

と小型である。外形はラッパ状に開いた口縁が頸部で直線的に窄まる。胴部は緩やかに膨らむ。底部

は平底である。器面調整は胴部外面にミガキを確認できる。内面はナデである。340は壼の胴部と考

えられる。胴部には 1条の突帯を巡らす。底部は平底だが、やや凸レンズ状となる。披熱のためか、

器面の剥離が著しく、調整は不明である。

3礫4以降は甕である。3礫4鶴 3蝶るは入来Ⅱ式と考えられる。口縁部が貼付のもので、断面が逆「 L」

字形になる。3蝶0には胴部に沈線が入る。3蝶803媚つは山ノロⅡ式甕と考えられる。3蝶Sは回縁～胴

部である。復元闘径は約 31cm。 口縁部は貼付で斜めに立ち上がる。口唇はヨコナデによりわずかに

くぼむ。胴部には 3条の突帯が付される。胎土中にはキンウンモの混入が目立つ。350も甕の回縁
～胴部である。復元口径は約 32cmあ る。日縁部は逆「L」 字状に貼付され、端部には丸みを持たせ

ている。聞唇は沈線状にくぼむ。胴部には 1条 (+α )の突帯が付く。SSl鶴 335は 国縁部である。

入来Ⅱ式に該当するもの (35旦、953)、 山ノロ I～Ⅱ式に該当するもの (355、 95鶴)がある。
SSy～ 359は中溝式甕である。357は口縁～胴部である。復元口径は約 29cmである。口縁部は

短く折り曲げ、日唇は平壇に仕上げる。胴部には 1条の刻目突帯を巡らす。器面調整は内 0外面と

もにハケで、ハケメが明瞭に残る。338は同じく口縁～胴部である。復元口径は約 26cmである。胴

部に 1条の刻目突帯が巡る。突帯上の外面には刻目をつけた時の正具痕が残る。器面調整は内・外

面ともにハケである。3蔭0は口縁～底部まで揃う。復元聞径は約 26.4cm。 底径は約 6cm。 器高は約

29cmを測る。口縁部は外反し、日唇は平坦に仕上げられる。胴部は張らずに底部へと向かう。底部

は上げ底状のものがついている。胴部に 1条の刻目突帯を巡らす。刻目は棒状工具による押圧刻み

である。器面調整は内 0外面ともに細かいハケによる。色調はにぶい黄橙色を呈す。

S翻 ～ 3鶴4は甕の底部である。上げ底ぎみのもの (86¶、9鶴避)、 平底 (3蔭 S、 86聾)のものがある。
SCSは小型の鉢である。外面にはススが付着している。311は小型甕の口縁部である。復元Ell径は約

20cm。 86Sも小型甕であるが、日縁部は粘土紐を貼付している。外面はナデ仕上げ、内面にはハケ

メが残る。胎土は軟質で粗製である。30や は甕の回縁～胴部である。復元口径は約 32cm。 胴部には

やや厚めの突帯が 1条巡る。3間 は中溝式甕で口縁～底部まで揃う。復元口径は約 30cm。 底径は約

7cm。 器高約 35cmで ある。口縁部は外反し、胴部はあまり張らない。底部は上げ底状の脚台を持ち、

脚裾が開く。胴部には 1条の刻目突帯が巡る。刻目はヘラ状正具によってつけられる。器面調整は

外面がハケ、内面はハケ後丁寧にナデている。

SPBは甕の口縁部である。口縁部は外反し、上面に瀬戸内系のいわゆる「矢羽根透かし」をモチー

フとした線刻が施されている。線刻は全部で 5個確認でき、連続的に描かれている。線同士が切り合っ

たり、完全に結線されていない部分も見られる。色調はにぶい黄橙色を里し、胎土中には砂粒が目立

つ。37り、8BOは甕の底部で、中実脚台である。37り にはキンウンモの混入が認められる。

303鶴 3肋Sは無文甕である。383は甕の口縁～胴部である。復元口径は約 27crnを 測る。口縁部

は折り曲げで、国唇は平坦に仕上げる。胴部にはススが付着する。器面調整は外面に細かいハケが用

いられ、内面はナデによって仕上げられる。3mア は口縁から底部まで揃う。復元口径は約 27crn、 底
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径は約 7cm、 器高は約 32cmを測る。口縁部は外反し、口唇は丸くおさめられる。頸部内面では緩

やかな稜をなし、胴部上位で最大径をもつ。そこから底部まではゆるやかなカーブを描く。底部は平

底である。器面調整は外面が荒れているものの、細かいハケメが部分的に残る。内面はハケ後ナデの

ようである。

388は小型甕で回縁から底部まで揃う。復元口径は約 19cm、 底径約 6cm、 器高は約 21cmである。

口縁部は薄く短く折り曲げられ、口唇部は丸く仕上げられる。底部は上げ底状の脚台がつく。外面に

はススの付着が認められる。器面調整は外面にハケ、内面はハケ後ナデである。389は大甕の口縁～

胴部である。復元聞径は約 40cmである。口縁部は貼付、胴部にも 1条の断面台形の突帯が付される。

外面にはススの付着が確認できる。胎土中にはキンウンモが混入している。

YSA26麟堂堂艤 (図 65)

390は入来Ⅱ式甕の口縁部である。復元口径は約 29cmを測る。国縁部は貼付で断面が逆「 L」 字

状をなす。調整はナデである。

YSA晟7麟堂虚器 (図 65)

39¶ は須玖式系広口壼の口縁部である。復元口径は約 36cmo EIl縁部はラッパ状に大きく開く。国

唇部はヨコナデによりわずかにくぼむ。全体に丹塗され、色調は明るい橙色に発色している。外面は

縦位ミガキにより、暗文を作出している。内面には横位ミガキが施される。胎土も精製で目立つ砂粒

等は無く、白色の粒をわずかに含んでいる。39盪、393は入来Ⅱ式甕の回縁部でいずれも貼付による

ものである。395は甕の胴部である。3条の突帯が確認できる。突帯は指頭によってつままれ、指爪

の痕が残る。

YSA芝8轟堂堂器 (図 65)

396は壼の頸～胴部である。胴部最大径は約 20crnを測り、小型品と考えられる。外形はやや偏球

ぎみに屈曲する。肩部に 7条 (十 α?)、 胴部に 3条の突帯を巡らす。肩部の突帯には部分的に細工

具で刻みを入れている。器面調整は外面に横位ミガキ、内面には正具ナデが施される。なお、外面に

はススが付着する。色調はにぶい褐色で暗めに発色し、胎土中にはキンウンモを含んでいる。397は

甕の回縁部である。復元口径は約 26cln。 貼付された口縁は斜めに立ち上がる。398は小型甕の口縁

部で、復元口径は約 17cmである。401は中溝式甕の胴部である。 1条の刻目突帯が付される。外面

にはハケメが明瞭に残る。導0量 は甕の底部である。底径は約 1lcm、 中空脚台である。外面には細か

いハケメが明瞭に残る。黒髪式系甕の底部と考えられる。

403は甕の底部で底径は約 8cmである。中実脚台である。外面には細かいハケメが明瞭に残る。

内面にはススが付着する。胎土中にキンウンモを多く含む。40蝶 は壺底部と考えられる。剥離が著し

く、器面調整は不明である。ttf_中にはキンウンモを多く含んでいる。

YSA遊9出上董器 (図 66)

405は甕の口縁～胴部である。復元口径は約 32cm。 口縁部は外反し、端部はまるくおさめる。

YSA16の (254)と 接合している。形態から見ると後期甕にも該当しうる資料である。406は甕の

口縁部。日縁部は短く斜めに立ち上がる。蝶0ア は中溝式甕と山ノロⅡ式甕の折衷資料と考えられる。

口縁部は貼付で端部に向け細長く伸びる。胴部には刻目突帯を付す。刻目内には織物状の圧痕が観察

できる。聾③80409は甕の口縁部である。4③Oは黒髪式系甕の口縁部と思われ、日縁内面が張り出し、

稜をつくる。

Y5AS③ 饉量量踪 (M50)
期③は入来Ⅱ式甕の回縁～胴部である。復元口径は約 28cm。 口縁部は貼付で口唇部はヨコナデによ

りくばませている。胴部には突帯を 3条巡らしている。色調は灰黄褐色で、胎土中にはキンウンモが

含まれる。鋼理も入来Ⅱ式甕の口縁部である。復元口径は約 29cmを測る。覇跛は壺の回縁部である。

断面形は鋤先をなし、内面には稜をつくる。口縁上面には沈線が 5本単位で引かれており、「V」 字状

に施文されている。また、外面には横位ミガキが施される。RSは甕の胴部である。4条 (+α )の突
帯と半円形状の粘土紐が貼付されている。器壁が厚く、胎土中にはカクセン石を含む。414・ 4環 Sは甕

の底部である。41雄 は平底、朝Sは中空脚台で外面にはハケメが明瞭に残る。黒髪式系甕の可育旨隆があ

-80-



′ 171

図48 竪穴催覇跡出土土器

-81-



る。Rり は壼の底部と考えられる。底面は凹レンズ状にくぼむ。外面には縦位ミガキが確認できる。

YSA38畿虚堂機 (M10)
4¶アは中溝式甕の間縁～胴部である。復元口径は約 26cmを測る。胴部にはススの付着が認められ

る。口縁部は短く折り曲げ、日唇はヨコナデにより平坦面をつくる。胴部には 1条の亥J目突帯を巡らす。

器面調整は外面がハケ、内面もハケである。胎土中には赤褐色の砂粒が目立つ。4Ⅷ Sは甕の口縁部で

ある。口縁部は貼付で、逆「 L」 字状に貼付される。EIl縁内面には貼付時の接合線が消されることな

く残っている。躍 0も甕の間縁部である。貼付された口縁部は斜めに立ち上がる。

YttAS礫 麟豊菫聰 (M bO)

聾駿0は鉢 (?)である。口唇は丸くおさめる。外面にヘラ状工具で直接刺突を施す。口縁部が外に

開くので判然とはしないが、刻目突帯文期の資料の可能性がある。

YSA35麟董董蠅 (M by)
曇2理 は小型甕の口縁～Blril部である。復元口径は約 20cmである。日縁部は貼付である。外面にスス

が付着する。

YSA86麟董董緻 (M67)
4爾倉は入来Ⅱ式甕の口縁部である。口縁部は逆「 L」 字状に貼付され、口唇部はヨコナデによりく

ぼむ。胎土中にキンウンモを含む。導23も入来Ⅱ式甕の回縁部である。422と同様、回縁部を逆「 L」

字状に貼付する。囃麟蝶は甕の胴部である。3条 (+α )の突帯が付される。突帯には指爪のような痕

が残る。胎土は粗製で軟質である。

YSA39臨菫菫聰 (図 67)

4駿Sは須玖式系広口壷の頸部である。丹塗が施される。内・外面ともに横位ミガキが確認できる。

撮25は甕の回縁～胴部である。復元口径は約 28cmを測る。口縁部は貼付で斜めに立ち上がる。山ノ

ロ I～ Ⅱ式の範疇と捉えられる。

YSA蝶◎饉菫董聰 (M57)
蝶27は甕の口縁～胴部である。口縁部は逆「 L」 字状に貼付される。胴部には 2条 (+α )の突
帯が付される。突帯は指頭によりつままれており、部分的に指爪の痕が残る。器面調整は内・外面と

もにナデである。蝶馘8は甕の口縁部である。

YSA導2爾鰤眩雉 (M57)
4芝9は小型甕の間縁～胴部である。復元口径は約 17cmを測る。口縁部は短く折り曲げ、日唇部は

丸く仕上げる。蝶30も小型甕の間縁～胴部である。口縁部は貼付であるが、あまり整形されておらず

接合線も残したままとなっている。外面にはススの付着が目立つ。轟3理 は黒髪式系甕の回縁部である。

復元闘径は約 24cmを測る。口縁部内面は張り出しており、稜をつくる。胎土中にはカクセン石が混

入している。486は甕の回縁～胴部である。口縁部は貼付で回唇はヨコナデによりくばむ。胴部はや

や張るものと思われる。日縁上面には 3本の直線、胴部には波状文が描かれる。また、日縁部には

穿子Lも施されている。胎土は粗製で砂粒の混入が目立つ。

囃3導 は甕の口縁～胴部である。復元口径は約 28cmである。逆「 L」 字状に貼付された口縁部は先

端が先細りとなる。器面調整は内。外面ともに細かいハケが認められる。外面にはススの付着が著しく、

これをサンプルとして放射性炭素年代測定を実施した結果、2140± 40年 BP(lσ :BC200～ 115年)

という数値が得られた。鶉35は甕の回縁部である。闘縁部は外反し、口唇部は平坦に仕上げられる。

WSh囃3M量鰤饒 (珈 53)
48鶴 は甕の回縁～胴部である。復元口径は約 32cmである。外面にはススが付着する。日縁部は逆

「 L」 字状に貼付される。口唇部はヨコナデによりくぼむ。器面調整は外面が工具によってナデており、

部分的にミガキ状となる。内面にはハケを施す。無文であるが口縁部形態から入来Ⅱ式と考えられる。

437は甕の回縁～胴部である。復元口径は約 28crnで ある。外面にススが付着する。口縁部は逆「 L」

字状に貼付される。胴部は張らない。器面調整は内0外面ともにハケである。内面にはオサエの痕も残る。

入来Ⅱ式と考えられる。T3け は甕で復元口径は約 25crn。 ススの付着が著しい。聾89は壷の胴～底部で

ある。底部は平底で底径は約 10cmである。外面は斜～縦位ミガキを施し、内面は丁寧にナデる。
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YSA蝶5朧量量繹 (M58)
蝶聾0は小型甕の口縁～胴部である。胴部にはススの付着が著しい。復元口径は約

縁部は貼付で、口唇部は丸く仕上げる。器面調整は外面に正具ナデを施している。

220

1 8crnで ある。日

(文責 :加覧淳一)

２

　

　

　

　

′

２

萎5 弥生時代申期遺構出土土器観察表

番号 出土区1増 雛
色調 器画調整

胎1土含有鉱物等 備考
外画 内蔵 外箇 内面

YSAl・ 上層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄褐 ハ ケ 工具ナデ 透明 。無色 三角突帯

YSA3 一里 黒褐
黒褐～明黄褐
(スス付着)

ナデ 褐色

YSA3・ 下層ピット 甕 浅黄 黒褐 ナデ ナデ 白色

YSA5。 上層 甕 橙 にぶい黄橙 ハ ケ ハ ケ 白色 亥」目突帯

YSA5。 ■ゴ薔 甕 灰黄褐 黒褐 ハケ→ナデ ナデ 白色
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表6 弥生時代率期遺構出豊土器観察表

1番号 出土区■層 1糠
色調 器面調整

胎土含有鉱物等 備考
外画 内箇 1外面 内面|

YSA5。 上層 十里 にぶい黄褐 灰黄 ミガキ 赤色

YSA6・ ■ξ∫函 甕
にぶい黄褐～
褐灰

にぶい黄褐 ナデ 工具ナデ 白色 亥」目突帯

YSA6。 ¬(1詈 彙里 にぶい黄褐 にぶい黄褐 ミガキ ミガキ 白色

YSA7・ _L層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ハ ケ ハ ケ 黒色 刻目突帯

YSA7・ ■層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ 工具ナデ 褐色 。赤褐色

YSA7 甕
浅黄橙
(スス付着)

にぶい黄橙 ハ ケ ナデ 白色・黒褐色

YSA7・ 上層十ピット 甕 にぶい橙 にぶい黄橙 ハケ ナデ 赤色

YSA7 甕 橙 橙 ナデ ナデ 白色・黒色

YSA7。 上層 甕 橙 橙 ハケ 透明・白色 。赤色

YSA7・ _L層 甕 浅黄橙
にぶい黄橙
(スス付着)

ナ デ ナ デ 透明・半透明 。白色・黒色

125 YSA7・ ■層 甕 暗灰黄 暗黄褐 ハ ケ ナデ 透明 。赤色・黒色

YSA7 甕 にぶい黄橙 黒褐色 ハケ→ナデ ナデ 透明 。白色・黒褐色

YSA7 大甕 橙 にぶい橙 ハケ→ナデ ナデ 白色 。赤色 。褐色 三角突帯

YSA7 大甕 にぶい橙 橙 ハ ケ ナデ 白色 。赤色・褐色

YSA8・ 下層 甕 褐 明赤褐 ナ デ ハ ケ 白色・赤褐色 。キンウンモ

YSA9・ ■ l曹 一霊 橙 明黄褐 ナデ 白色 。赤褐色
櫛描直線文 。

櫛描波状文

YSA9・ 」ゴ書 甕 褐灰 にぶい黄橙 ナデ ナデ 透明 。白色・カクセン石

YSA9。
~下

層 甕
黒褐
(スス付着)

黒褐～灰黄褐 ナデ ナデ 透明・白色・カクセン石

YSA9・ 下層 甕 褐灰 にぶい赤褐 ナデ ナデ キンウンモ

YSA9・
~下

層 甕 にぶい黄橙 黒褐 ハ ケ 白色

YSA9。 _L層 一亜 にぶい褐 にぶい褐 ハ ケ ナデ 白色 。キンウンモ
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焉

農7 弥堂時代呻期遺構出豊血器観察襄

番号 出土区■層 器種

‐色調 器面調整
胎上含有鉱物等 備考

1外面 内面 外画 内面

YSA9・ 下層 一里 橙 浅黄橙 ナデ 白色

YSA10。 _LI書 甕 にぶい橙 にぶい黄橙 ハ ケ ハ ケ 褐色・黒色 亥」目突帯
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ヽ

表6 弥堂時代申期遺構出土豊器観察農

1番号 出土区●層 器種
1色調 器面調整

1金上含有鉱物等 備考
外面 内面 外面 内1面

YSA10。 」L層 甕 橙 にぶい黄橙 ハケ ハ ケ 褐色・黒色 刻目突帯

YSA10・ ■ゴ書 甕 浅黄橙 にぶい橙 ナデ 赤褐色 刻目突帯
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蓑9 弥筵時代中期遺構出血土器観察畿

番号 出土|=■1忌 器種
色調 1器面調整

胎:土含有鉱物等 備考
外面 内面 外苗 内面

YSA10 甕 橙 にぶい橙 ナデ ナデ 透明 。自色 。赤褐色 刻目突帯

YSA10・ ■i嚢 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハ ケ ナデ 透明・褐色 。赤褐色

YSA10。 」ヒ層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 黒色・カクセン石 黒髪式系

YSA10 甕
にぶい橙～褐
灰 (スス付着)

橙 ハ ケ ハ ケ 半透明 。白色 把手付

YSA10 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハ ケ ハ ケ 白色・褐色

YSA10 甕
にぶい褐
(スス付着)

にぶい橙 ハ ケ ナデ 半透明 。赤褐色 タガ状突帯

YSA10 甕 浅黄橙 にぶい黄橙 ナ デ ナデ 半透明 。自色・黒色

YSA10 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ミガキ 白色 。赤褐色 。キンウンモ タガ状突帯

YSA10・ 」ヒ層 にぶい黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 褐色

YSA10 甕 にぶい褐 にぶい橙 ナデ ナデ 褐色 。赤褐色

YSA10 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ハ ケ 褐色

YSA10 甕 橙～黒褐 橙～黒褐 ナ デ ナ デ 白色 。キンウンモ

YSA10・ 」
=チ

薔 甕 にぶい橙 褐灰 ハ ケ ハケ→ナデ 透明

YSA10・ ■l薔 甕 にぶい褐 褐灰 ハ ケ ナデ 白色・透明 。褐色

YSA10。 ■1∫薔 甕 橙 褐灰 ハ ケ ナデ 白色・褐色 。キンウンモ

YSAll 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

灰褐黄～にぶ
い黄褐

ハ ケ ナデ 白色

YSAll・ 上層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ 透明 。白色

YSAll。 上層 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

にぶい黄橙 ハ ケ ナデ 白色

YSAll・ 上層 甕
浅黄橙
(スス付着)

にぶい黄橙～
にぶい橙

ナデ ハ ケ 黒色 。赤褐色 三角突帯

YSAll・ 上層 甕
褐灰
(スス付着)

にぶい黄橙 ハ ケ ナデ 赤褐色

YSAll・ 下層 一里 浅黄橙～黄灰 黄灰 白色・赤褐色

YSAll・ 下層 甕 黄灰 明赤褐 ナデ ナ デ 半透明 。褐色

YSAll・ 下層 甕
にぶい黄橙～
暗灰黄

黄灰 ハ ケ ナデ 白色

YSA12。 東主柱穴 一亜 橙 橙 ミガキ ナデ 白色
一月瀬
納
文。
・埋
点
系
列
内

YSA12。 西主柱穴 。上層 甕 にぶい褐
灰黄褐～明黄
褐

ハケ→ナデ ハ ケ 褐色 。赤褐色 刻目突帯

YSA12・ 」二j書 甕 にぶい橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 刻目突帯

YSA12 甕 灰黄褐 にぶい橙 ナ デ ナ デ 透明 刻目突帯

YSA12・ 」三層 甕 にぶい褐 にぶい橙 ナデ ナデ 透明 。赤褐色 刻目突帯

YSA12 甕 褐灰 灰黄橙 ナデ ナデ 半透明・白色・赤褐色 刻目突帯

YSA12・ 」ヒ層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハ ケ ナデ 半透明 。白色 。赤褐色

YSA12・ 」ヒ層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ハ ケ ナデ 半透明 。白色

YSA12 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナ デ ナデ 透明 。白色 。赤褐色

YSA12・ 」二層 甕
灰黄褐～にぶ
い黄褐

灰黄褐～にぶ
い黄褐

ハケ→ナデ ハケ→ナデ 刻目突帯

YSA12・ 上層 甕 浅黄 淡黄 工具ナデ 白色 。赤褐色 。黒褐色

YSA12・ 」ヒ層 輩菫 にぶい黄褐色 黒褐色 ナ デ ナデ。オサエ 白色 。赤褐色

YSA12 甕 にぶい黄橙 にぶい橙 ハ ケ ハ ケ 褐色・赤褐色 刻目突帯
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表10 弥鯉時代率期遺構出土土器観察表

番号 出土区■層‐ 器種
色調 器面調整

胎|=含有鉱物1等 備考
外面 内面 1外面 内面

YSA12・ _L層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ハケ 刻目突帯

177 YSA12 甕 褐灰 にぶい黄橙 ハ ケ ナデ 透明 。白色 。赤褐色 刻目突帯

YSA12・ ■層 甕 灰黄褐 灰黄褐 ハ ケ ハ ケ 白色・黒色 刻目突帯

YSA12・ 上層 甕
にぶい黄橙～
灰黄褐

にぶい黄橙～
灰黄褐

ハケ→ナデ ハケ→ナデ 白色・褐色 三角突帯

YSA12・ _L層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナ デ ナデ 白色 。赤褐色

YSA12・ 」
=層

甕 橙 橙 ハ ケ ハ ケ 白色・褐色

YSA12 甕 にぶい橙 にぶい黄橙 ナデ ナ デ 褐色 。赤褐色

YSA13。 下層 一霊 明赤褐 明赤褐 ミガキ ミガキ 半透明 。白色 暗文

YSA13・ 上層 甕 明赤褐 明赤褐 ハ ケ ナデ 白色 。キンウンモ 三角突帯

YSA13・ 下層 甕
黒褐
(スス付着)

黒褐 ナデ ナデ 白色 。褐色

YSA13。 上層 甕 橙 橙 ハケ 褐色

YSA13。 上層 甕 明赤褐 黒褐 ナ デ ナデ 半透明・白色・カクセン石 三角突帯

YSA15 一霊
にぶい橙
(スス付着)

にぶい橙 ミガキ ケズリ→ナデ 透明 。赤褐色・黒色 三角突帯

YSA15。 上層 一菫 にぶい黄橙
にぶい黄橙～
浅黄橙

ナデ ナ デ 白色・褐色・灰色 多条突帯

YSA15。 上層 一里 暗褐 にぶい橙 ミガキ ナデ 白色・赤褐色 多条突帯

YSA15 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 半透明・白色

YSA15。 上層 甕 にぶい黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 赤褐色・灰色

YSA15。 下層 甕 にぶい褐 にぶい橙 ナデ ハ ケ キンウンモ 三角突帯

YSA15。 上層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 黒色

YSA15 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナ デ ナデ 赤褐色

YSA15 甕
黒褐
(スス付着)

灰褐色 ナデ ナデ 赤褐色

YSA15。 上層 甕 浅黄橙 にぶい黄橙 ハ ケ ハケ→ナデ 白色 。赤褐色

YSA15。 上層 甕
黒褐
(スス付着)

橙 ナデ ナデ 褐色 。赤褐色

YSA15。 上層 甕 橙 にぶい橙 ナデ ナデ 褐色

YSA15。 _L層 甕 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 白色・赤褐色
刻目突帯 。

下城式系

YSA15。 上層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄褐 ナデ ハ ケ 白色・褐色 三角突帯

202 YSA15。 _L層 甕
灰黄褐
(スス付着)

にぶい黄橙 ハ ケ ハ ケ 褐色 。黒色

YSA15。 上層 鉢
にぶい黄橙
(スス付着)

にぶい黄橙 ハ ケ ナデ 褐色 。赤褐色

YSA15。 上層 甕
黒褐
(スス付着)

にぶい橙 ナデ ナ デ 白色 。赤褐色

YSA15。 上層 甕 浅黄橙 にぶい黄橙 ハ ケ ナデ 褐色 。赤褐色

206 YSA15。 上層 甕
灰黄褐
(スス付着)

にぶい黄褐 ハ ケ ハ ケ 透明 。白色 。赤褐色

207 YSA15。 上層 甕 灰褐 橙 ナデ ナデ キンウンモ

YSA15 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 白色 。褐色

209 YSA15。 上層 甕
黒褐
(スス付着)

にぶい褐 ナデ ナデ 透明 。自色

YSA15 甕 灰褐 灰褐 ナデ ナデ 白色 。赤褐色 。キンウンモ

YSA15・ _L層 甕 橙 橙 ナデ ナ デ 半透明 。白色・黒色 刻目突帯
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表11 弥笠時代申覇遺構出血血器観察簑

番号 出土区●層 糠
1色調 器面調整

胎土含有鉱物等 備考
1外画 内面‐ 外画 内面

YSA15 甕 にぶい橙 にぶい橙 ハ ケ ハ ケ 半透明 。自色 。黒色

YSA15。 上層 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

にぶい橙 ナデ ナデ 白色・褐色 三角突帯

YSA15。 上層 鉢 にぶい橙 橙 ナデ ナデ 透明・黒色

YSA15。 上層 鉢 浅黄橙～橙 灰黄褐 ナデ オサエ 透明 。白色 。赤褐色

YSA15。 上層十下層 甕 浅黄 灰白～黄灰 t\r_tf 7 ハ ケ 透明・白色 三角突帯

YSA15。 上層 甕 明赤褐 明赤褐 ナデ ナデ 半透明・褐色・黒色

YSA15。 上層 十里 浅黄橙 にぶい黄橙 ミガキ ミガキ 白色 。褐色

YSA15。 上層 甕 にぶい橙 ハ ケ 透明 。半透明 。赤褐色

YSA15。 上層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハ ケ ナデ 透明・白色 。赤褐色 YSA7と接合

YSA15・ _L層 甕 浅黄橙 にぶい橙 ナデ ナ デ 透明 。白色 。赤褐色

222 YSA15。 上層 甕 浅黄橙 里
（

ハ ケ ナデ 透明 。自色

YSA16・ 」三層 士里 橙 橙 白色 。褐色

224 YSA16・ 」三層 十里 にぶい橙 にぶい橙 ミガキ ミガキ 白色 。赤褐色

225 YSA16 一亜 橙 橙 工具ナデ ナデ 白色 。赤褐色 突帯

226 YSA16 奎霊 にぶい橙 橙 ハケ ナデ ナ デ 褐色 。赤褐色

227 YSA16。 上層 一里 橙 橙 ミガキ 工具ナデ 白色 。褐色 。灰色 。赤褐色

YSA16 十里 橙 橙 ナデ ナデ 白色 。キンウンモ M字状突帯

229 YSA16 一霊 橙 橙 工具ナデ ナデ 白色 。キンウンモ 三角突帯

230 YSA16 一亜 橙 橙 ミガキ ナデ 赤褐色・黒色 丹塗

YSA16 甕 橙 橙 ナデ ナデ 白色 。キンウンモ 沈線 。円子L

232 YSA16 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ キンウンモ

YSA16 甕 にぶい赤褐 にぶい赤褐 ナデ ハ ケ 白色 。キンウンモ

YSA16・ 」ヒ層 甕 灰褐 にぶい赤褐 工具ナデ ナデ 白色 。キンウンモ

235 YSA16 甕 明赤褐 明赤褐 ハ ケ ハケ 白色 。キンウンモ 沈線

236 YSA16 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 灰色 。赤褐色

237 YSA16 甕 にぶい橙 にぶい橙 ハ ケ ナデ 白色 。赤褐色 。キンウンモ

YSA16・ 」ヒ層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 白色 。キンウンモ 三角突帯

239 YSA16・ _Lサ曹 甕 にぶい褐 にぶい褐 ナデ ナ デ 白色 。赤褐色 。キンウンモ 三角突帯

YSA16 甕 にぶい褐 にぶい橙 ナデ 工具ナデ 赤褐色

YSA16 甕 にぶい橙 にぶい橙 ハ ケ ナ デ 赤褐色・黒色 三角突帯

242 YSA16・ 」ヒ層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ハケ→ナデ ナ デ 白色 。キンウンモ 沈線

243 YSA16・ 」■j習 甕 灰褐 にぶい橙 ナデ ナデ 白色 。キンウンモ

YSA16・ 」ヒ層 甕
にぶい赤褐～
灰褐

灰褐 ナデ ナデ 虔色 。キンウンモ

YSA16・ _L層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 白色・褐色・黒色 刻目突帯

246 YSA16。 」L層 甕 にぶい褐 にぶい橙 ハ ケ ナ デ 白色 。赤褐色

YSA16 甕 灰黄褐 灰黄褐～褐灰 ミガキ ハ ケ 半透明 。自色 。褐色
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表10 弥堂時代申期遺構出土土器観察簑

番号 出土区■層 器種
色調 器面調整

憶合土含有鉱物等 備考
外面 内面 外面 内画

YSA16・ 」ヒ層 甕 にぶい赤掲 にぶい赤褐 ハ ケ ナデ 白色 。キンウンモ

YSA16 甕 にぶい橙 にぶい橙 ハ ケ ハケ 赤褐色 下城式系

YSA16 甕 橙 橙 ミガキ ナ デ 白色 。赤褐色 。キンウンモ

YSA16・ ■i詈 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 白色 。褐色

252 YSA16。 _L層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 赤褐色

253 YSA16 甕
黒褐
(スス付着)

灰褐 ナデ ハ ケ 赤褐色 櫛描波状文

YSA16 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ミガキ ナデ 赤褐色・灰色・黒色

255 YSA16・ ■i画 甕 褐灰～灰黄褐 灰黄褐 ナデ ナデ 白色 。赤褐色

256 YSA16・ 下層 甕 浅黄橙 にぶい橙 ハ ケ ナデ 自色 。赤褐色 。黒色

257 YSA16 甕 明赤褐 橙 ミガキ ナデ 半透明 。白色・カクセン石 突帯

YSA16 甕 褐 にぶい褐 ミガキ ミガキ 白色 。赤褐色 突帯

259 YSA16・ T′薔 甕 にぶい橙 にぶい橙 ミガキ ナデ 透明 。白色 。キンウンモ

YSA16 甕 にぶい赤褐 にぶい赤褐 ナデ ナ デ 半透明 。白色 。赤褐色

YSA16・ 土ゴ薔 甕 にぶい橙 黒褐 工具ナデ ナデ 白色 。赤褐色 。キンウンモ

262 YSA16。 1ヒ層 甕 にぶい橙 にぶい褐 ミガキ ナデ 白色 。赤褐色

263 YSA16・ ■l曹 甕 にぶい赤褐 にぶい赤褐 ミガキ ミガキ 白色・赤褐色

264 YSA16・ _L層 甕 明褐 にぶい赤褐 ミガキ ミガキ 白色 。赤褐色

265 YSA16 甕 にぶい赤褐 にぶい赤褐 ミガキ ミガキ 白色 。赤褐色 突帯

266 YSA16。 上ゴ薔 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

にぶい黄橙 ミガキ 白色・カクセン石 突帯

267 YSA16・ _L層 甕 明赤褐 にぶい赤褐 ミガキ ミガキ 白色 。赤褐色 突帯

YSA16 甕 にぶい橙 にぶい橙 ハ ケ ハ ケ 白色 。キンウンモ

YSA17・ 上層十下層 甕 にぶい黄褐 にぶい黄橙 ハ ケ ナデ 赤褐色・黒色 刻目突帯

YSA17・ 上層 甕 灰褐 にぶい橙 ナデ ナデ 白色・黒色 。キンウンモ

YSA17・ 」二l習 甕
にぶい褐
(スス付着)

橙 ナデ ナデ 半透明・黒色

272 YSA18 甕 橙 橙 ハ ケ 白色 。赤褐色・黒色

273 YSA18・ 上̈1曹 一亜 にぶい黄橙 黄灰 ナデ ナ デ 白色 。赤褐色・黒色

YSA18 甕 にぶい褐 明赤褐 ナデ ナデ 白色 。赤褐色 。キンウンモ

YSA18。 上層 甕 灰黄褐 黄灰～黄褐 ハ ケ ハ ケ 白色 。キンウンモ

YSA18 甕 にぶい黄橙 褐 ナ デ ナデ 半透明 。白色 。赤褐色

277 YSA18・ _L層 鉢 浅黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 半透明 。自色 。赤褐色・黒色

278 YSA18 甕
灰褐
(スス付着)

にぶい黄橙 ナデ ハ ケ 白色 。赤褐色 。黒色

279 YSA18 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

にぶい黄橙 ナデ ナデ 半透明 。白色 。赤褐色

YSA18 甕 にぶい褐 橙 ハ ケ ハ ケ 赤褐色・黒色

YSA18 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハ ケ ハ ケ 白色

YSA18 甕 褐 (スス付着) 褐 ナデ ナデ 白色 。赤褐色 。キンウンモ

283 YSA18 甕 褐灰 にぶい赤褐 ナ デ ナデ 白色 。赤褐色 。キンウンモ
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表13 弥生時代中期遺構出土土器観察表

1番1号 出土さ|1穐 1器種
色調 器面調整

月合土含有鉱物等 備考
外面 内面 1外薔 内面

YSA18・ 」ヒ層 甕 浅黄
にぶい黄橙～
浅黄

ナデ ナデ 灰色・黒色 三角突帯

YSA18・ 下層 甕 にぶい黄橙 黒褐 ナデ ナ デ 白色 。橙色

YSA18 甕 褐灰 にぶい橙 ハ ケ ハ ケ 白色・褐色

287 YSA18。 上層 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

黄灰 ナデ ハケ→ナデ 赤褐色・黒色

288 YSA18・ 」ヒ層 甕 にぶい黄橙 オリーブ黒 ハ ケ ナデ 白色 。赤渇色・灰色

289 YSA18・ 」L層 鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハ ケ 半透明 。白色 。赤褐色

YSA18・ 」ヒ層 甕
にぶい橙～
にぶい黄橙

褐灰 ナデ ハ ケ 白色・赤褐色・黒色

YSA18 0」ヒ層 甕 黄橙 里
（

ナデ ナデ 白色 。赤渇色・灰色

292 YSA19・ 」ヒ層 一里 にぶい橙 橙 ハケ→ナデ ナデ 灰色 。赤褐色 突帯

293 YSA19。 上層 十里 浅黄橙 にぶい橙 ナ デ ナデ 半透明 。赤褐色

YSA19・ 」ヒ層 一里 にぶい橙 にぶい橙 ミガキ ミガキ 白色・黒色

YSA19 一里 橙 橙 ミガキ (暗文) ミガキ 白色 。黒色 丹塗

YSA19・ 」ヒ層 十霊 橙 橙 ミガキ (暗文) ミガキ 白色・黒色 丹塗

297 YSA19・ 」L層 甕 灰褐 にぶい褐 ナデ ナデ 白色 突帯

YSA19・ 」三月曇 甕 褐灰 にぶい褐 ナ デ ハ ケ 自色 。キンウンモ

299 YSA19・ 」L層 にぶい黄褐 にぶい黄褐 ナ デ ナデ 白色 。赤褐色 突帯

YSA19。 上層 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

にぶい黄橙 ハ ケ ハ ケ 半透明 。白色・褐色 。赤褐色 突帯

YSA19・ 」■層 素霊 にぶい橙 明赤褐 ナデ ナデ 赤褐色・灰色

YSA19。 上層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナ デ 半透明 。白色 。キンウンモ

YSA19。 上層 甕 黒褐 黒褐 ナデ ナデ 白色

304 YSA19・ 」己層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 白色・赤褐色

YSA19・ 」二層 甕 にぶい黄橙 にぶい橙 ナデ ナデ 自色 。赤褐色 突帯

YSA19 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

にぶい橙 ナ デ ナデ 白色 。赤褐色 。灰色 。黒色

307 YSA19。 」二層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナ デ 透明 。赤褐色 突帯

YSA19・ ■ゴ警 甕
にぶい黄褐
(スス付着)

灰黄褐 ハ ケ ハ ケ 白色・赤褐色

YSA19 甕 褐灰 にぶい黄橙 ナデ ナデ 半透明 。赤褐色・黒色

YSA19。 ■l響 甕 灰褐 褐灰 ナデ ハ ケ 白色

YSA19。 上層 甕 にぶい黄橙 褐灰 ナデ ハ ケ 白色 刻目突帯

YSA19・ 」ヒ層 甕
灰褐
(スス付着)

灰褐 ナデ ナ デ 半透明・黒色 刻目突帯

YSA19 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハ ケ ハ ケ 白色・褐色 刻目突帯

YSA19。 ■lj警 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 白色・褐色

YSA19 甕 にぶい褐 黒褐 ナデ。オサエ ナデ 赤褐色 。キンウンモ

YSA19。 ■層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 白色 。赤褐色

YSA19。 」二層 甕 浅黄橙 にぶい橙 ハ ケ ナデ 灰色・黒色

YSA19・ 」三層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナ デ ナデ 赤褐色 。灰色

YSA19。 」二層 大甕 にぶい黄橙 橙 ナデ ナ デ 白色 。赤褐色 。キンウンモ
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表14 弥堂時代呻期遺構出土血器観察蓑

番号 出土EXI●層 枷
(彗司司 器面調整

胎上含有鉱物等 備考
外面| 内面| 1外面 内箇

320 YSA19 甕 にぶい黄橙 褐灰 ナデ ナデ 白色 。褐色

YSA19・ 」ヒ層 甕 にぶい褐 褐 ナ デ ナデ 白色 。キンウンモ

322 YSA19・ 」ヒ層 一里 にぶい黄橙 灰白 ミガキ 白色 。赤褐色

323 YSA19。 1ヒ層 彙霊 黒褐 褐灰 ミガキ 褐色・灰色 。黒色

324 YSA20。
~下

層 甕 灰黄褐 黄褐 ハ ケ ナ デ 白色 。キンウンモ 沈線文

325 YSA20・ _L層 一翌 橙 橙 褐色 。赤褐色 。灰色

326 YSA20。 _L層 一里
にぶい黄橙～
黄灰

にぶい黄橙～
黄灰

ナ デ ナ デ 自色

327 YSA20。 上層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハ ケ ハ ケ 白色 。赤褐色・灰色 口縁部に穿孔

YSA20 0_LI習 甕 橙 橙 ハ ケ 工具ナデ 白色・褐色 。赤褐色 刻目突帯

YSA20。 _Ll層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ミガキ ナデ 白色

YSA20・ _Lj層 甕 明赤褐 にぶい褐 ナデ ナデ 白色 。キンウンモ

YSA20。 」二j層 甕 にぶい黄橙 橙 ナデ ナデ 白色 。キンウンモ

332 YSA20。 」二l習 甕
暗褐
(スス付着)

橙～にぶい褐 ナデ ナデ 白色 。キンウンモ

333 YSA20・ _Lサ習 甕 橙 橙 ナデ ナデ 白色 。キンウンモ

YSA20。 _Lj層 甕
灰黄褐～
にぶい黄橙

にぶい黄橙 ナデ ハ ケ 赤褐色・灰色

335 YSA20。 _L層 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

にぶい黄橙 ナデ ナデ 赤褐色

YSA20。 」ニサ書 甕
暗灰黄
(スス付着)

にぶい黄橙 ハ ケ ナ デ 白色

337 YSA20。 _Lj曹 甕 橙 黒褐 ハ ケ ナデ 白色 。キンウンモ

YSA20 把手

339 YSA21・ _Lサ警 甕 灰黄褐～橙 橙 ハ ケ ハ ケ 白色 。キンウンモ 三角突帯

YSA22・ _LI曹 甕 赤褐 灰褐 ナデ ナデ 半透明・カクセン石 突帯

YSA23・ _L層 十里 にぶい橙 にぶい橙 ナデ 半透明 。灰色・赤褐色 突帯

YSA23 一里 浅黄橙 曳黄橙～褐灰 ミガキ ナデ 赤褐色 。灰色

YSA23・ _L層 奮霊 橙～暗灰黄 黄灰 白色 。赤褐色 突帯

YSA23・ _L層 甕 灰黄褐 にぶい赤褐 ナデ ナデ 白色・赤褐色 。キンウンモ 沈線

345 YSA23・ _L層 甕 褐灰 にぶい赤褐 ナデ ナデ 白色 。赤褐色 。キンウンモ

YSA23 甕 褐灰 にぶい赤褐 ハ ケ ハ ケ 白色 。赤褐色 。キンウンモ 沈線

YSA23・ ■
=′
警 甕

にぶい黄橙～
褐灰 (スス付着)

橙 工具ナデ ナデ 透明 。白色 。赤褐色

YSA23・ T′薔 甕 暗灰黄 にぶい黄橙 ナデ ナデ 白色 。赤褐色 。キンウンモ 三角突帯

YSA23・ _L層 甕 褐灰 にぶい橙 ナデ ナデ 白色 。赤褐色 。キンウンモ

350 YSA23・ ■層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 灰色 。赤褐色 突帯

YSA23・ 」二1奮 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 半透明 。赤福色

352 YSA23・ _L層 甕 にぶい赤褐 にぶい褐 ナデ ナデ 白色 。キンウンモ

353 YSA23・ ■層 甕 褐灰 にぶい褐 ナデ ナデ 白色 。キンウンモ

YSA23 甕 黄灰 にぶい黄橙 ナデ ナデ 赤褐色

355 YSA23 甕 にぶい黄 黒褐～灰黄 ナデ ナデ 白色

-108-



表15 弥笙時代甲覇遺鸞出血血器観察表

番号 出■区●層‐ 器種
色調 器面調整

胎土1含有鉱物等 備考
外面 内面 1外面 内面

356 YSA23・ ■層 甕 にぶい黄 黒褐～灰黄 ナデ ナデ 白色 。赤褐色 。キンウンモ

357 YSA23・ _LI警 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

にぶい橙 ハ ケ ハ ケ 半透明 。白色 亥」日突帯

YSA23・ 上層 甕
にぶい黄橙～
橙

橙 ハ ケ ハ ケ 透明・黒色 刻目突帯

YSA23・ _Lサ書 甕 褐灰 にぶい黄橙 ナデ ナデ 白色 。赤褐色 刻目突帯

YSA23・ 上層 甕 にぶい黄橙 にぶい橙 ハ ケ ハ ケ 白色 。赤褐色 刻目突帯

YSA23・ _L層 甕 にぶい黄橙 褐灰 ハ ケ ナデ 白色・灰色

YSA23・ …Lサ書 甕 にぶい黄 暗灰黄 ハ ケ ナ デ 白色・灰色

363 YSA23・ 土ゴ警 甕
にぶい黄橙～
にぶい橙

褐灰 ナ デ ナ デ 白色 。灰色

YSA23。 _L層 甕 にぶい黄橙 褐 灰 ハ ケ ナデ 半透明 。白色 。灰色

YSA23・ 上層 鉢
にぶい黄橙
(スス付着)

橙 ナデ ナデ 白色・赤褐色

366 YSA23・ 上層 甕 にぶい黄橙
にぶい黄橙～
にぶい黄

ナデ ナデ 赤褐色・黒色

367 YSA23・
~下

サ曹 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

橙 ナデ ナデ 半透明 。赤褐色

YSA23・ ■層 甕 暗灰黄 暗灰黄 ナデ ハ ケ 白色・赤褐色

YSA23・ 下層 甕
にぶい赤褐～
橙 (スス付着)

にぶい黄褐～
黄灰

ナデ ナデ 透明 。白色 。赤褐色 突帯

370 YSA23・ 下層 甕 にぶい黄橙
浅黄橙～
にぶい黄橙

ハ ケ ハ ケ 赤褐色 亥」目突帯

YSA23・ ■層 甕 にぶい黄橙 にぶい橙 ハ ケ ハ ケ ナデ 白色 。赤褐色 刻目突帯

372 YSA23・ _L層 甕 にぶい黄橙 灰黄 ハ ケ ナ デ 白色 刻目突帯

373 YSA23・ 上層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハ ケ ナデ 半透明 。赤褐色

YSA23・ _L層 甕 灰黄褐 にぶい黄橙 ナデ ハ ケ 白色・黒色

375 YSA23・ ■層 甕 にぶい黄橙 橙 ナデ ナデ 白色 。赤褐色

376 YSA23・ ■ゴ曹 甕 橙 にぶい橙 ナデ ナデ 半透明 。赤褐色

377 YSA23・ _L層 甕
にぶい黄橙～
黄灰

にぶい黄橙 ナデ ナデ 白色・赤褐色

378 YSA23・ ■l書 甕 にぶい黄橙
浅黄～
にぶい橙

ナデ ナデ 赤褐色・灰色
線
機
沈
文
(矢羽根

379 YSA23・
~下

層 甕 にぶい黄橙 黒褐 ナデ ナデ 白色・赤褐色 。キンウンモ

YSA23・ ■W膏 甕 橙～にぶい橙 褐灰 ナ デ ナ デ 白色 。赤褐色

YSA23・ ■層 甕 橙 (スス付着) 橙 ナ デ ハ ケ 赤褐色・灰色 幻目突帯

382 YSA23・ Tj薔 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 赤褐色・黒色 刻目突帯

YSA23・ ■層 甕 にぶい黄橙 浅黄 ハ ケ ナデ 白色 。赤褐色

YSA23・ _上層 甕 暗灰黄 にぶい橙 ナデ ナデ 白色

YSA23。 上層 甕 にぶい黄橙
にぶい黄橙～
暗灰黄

ハ ケ ナデ 白色 。赤褐色

YSA23・ ■1′薔 甕 浅黄橙～橙
暗灰黄
(スス付着)

ハ ケ ハケ 白色・黒色

387 YSA23。 _L層 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

にぶい黄褐 ハ ケ ナ デ 白色 。赤褐色

YSA23・ _L泥雪 甕 にぶい黄橙 にぶい橙 ハ ケ ナデ 半透明・白色 。赤褐色

YSA23 大甕
橙～褐灰 (ス
ス付着)

橙 ナデ ナデ 白色・赤褐色 。キンウンモ 突帯

YSA26・ 土li詈 甕 にぶい黄褐 にぶい黄橙 ナ デ ナデ 透明 。自色

YSA27・ 下層 一里 橙 橙 ミガキ (暗文) ミガキ 半透明 。白色 丹塗
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表16 弥盤時代率期遺構議土圭器観察表

番号| 出土殿 |1層 1鞭
色調 1器面調整

胎上含有鋸物等 備考
1外面 1内面 外面 内面

392 YSA27・ _L層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 赤褐色

393 YSA27・ _L層 甕
灰黄褐
(スス付着)

暗灰黄 ナデ ナデ 白色

YSA27・ 」ュl雇 甕 にぶい黄褐 にぶい橙 ナデ ナデ 灰色・赤褐色

395 YSA27・ ■1′曹 甕
灰黄褐
(スス付着)

にぶい橙 ハ ケ ナデ 灰色 。赤褐色 突帯

396 YSA28 一里
にぶい褐～褐
灰 (スス付着)

にぶい褐～褐
灰

ミガキ 正具ナデ 白色 。キンウンモ 突帯

YSA28・ ■lj蓄 甕 灰黄褐 灰黄褐 ナデ ナデ 半透明 。自色

398 YSA28・ ■′讐 甕 にぶい橙～褐灰 にぶい橙 ナデ ナデ 白色 。赤褐色

399 YSA28・ ■lj書 甕
にぶい橙
(スス付着)

にぶい橙 ナデ ナデ 白色・赤褐色

YSA28・ _L層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハケ ナデ 灰色 。赤褐色

YSA28・ 」二1警 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハ ケ ハ ケ 透明 。赤褐色・黒色 刻目突帯

YSA28・ 圭lj薔 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハケ ナデ 半透明 。赤褐色

YSA28・ ■ξj書 甕 にぶい橙
にぶい橙
(スス付着)

ハケ ハ ケ 白色 。キンウンモ

YSA28・ ■ゴ冒 警霊 にぶい橙 にぶい橙～褐灰 白色 。赤褐色 。キンウンモ

YSA29・ ■1,国 甕 浅黄橙 浅黄橙 灰色 。赤褐色
呟Ｎ
△
口
ＹＳＡ
雄

(254)

YSA29。 ■ll醤 甕 灰黄褐 にぶい黄橙 ハ ケ ハ ケ 白色

Ａ２
内
ＹＳ
坑

下層 。中央土
甕 にぶい橙 にぶい黄橙 ナデ ハ ケ 白色 刻目突帯

YSA29 甕 明赤褐 にぶい黄橙 ナ デ ナデ 白色

YSA29・ ■層 甕 灰黄 浅黄 ナデ ナデ 透明・カクセン石

YSA30。 _L層 甕
灰黄褐
(スス付着)

にぶい褐 ナデ ハ ケ 白色 。透明 。キンウンモ 三角突帯

YSA30 甕 にぶい褐 黄橙 ナデ ナデ 白色 。キンウンモ

YSA30。 ■lj警 一里 灰黄褐 にぶい黄橙 ミガキ ナデ 灰色・赤褐色 沈線

YSA30 甕 褐灰 にぶい黄橙 ナデ ナデ 白色・黒色 突帯

YSA30 甕 にぶい黄橙 ナデ 白色・褐色

YSA30 甕 にぶい黄橙 暗灰黄 ハ ケ ナデ 白色

YSA30・ 土二j詈 一堕
にぶい赤褐～
橙

橙 ミガキ ナデ 白色 。キンウンモ

YSA33・ 上層+下層 甕
浅黄橙～にぶ
い橙 (スス付着)

浅黄橙～にぶ
い黄褐

ハ ケ ハケ 灰色・赤褐色 刻目突帯

YSA33 甕 橙 橙 ナデ ナ デ 白色・赤褐色 。キンウンモ

YSA33・ _L層 甕 にぶい黄橙 橙 ナデ ナデ 白色

YSA34 鉢 ? 浅黄 浅黄 ナデ ナ デ 赤褐色
刻 目突 帯 文
期 ?

YSA35。 上層 甕
にぶい黄褐
(スス付着)

にぶい褐 ナデ ナデ 白色

YSA36・ 上層 甕 明赤褐
にぶい黄橙～
黄灰

ナデ ナデ 白色 。キンウンモ

YSA36・ ■i醤 甕 にぶい橙
にぶい黄橙～
黄灰

ナ デ ナデ 白色 。赤褐色 。キンウンモ

424 YSA36・ ■li醤 甕 黒褐 暗灰黄 ナデ ナデ 透明 。白色 突帯

YSA39 量里 橙 橙 ミガキ ミガキ 白色 丹塗

YSA39 甕 にぶい黄橙 橙 ナデ ナデ 黒色

427 YSA40。 上層+下層 甕 灰黄褐 黒褐 ナデ ナ デ 白色 突帯
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表17 弥生時代寧期遺構出土土器観察襄

番号 出土区●層 器種
色調 器面調整

胎上含有鉱物等 備考
外面 内面 外面 内面

YSA40。 上層 甕 灰黄褐 黒褐 ナデ ナデ キンウンモ

YSA42・ 主柱穴 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

にぶい黄橙 ハ ケ ハ ケ 自色・赤褐色

YSA42・ 中央土坑 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

浅黄橙 ハ ケ ナデ 白色 。赤褐色

YSA42。 中央土坑 甕 橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 赤褐色・カクセン石 黒髪式系

YSA42 甕 灰褐 ナデ ナデ 赤褐色 。キンウンモ

433 YSA42・ 床面 甕 橙 橙 ナデ ナデ 灰色 。赤褐色 沈線・穿子L

YSA42 甕 橙 (スス付着) にぶい橙 ハ ケ ハ ケ 白色・褐色
年代測定サン
プル (2140士
40`年二BP)

435 YSA42 甕 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ハ ケ 灰色・赤福色

436 YSA43。 主柱穴 甕
にぶい橙
(スス付着)

にぶい橙 工具ナデ ハ ケ 赤褐色 埋納

437 YSA43 甕
灰黄褐
(スス付着)

浅黄 ハケ ハ ケ 白色 。赤褐色

YSA43 甕 褐灰
にぶい黄橙～
灰黄褐

工具ナデ 工具ナデ 白色 。赤褐色

YSA43 一里 にぶい褐 黒褐 ミガキ ナデ 歯色 。赤褐色

YSA45 甕 浅黄 浅黄 正具ナデ ナデ 灰色

YSC5 畿霊 にぶい黄橙 橙 ナデ ナデ 灰色・赤褐色 突帯

YS⊂ 6。 上層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ハ ケ ハ ケ 白色 。灰色 突帯

YS⊂ 6。 上層 一里 浅黄橙 浅黄橙 ナ デ ミガキ 灰色 。赤褐色

YS⊂ 6。 上層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ 白色・灰色

YS⊂ 6・ ■l醤 甕 にぶい橙 にぶい橙 ハ ケ ナデ 白色

552 YS⊂ 6。 上層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ミガキ ナデ 灰色 。赤褐色

553 YS⊂ 12・ 上層 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

にぶい黄橙 ハ ケ ハ ケ 透明 。自色

554 YS⊂ 12 一亜 にぶい橙 にぶい橙 ミガキ ナデ 白色・灰色 櫛描直線文

555 YSDl・ 上層 甕
にぶい橙
(スス付着)

にぶい橙 ナデ ナデ 灰色 。赤褐色

556 YSD2・ …上層 甕 にぶい橙 ナデ 白色

559 甕 にぶい黄橙 灰黄褐 ナデ ナデ 白色 。褐色・黒色

甕 橙 橙 ナデ ナ デ 半透明 。白色 。キンウンモ

里 にぶい橙 褐灰 ナデ ナデ 半透明 。自色 。キンウンモ

YSSl 小皿 灰自 灰白 ナデ ナデ 黒色・赤褐色 中世土師器

な穴饉魃跡臨鰤炒聰

Yu贔鵞臨堂蛉雉 (M鶴9)

両端が欠損した丸みのある角柱状の砥石が出土している。4姻 は 3面に使用痕と思われる研磨痕

が見られる。また、平壇面の一部には敲殴痕も見られ、敲石としても使用している。残存長 5.Ocm、

幅 7.3cm、 厚さ 4.4crn、 重さ 320g、 糸田粒砂岩。

YuAs hmm耗 (M59)
磨石 0敲石が 1点出土している。繰聾2は楕円形の扁平な礫を利用しており、扁平部は両面ともに

研磨されている。側面全体の約 4分の 3の部位に敲打痕が残り、側面を敲石として使用している。

長さ 7.9cm、 幅 7.lcm、 厚さ 3.Ocrn、 重さ 240g、 糸田粒砂岩。
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WSAフ 謳量涸踪 (M鶴9)

磨製石鏃 3点 とその素材と思われる剥片が 1点出土している。囃囃Sは平面形が三角形で基部に袂

りのないタイプの磨製石鏃で、一部に剥離が見られる。長さ 1.7cm、 幅 1.7cm、 厚さ 0.lcm、 重さ 0.4g、

凝灰質頁岩。媚44は下層から出土した。基部は欠損しており、両面ともに研磨されている。残存長

1.8crn、 幅 1.5cm、 厚さ 0.lcm、 重さ 0。 4g、 凝灰質頁岩。4燿うも基部の欠損した磨製石鏃片である。

残存長 1.3crn、 幅 1,Ocm、 厚さ 0.lcm、 重さ 0.2g、 凝灰質頁岩。4饉うは下層から出土した剥片で、石材・

形状等から磨製石鏃の素材と思われ、一部に調整加工が見られる。長さ 2.l crn、幅 2.2cm、厚さ 0.lcm、

重さ 1.Og、 凝灰質頁岩。

YuÅ8麟堂涸蝙 (M鶴9)

床面直上から磨製石鏃片が 1点出土している。瘍フは先端部と基部の片側を欠損している。両面とも

に研磨されており、扶りのないタイプである。残存長 2.Ocrn、 幅 1.8crn、 厚さ 0.2crll、 重さ 1.4g、黒色頁岩。

YuÅ鵞◎畿量鯰雉 (M Og)

剥片 2点と石皿 1点、軽石加工品が 2点出土している。449は縁辺部に整形のための調整加工が

加えられており、石材 0形状から石鏃の素材と思われる。長さ 2.5cm、 幅 2.3cm、 厚さ 0.4cm、 重さ

3.3g、 凝灰質頁岩。導導,も調整加工痕のある剥片で、石鏃の素材と思われる。長さ 3.5cm、 幅 2.Ocm、

厚さ 0.6cm、 重さ 6.lg、 凝灰質頁岩。聰0は上層から出土した石皿で、表面は使用により平滑でや

や窪んでおり、裏面の一部にも整形のための研磨痕が見られる。また、側面の一部には敲打痕が見ら

れ、敲石としても使用している。長さ 11.9cm、 幅 17.5crn、 厚さ 4.6cm、 重さ 1,420g、 細粒砂岩。

糧5環 は上層から出土した軽石加工品で、表面中央部に長さ 14cm、 幅 5cmの縦長の凹部を有し、そ

の中央にほぼ直線状に並んでサイズの異なる先端の平らな工具で浅い穴を扶っている。工具痕が明瞭

な穴は 3箇所で、中央の穴は深さ 0。9cmである。全体が凹部も含め縦長方向へ研磨されている。長

さ 20.5cm、 幅 9.4cm、 厚さ 5.8cm、 重さ 290g。 囃5な も小型の軽石加工品で、扁平な楕円状の製品

である。長さ 3.4cm、 幅 2.6cm、 厚さ 1.4cm、 重さ 4g。

YSAl¶ 饉量涸蝙 (M59)

磨製石鏃片 2点、粗製剥片石器 1点が出上している。聾50は床面直上で出土したもので、先端部

が一部欠損している磨製石鏃である。長さ 2.3cm、 幅 1.6cm、 厚さ 0.lcm、 重さ 1.2g、 凝灰質頁岩。

礫5蝶 は平面形が舟形を望し、両面を研磨している。明瞭な刃部の研ぎ出し及び基部の調整研磨がなく

整形途中の磨製石鏃と思われる。長さ 3.5cm、 幅 1.7cm、 厚さ 0。 2cm、 重さ 2.Og、 凝灰質頁岩。導15

は下層で出土した粗製剥片石器で、一部には被熱のためスス状のものが付着している。平面形は三角

形状で 1辺の一部に片面から調整加工を加え、厚手の刃部を作っている。スクレイパーの用途が考

えられる。長さ 11.4crn、 幅 11.3cm、 厚さ 1.3cm、 重さ 220.Og、 両輝石安llJtt a。

Y艤Å鵞量麟量⑮炸 (Mフ⑥)

打製石鏃 1点、磨製石鏃片 1点、磨石・敲石 1点、砥石 1点が出土している。4う0は横長の剥片

を利用し、基部には緩やかな弧状の扶りを有する打製石鏃で上層から出土した。縄文後、晩期のもの

か。長さ 2.4cm、 幅は 2.Ocm、 厚さ 0.4cm、 重さ 0.9g、 無斑昌質安山岩。囃57は床面直上で出土し

た磨製石鏃片で、先端部及び基部の片側端部を欠損している。表裏とも3面に分けて研磨し刃部を

研ぎ出しており、中央の面は両面ともやや窪んでいる。扶りを持つタイプである。残存長 1.9cm、 幅

2.Ocm、 厚さ 0.2cm、 重さ 1.lg、 黒色頁岩。438は小型の棒状の磨石 0敲石で、側面のやや平坦な部

分を磨石として使用している。また、両端部には敲打痕がみられ、敲石としても使用している。長さ

8.2cm、 幅 2,7cm、 厚さ 2.4cm、 重さ 86g、 細粒砂岩。囁59は大型の砥石で、上層から出土した。表

面の緩やかな局面と倶J面を砥面として利用している。また、裏面も平滑で整形調整用に研磨したもの

と思われる。長さ 41.8cm、 幅 16.lcm、 厚さ 10.4cm、 重さ 7,600g、 細粒砂岩。

Y5Å霧3饉董饉雉 (M71)

調整加工のある剥片 1点が出上している。鶉OOは裏面の一部に自然面を残した粗製剥片石器で、片面

から調整加工を加え、厚手と薄手の刃部を作っている。打製石斧の破片の可育旨性も残るが、スクレイパー

の機能を持つ剥片石器とした。長さ 4.8cm、 幅 8.3crn、 厚さ 0.6clln、 重さ 25.2g、 頁岩源ホルンフェルス。
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Y膠Å環蝶麟韮涸艤 (肉 7通 )

打製石鏃 1点が上層から出土した。ttG環 は表裏面ともに細かな調整加工で整形しており、U字状の

挟りを有する。縄文後、晩期のものか。長さ 2.Ocm、 幅 1.6cm、 厚さ 0.3crn、 重さ 0.7g、 チャート。

YSA¶ 5饉趙鯰耗 (Mツトツロ)

剥片石器 1点と剥片 1点、軽石加工品 1点が上層で出土している。導0な は断面が大まかな調整によっ

て菱形状を里する粗製剥片石器である。側縁の一部に両面より細かな調整加工を加えているが、実測

図下部の縁辺全体及び上部縁辺の調整加工のない部位の両面に光沢のあるコーングロスが明瞭に確認

され、主たる刃部と考えられることから、倶J縁部位のものは刃潰し用の調整/JE工痕と考えられる。長

さ 8.9cm、 幅 12.2cm、 厚さ 2.lcm、 重さ 197.9g、 両輝石安山岩 a。 40Sは両面から大まかな調整加

工を加え形を整えている。長さ 3.lcm、 幅 2.5cm、 厚さ 0.4cm、 重さ 3.5g、 黒色頁岩。媚◎繰は軽石

加工品で、全体が研磨されている。長さ 8.4cm、 幅 4.8cm、 厚さ 2.4crn、 重さ 20g。

Y5Å璃鶴轟董涸鏃 (Mフ馘・73)

打製石斧 1点、磨製石鏃 4点、剥片 6点、砥石 1点、磨石 。敲石 2点が出土している。導||は磨

製石鏃で、表 3面、裏 4面を研ぎ出し、基部に弧状の扶りを有する。両側の刃縁全体に刃こばれが見

られる。長さ 3.8cm、 幅 2.3cm、 厚さ 0。3cm、 重さ 2.4g、 黒色頁岩。蝶0フ は基部が一部欠損した磨製

石鏃片である。残存長 1.8cm、 幅 1.5cm、 厚さ 0.2cm、 重さ 0.6g、 黒色頁着。聾OSは小型の磨製石鏃

で、先端は鈍角で挟りのないタイプである。長さ 1.7cm、 幅 1.2cm、 厚さ 0.2crn、 重さ 0.6g、 黒色頁岩。

459は基部が欠損した磨製石鏃片である。残存長 2.lcm、 幅 1.5cm、 厚さ 0.2cm、 重さ 0.8g、 黒色頁岩。

導疹S、 環70～ 曇73は石材と形状 0調整加工痕等から磨製石鏃の素材となる剥片と思われる。曇OSは折

り取った剥片に両面から調整加工を加え、三角形状に形を整えている。長さ 2.9cm、 幅 2.5cm、 厚さ

は 0.4cm、 重さ 3.5g、 緑色凝灰質頁岩。蝶フ0は長さ 3.4cm、 幅 2.6cm、 厚さ 0.4crn、 重さ 2.8g、 凝灰

質頁着。蝶71は長さ 4.2cm、 幅 2.Ocrn、 厚さ 0.5cm、 重さ 5.2g、 黒色頁着。4心 は長さ 3.6cm、 幅 3.lcm、

厚さ 0.5cm、 重さ 5.5g、 黒色頁岩製。47Sは長さ 5.8cm、 幅 4.3crn、 厚さ 0.5cm、 重さ 15.Og、 凝灰

質頁岩。474は横長剥片で、SA18の床面直上で出土した打製石鏃と接合する。長さ 3.6cm、 幅 2.3cm、

厚さ 0.5crn、 重さ 3.5g、 流紋岩。475は 自然面の残る打製石斧である。表裏面から細かな調整加工に

より整形しており、側縁に 2箇所の扶りのあるやや特殊な形状で、使用痕もないことから祭器として

の用途も考えられる。長さ 13.5clln、 幅は 6.Ocm、 厚さ 2.lcm、 重さ 185g、 中粒砂岩。聾76は丸みを

帯びた角柱状の礫を利用した砥石である。上下が欠損しており、長さを調整したものか。4面 ともに

研面と思われる。残存長は 6.9cm、 幅は 6.lcm、 重さは 290g、 細粒砂岩。4アフは手のひら大の扁平

な自然礫を利用した磨石 0敲石であるが、半裁している。表面の中央部に幅 5.5cmの範囲で敲打痕が

顕著であるが、側面の一部にも確認される。ほぼ全面が研磨されている。敲石としての使用の結果半

裁したものか。残存長 7.2cm、 幅 11.lcm、 厚さ 4.6cm、 重 370g、 両輝石安山岩 b(霧島新期熔岩類)。
糧76は平面 0断面ともに楕円形状の小型の磨石・敲石である。表裏面 0側面ともに研磨されているが、

側面の一部に敲打痕が見られる。また、裏面の中央部に径 3cm程度の範囲でススの付着が見られるほ

か、熱によりやや赤化した部位も見られる。長さ 11.3crn、 幅 4.lcm、 厚さ 2.5cm、 重さ 69g、 細粒砂岩。

YBA16れ出曖踪 (M F3)

打製石鏃 1点、磨製石鏃 1点、剥片 1点、軽石加工品 1点が出土している。47り は横長の剥片を

利用した槍先とも思われる長い形状の打製石鏃で、床面直上から出土した。刃縁部全体に表裏面から

調整加工しており、基部にも挟りを入れる加工を加えている。SA16の 474の剥片が接合する。長さ

7.2cm、 幅 2.3cm、 厚さ 0.5cm、 重さ 11.3g、 流紋岩。饉80は両側縁に鋸歯状の刃部を有し、平面形

がほぼ正三角形を呈する磨製石鏃で、床面直上で出上した。長さ 2.lcm、 幅 2.lcm、 厚さ 0.2cm重さ

1.lg、 黒色頁岩。TS穐 は下部に穿子Lの残存部と思われる挟りを有しており、石包丁の破片を磨製石鏃

の素材として再Vll用する剥片か。長さ 3.5cm、 幅 2.7cm、 厚さ 0.4cm、 重さ 4.4g、 頁岩源ホルンフェ

ルス。縄8馘 は軽石加工品で、全体が研磨されている。長さ 4.6cln、 幅 3.2cm、 厚さ 1.4cm、 重さ 9g。

WSA穐 9饉量趙辣 (M73鶴 7鶴 )
磨製石鏃 4点、剥片 15点、磨石 0敲石 2点、石皿片 1、 砥石 3点が出土している。480はほぼ正三
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角形の形状で、両端の刃縁はやや外湾曲し、挟りを有する。基部の片側下端部を欠損している。長さ

2.3cm、 幅 2.lcm、 厚さ 0.2cm、 重さ 1。 lg、凝灰質頁着。40囃 も同様の形状でやや小型である。長さ 1.8cm、

幅 1.8cm、 厚さ 0.2cm、 重さ 0.7g、 凝灰質頁岩。40Sは縦長の形状で裏面には剥離面が残る。刃縁の

一部に刃こばれが見られる。長さ 3.lcm、 幅 1.7cm、 厚さ 0.lcm、 重さ 0。 9g、 凝灰質頁岩。48鶴 は小

型の磨製石鏃で、床面直上から出土した。両面ともに研磨しているが、明瞭な刃部の研ぎ出しがなく、

未製品と思われる。長さ 1.7crn、 幅 1.lcm、 厚さ 0.lcm、 重さ 0.3g、 凝灰質頁岩。導87は表面に細か

な調整加工が行われ整形しており、石鏃の素材と思われる。裏面には剥離面を残す。長さ 2.7crn、 幅

1.8cm、 厚さ 0.4cm、 重さ 2.lg、 黒色頁岩。導30は長さ 3.5cm、 幅 1.9cm、 厚さ 0.3cm、 重さ 1.5g、 凝

灰質頁岩。囃Bり は長さ 4.2cm、 幅 2.Ocm、 厚さ 0.5crll、 重さ 4.8g、凝灰質頁岩。又90は長さ3.4cm、 幅 2.2cm、

厚さ 0.4crll、 重さ 3.Og、 凝灰質頁岩。49Ⅷ は長さ 4.8cm、 幅 2.6clln、 厚さ 0.3crn、 重さ 4.6g、 凝灰質

頁岩。49跛 は長さ 3.4cm、 幅 1.8cm、 厚さ 0.3cm、 重さ 2.lg、 凝灰質頁岩。導90は長さ 3.7cm、 幅 2.lcm、

厚さ 0.5crn、 重さ 4.lg、 凝灰質頁岩。蝶9囃 は長さ 3.4cm、 幅 2.Ocm、 厚さ 0。 4cm、 重さ 3.3g、 凝灰質

貰岩。495は長さ 3.2cm、 幅 2.lcm、 厚さ 0.4crn、 重さ 3.7g、 凝灰質頁岩。ttgOは長さ 4.lcm、 幅 1.9cm、

厚さ 0.4cm、 重さ 3.3g、 凝灰質頁岩。407は大き目の剥片であるが、ある程度の整形を施した後上半

部をカットしてさらに整形して製品とするものか。長さ 6.8cm、 幅 2.8cm、 厚さ 0。 5cm、 重さ 10.5g、

凝灰質頁岩。蝶98は長さ 4.2cm、 幅 2.3crn、 厚さ 0.4cm、 重さ 5.4g、 凝灰質頁岩。499は長さ 3.3cm、

幅 2.3cm、 厚さ 0.3cm、 重さ 2.4g、 凝灰質頁岩。300は長さ 3.lcm、 幅 1.8cm、 厚さ 0.4cm、 重さ 2.4g、

凝灰質頁岩。30Ⅷ は長さ 4.7cm、 幅 2.5cm、 厚さ 0.5cm、 重さ 7.0、 凝灰質頁岩。32～ 5理 は床面直上

で出上している。30芝 は半裁した磨石を敲石として利用しているもので、先端部に敲打痕が見られる。

長さ 8.2crn、 幅 11.5cm、 厚さ 4.6crn、 重さ 555g、 細粒砂岩。50Sは断面が円形で棒状の磨石 。敲石

で上層から出土した。小型のもので、ほぼ全体が研磨されており、両端ともに敲打痕が見られる。長

さ 6.5cm、 幅 2.9cm、 厚さ 1.8cm、 重さ 52g、 細粒砂岩。304は扁平な自然礫を利用した大型の砥石で、

下層で出土した。表の平坦部の一部と裏面の湾曲部を縦長に砥面として使用している。長さ 52.4cm、

幅 22.lcm。 厚さ 9.4cm、 重さ 14,400g、 細粒砂岩。30Sは砥石で、一部欠損している。砥面は 6面で

あり、底面及び側面も使用している。残存長 12.2cm、 幅 9.9crn、 厚さ 4.3crn、 重さ 810g、 糸田粒砂岩。

306は石皿の一部と思われる石器で、表の面は、端部から緩やかに内傾し平滑である。また、裏面及

び側面も研磨して整形調整加工している。残存長 15.8cm、 幅 13.6cm、 厚さ 8.8crn、 重さ 2,650g、 糸田

粒砂岩。SOyも砥石で下層から出土した。断面は丸みのある四角形で砥面は 4面で、側面にも使用痕

が明瞭に残る。また、片方の先端部に敲打痕が明瞭に見られ、敲石としても使用している。ススの付

着が見られる。長さ 24.3cm、 幅 9.2cm。 厚さ 7.8cm、 重さ 2,810g、 細粒砂岩。

YSA00臨董飩器 (M F6)

石皿が 1点、砥石 1点、軽石加工品 2点が上層で出土している。10Sは小型の石皿と思われる石器で、

表面全体はやや窪んでおり、平滑で磨耗している。裏面は大まかな調整加工を加えているが、置いて

使用するにはやや不安定な形状である。長さ 13.2cm、 幅 8.3cm、 厚さ 2.9cm、 重さ 420g、 両輝石

安山岩 a。 5oゃ は扁平な礫を利用した砥石で、ほぼ半裁したものか。表裏面ともに中央に向かって窪

んでおり、平滑で両面ともに使用している。残存長 20.7cm、 幅 14.2crn、 厚さ 5.Ocm、 重さ 2,310g、

細粒砂岩。「 理0はほぼ円盤状の軽石加工品で、約半分を欠損している。表裏面ともに研磨されており、

表面の中央に断面 U字の溝状に加工した痕跡が見られる。砥石としての使用によるものか。残存長
5。 lcm、 幅 4.4crn、 厚さ 2.lcm、 重さ 102g。 5霰 も全体が研磨され、整形されている。長さ 3.8cm、

幅 4.5cm、 厚さ 2.9cm、 重さ 105g。

YuÅ跛3m弛飩鏃 (M F7・ ァレ)
粗製剥片石器 2点、石核 1点、磨製石鏃 1点 とその未製品と思われる剥片 2点、砥石 3点、磨石 0

敲石 1点、軽石加工品 3点が出土している。3¶鋏は上層で出土した剥片石器で、縦長の剥片に 4方向

から大まかな調整加工を加えて整形し、その後刃潰し等の細かな調整加工を行っている。また、裏面

も上部に調整加工を加えている。長さ 6.6cm、 幅 9.6cm、 厚さ 0.6cm、 重さ 62g、 黒色頁岩。肉|は

風化と磨耗が目立つ剥片で、上層で出土した。表裏面ともに側面から調整加工されているが、下部に
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破損の痕跡もあり、打製石斧の基部とも考えられる剥片石器である。残存長 7.3crn、 幅 4.4cm、 厚さ

1.2cm、 重さ 51g、 ホルンフェルス。S霧雄は大型の板状の石核で上層で出土した。平面形はほぼ四角形で、

石材。形状等から打製石斧の繁材かと思われる。長さ 27.2cm、 幅 15.5cm、 厚さ 4.8crn、 重さ 3,320g、

両輝石安山岩 a。 蟄 5は上層で出土した磨製石鏃である。長さ 2.6cm、 幅 2.lcm、 厚さ 0.2crn、 重さ 1.lg、

凝灰質頁着。5環 0は磨製石鏃の未製品と思われる剥片で、床面直上で出上した。平面形をほぼ三角形、

断面を凸レンズ状に調整加工し、下部の扶りの部分についても調整加工している。長さ 2.8cm、 幅

2.2cm、 厚さ 0.3cm、 重さ 1.9g、 黒色頁岩。3影 も石鏃に整形するための調整加工を加えた剥片である。

長さ 4.lcm、 幅 2.6cm、 厚さ 0.3crn、 重さ 4.Og、 黒色頁着。5¶ Sは砥石として使用した石片と思われる。

不定形なものであるが、上部の緩やかな局面と側面の一部を砥面として使用している。長さ 17.2cm、

幅 16.5cm、 厚さ 13.4cm、 重さ 3,390g、 細粒砂岩。S罐りは断面が蒲鉾状を塁する柱状の砥石で、平壇部。

局面部ともに砥面として使用している。一部欠損しているが、残存部の中央に敲打痕が見られ敲石と

しても使用している。残存長 8.3cm、 幅 4.6crn、 厚さ 2.8cm、 重さ 191g、 細粒砂岩。5な0も砥石で

上層で出土した。平面形が楕円形で扁平な形状で一部欠損しており、平坦な両面を砥面として使用し

ている。また、先端部に敲打痕がみられ、敲石としても使用している。残存長 7.8cm、 幅 8.6cm、 厚

さ 4.6crn、 重さ 505g、 花商岩。IⅡ は平面が楕円形の扁平な磨石。敲石で、全体が研磨されているが、

両面の平坦面が特に平滑で使用したものと思われる。また、長軸の両方の先端部に敲打痕があり、敲

石として使用している。長さ 9.5cm、 幅 7.4cm、 厚さ 4.2cm、 重さ 395g、 細粒砂岩。5なな鶴 5mTは

軽石加工品である。なななは長さ 12.4crn、 幅 8.8crn、 厚さ 5.3cm、 重さ 114g。 3由Sは長さ 7.Ocm、 幅 5.2cm、

厚さ 2.2cm、 重さ 17g。 5絃4は長さ 10.9cm、 幅 5.8cm、 厚さ 3.lcm、 重さ 34g。

W艤Åなア炒菫趙踪 (M7B)

砥石 1点が下層で出土した。1馘 Sは丸みのある角柱状の砥石で、4面ともに砥面として使用してい

る。片端部は欠損しており、他方の先端部には敲打痕が顕著であり、敲石としても使用している。長

さ 9.Ocm、 幅 3.8cm、 重さ 210g、 糸田粒砂岩。

WSA23卜量涸鼈 (M7B)

砥石 2点が下層で出土した。はな幌は断面が四角形で、四面のうち主に 2面を砥面として使用し、

他の 2面 については一部を使用 している。長さ 28.4cm、 幅 10.Ocrn、 厚さ 7.6crn、 重さ 3,860g、

細粒砂岩。1跛謬は不定形な礫を利用した砥石片で、下層から出土した。砥面は 2面である。下部の

一端に敲打痕が見られることから、破片となった後敲石としても利用したものと思われる。残存長

11.9cm、 幅 8.9cm、 重さ 520g、 細粒砂岩。
y妙Å舅9麟鰤颯蝙 (M7B)

石器は剥片 1点が床面直上で出土した。1由Sは石材 。形状等から磨製石鏃の素材と思われる。長

さ 1.9cm、 幅 1.l crn、 厚さ 0.2cm、 重さ 0.4g、 黒色頁岩。

WttAII麟鰤趙鰈 (M73)

石器は磨石 0敲石 3点が出土した。3mり は棒状に近い楕円形の形状で、平坦な面の一部が特に研磨

されている。また両端部に敲打痕があり、敲石として使用している。長さ 9,lcm、 幅 4.4cm、 厚さ 2.9cm、

重さ 165g、 細粒砂岩。130は多子L質の石材で、平面形は楕円形、断面は丸みのある四角形状を呈する。

倶1面全面に敲打痕が見られる。長さ 10.Ocm、 幅 8.2cm、 厚さ 6.3crn、 重さ 600g、 両輝石安山岩 b(霧

島新期熔岩類)。 131は球状に近い形状で、全体が研磨されている。また、一部には敲打痕があり、敲

石としても使用している。長さ 9.4cm、 幅 7.7cm、 厚さ 6.8cm、 重さ 690g、 両輝石安山岩 a。

W肋冬3囃 饉趙凸鏃 (M F9)

石器は磨製石鏃片 1点、軽石加工品 1点が上層で出土した65'強 は先端部の欠損した磨製石鏃で、

残存長 1.8cm、 幅 2.Ocm、 厚さ 0.2cm、 重さ 1.Og、 黒色頁岩。5'3は軽石加工品で、長さ 18.8cm、

幅 18.2cm、 厚さ 8.6cm、 重さ 1,150g。

y肋贔囃2臨眩涸踪 (M79)

石器は磨製石鏃 1点、剥片 3点、砥石 1点、磨石 。敲石 1点、軽石加工品 1点が出土している。

は3鶉 は上層で出土した磨製石鏃で、表裏面より研磨しており、一部には剥離が見られる。長さ 3.Ocm、
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幅 1.6cm、 厚さ 0.2cm、 重さ 0。 9g、 凝灰質頁岩。303犠 はSPは、いずれも埋土の 2層から出上した。

石材・形状等から磨製石鏃の未製品と思われる。凸35は長さ 3.2cm、 幅 2.2cm、 幅 0.5cm、 重さ 3.3g、

凝灰質頁岩。38幌 は周囲を調整加工した後表裏面ともに研磨している。長さ 3.4cm、 幅 3.Ocrn。 厚さ

0.4cm、 重さ 5,Og、 凝灰質頁岩。387は長さ 5,8cm、 幅 4.6cm、 厚さ 0,9cm、 重さ 21.7g、 凝灰質頁

岩。386は平面形が円形で扁平な磨石 。敲石で、半裁している。表裏面はともに平滑に研磨され、側

面先端の凸部に敲打痕があることから敲石としても使用している。残存長 6.8cm、 幅 9.4cm、 厚さ

2.lcm、 重さ 198g、 細粒砂岩。13つ は角柱状の砥石で埋土の 3層から出土した。一部欠損しており、

砥面は2面である。先端部には敲打痕が見られ、敲石としても使用している。残存長 13.4cm、 幅 4.3cm、

厚さ 3.Ocm、 重さ 230g、 細粒砂岩。140は軽石加工品で埋土の 2層から出土した。長さ 18.2cm、

幅 9。 2cm、 厚さ 5.4cm、 重さ 205g。

YSA48麟堂飩耗 (M70000)

石器は砥石 1点、軽石加工品 3点が埋土の 3層から出土した。S導1はやや扁平な棒状の砥石である。

扁平な部分の 2面を砥面として使用している。また、両端の先端部には敲打痕があり、敲石として

も使用している。長さ 13.6cm、 幅 4.3cm、 厚さ 2.lcm、 重さ 230g、 細粒砂岩。34Qは ほぼ四角形

に形を整え、表面を砥面として使用している。長さ 22.2cm、 幅 15,8cm、 厚さ 6.Ocm、 重さ 710g。

S48は平面形をほぼ楕円形に整えており、表面の 4箇所、裏面の 3箇所に断面 U字状の砥面として

使用した部位が見られる。最大のもので、幅 0深さともに 2.5cm程度で、先端部の丸い工具等を砥

いだものか。長さ 22.2cm、 幅 17.2crn、 厚さ 8.8cm、 重さ 680g。 3環導は下部を一部打ち欠いている。

長さ 18.2cm、 幅 10.Oclrn、 厚さ 5.4cm、 重さ 280g。

YSA導5轟量涸雉 (M S⑬ )

石器は磨製石鏃 1点 と砥石 1点が出土した。SttSは埋± 2層の上坑中から出土したもので、基部

の欠損したものを再加工して使用するために調整加工中のものと思われ、基部の欠損した部位を再度

研磨している。長さ 2.3cm、 幅 1.8cm、 厚さ 0.15cm、 重さ 0.6g、 黒色頁岩。3曇鶴は小型の棒状の砥

石で、埋土の 3層から出土した。砥面は 4面で、先端部に敲打痕がみられることから敲石としても

使用している。長さ 11.lcm、 幅 2.5cm、 厚さ 3.2cm、 重さ 127g、 糸田粒砂岩。 (文責 :寺師雄二)

(2)掘立柱建物跡
YS鶴理(MS理 )

YS麒 はN-8区 で検出された。桁行 2間 (3.7m)、梁間 1間 (2.55m)で、柱間寸法は桁行が 1.85m
である。柱穴の掘り形は円形で、四隅のビットは上部が大きく広がって掘られている (ピ ット下部の

径は 25～ 35cm、 深さは 60～ 70crn)の に対して、東柱のピットはやや小さめ (径 20～ 25cm、

深さ 15～ 45)である。ピットの土層断面を観察すると、軟質でルーズな黒色土と、粗粒軽石を含

む黒色系のシルト土が確認された。これは柱が腐った痕跡と、柱を埋め立てた際につきしめられた柱

周囲の埋め土と考えられる。出土遺物がないが、埋土の状態から弥生時代中期と考えられる。

また、この YSy理 の周辺で弥生時代のビットがいくつか検出されたが、掘立柱建物と確認されたの

は WS諷 の 1軒のみであった。 (文資 :外山亜紀子)

(3)土坑 0溝状遺構
鰤坑 疇鱚畿冬隕

遺構の記号については、土坑はYSCで、溝状遺構は YSDと したが、後者は形態が溝というよりも

細長い土坑状であり、性格も不明であるので、一緒に取り扱う。

遺構は全部で 28基 (YSC24基 O YSD3基 )が確認されたが、堅穴住居跡と比べると出土遺物がな

いものも多く、時期の判断材料に乏しい。そのため、比較的大きな中期の土器が出土し、明らかに中

期と判断できる土坑の埋土と、明確な後期以降 (弥生時代後期～古墳時代初頭)の土器が出土した土

坑の埋土とを参考にして、おおよその時期を判断した。

中期の土坑と考えられるのは 8基 (Y5曜な。4§ 5螢 |。 弩¶可 u、 γ妙夕霧。強)である。土坑の埋土は
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図80 竪穴住居跡出土石器

黒褐色の砂質シル ト土 (黄色軽石粒含む)、 あるいは黒色微粘質シル ト土 (黄色軽石含む)で、いず
れも硬くしまる傾向がある。

YSC2(暑図8量 )

YSC2は K-7区 で検出された。長軸 0.9rn、 短軸 0.5m、 検出面からの深さは 15cmで、楕円形で
ある。埋土は下層が黒褐色微砂質シル ト土で硬くしまっている。上層は黒色粘質シル ト土である。出

土遺物が少ないため、理土から中期と判断した。

YSC導  (曇圏8駿 )

YS⊂4は L-4区 で検出された。南倶Jを山ノロ式土器が出土した竪穴住居跡 (YSA3)に 切られて
いるが、現状での長軸は 1.7m、 深さは約 10cmである。北部に深さ約 40cmの ピットがある。埋土

は黒褐色微砂質シル ト土である。埋土から中期と判断した。

Y9CS (国露8口 )

YSCSは I-3区で検出された。西側を近世の撹舌Lによって削平されており、現状での長軸は 2.3m、
短車由は 1.2m、 深さは 10～ 20cmで ある。東側の底面は西側より 10cmほ ど高くなっている。土坑

内にはピットが 6基あり、深さは 20～ 40cmである。埋土から突帯を持つ壷 (5轟7)が出土した。

埋止は下層が黒褐色砂質土で硬くしまっており、上層は黒色シル ト土である。

WSC鶴  (颯淵8麟 )

YS∈鶴は N-8区 で検出された。土坑の一部は中世のビット (5層)に切られているが、長軸 2.4m、
短軸 1.5m、 深さ約 50cmで、壁の立ち上がりが袋状に膨らんでオーバーハングになっている (特に
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YSB弩

じZ91 -

①:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

②:黄色軽石のプロック

③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む。ややかたい)

④:黒色弱粘質土

⑤:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む。柔い)

⑥:黒褐色微粘質シルト土(黄色軽石を含む。柔い)

⑦:黒褐色微粘質シルト土(粗い黄色軽石を含む)

図81 掘立柱建物跡 YSBl実測図

東壁)。 埋土は黒色微粘質シルト土で下層の④層が硬くしまる。遺物はおもに土坑の南側から出土し、

そのうち壷 (349)0甕 (3蝶8)は④層からllP.土した。

WSCl霧 (図 86)

YSCllは T-6区 で検出された。1.8m× 1.7mの隅丸方形状を呈し、深さは約 8cmである。埋土
は黒色シルト上でややしまっている。埋土から中期と判断した。

YSCl遊 ([図 86)

YSCl駿 はM-4～ N-4区で検出された。入来Ⅱ式上器が出上したYSA16を切っている。長軸 1.7m、
短軸 1.5m、 深さ約 50cmで、南東部に検出面より20cmの深さで段を持つ。埋土は黒色微粘質シル

ト土で、底面と壁の立ち上がりの一部に黄色軽石層が堆積している。遺物は③層から沈線を持つ壼

(35導)の破片が出土している。
YS鞣1(M S3)

YSり1は N-8区 で検出された溝状に伸びる遺構である。一部を (YS● 4後期以降)と 中世のピッ
ト (5層)に切られている。全長 3.4m、 幅 0.4～ 0.5m、 深さは 30～ 40cmである。埋土は下層が

黒褐色微砂質シルト土で、上層が黒色微粘質シルト土であり、両層とも硬くしまっていた。甕の口縁

である553が上層より出土した。

wsttm(M s3)

YS彦量はN-5～ N-6区 で検出された。YSASOと Y5A3り を切っている。全長 7.7m、 幅 0.8～
1.3m、 深さは 20～ 40cmで、平面プランはやや蛇行した形である。遺構内にピットが数基確認さ

れたが、WSASOに伴うピットの可能性もある。埋土は最下層が黒色微砂質シルト土で、硬くしまり、

硬化面となっている。上層は黒色微粘質シルト土である。埋土からは甕の口縁 (35儘)が出土している。

(文責 :夕 山ヽ亜紀子)
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土坑 0溝状遺鸞麟堂血繹

YS(3麟山虚器 (図 84)

3蝶アは壷の頸部である。外形は頸部から一度立ち上がったものがくびれた後、再び立ち上がる。口

縁部が欠失しているが、外反するものがつくと思われる。肩部には 1条の突帯を巡らす。黒髪式に

該当する可能性がある。

YS《6麟菫血器 (図 84)

348は入来Ⅱ式甕の回縁～胴部である。復元闘径は約 28cmである。胴部外面にススが付着する。

口縁部は貼付され、やや下垂する。胴部には 2条の突帯が巡る。器面調整は内 0外面ともにハケで、

細かいハケメがよく残っている。340は壼の口縁部である。口縁部は貼付で下垂する。聞唇をヨコナ

デによりくばませている。内面には横位ミガキが残る。350は甕の口縁部である。35理 。552は甕の

底部で、35¶ は中空脚台で外面には細かいハケメがよく残っている。黒髪式系と思われる。35駿 は平

底である。外面にはミガキが施される。

YSC弩賜慇堂堂機 (図 84)

353は甕の口縁～胴部で回縁部を短く折り曲げる。口唇は丸い。外面にはハケメが残る。35蝶 は壷

の胴部である。外面に櫛描直線文が施文される。また、外面には横位ミガキが部分的に残る。

YSD¶ 麟血堂器 (図 84)

355は甕の口縁部である。口唇は丸い。

YSD2饉董由器 (図 84)

336は甕の間縁部である。 (文資 :加覧淳一)

(4)剥片集積遺構
YSSl(1図 86)

YSS理 はN-4区 で検出された。被熱のため赤色化したり、炭化物が付着したりした状態の両輝石
安山岩 aの剥片が散乱していた。うち、両輝石安山岩 aの剥片 2点は重なり合って検出され、間に

は焼灰が挟まっていた。黒色弱粘質シルト土中 (6層)で検出されており、周囲から弥生時代中期の
土器の破片も出土しているが、5層土の落ち込みに切られていることと、1点だけではあるが、底部

が糸切り離しの土師器の破片が混じっている状況などを考慮すると、後世の撹乱を受けて、原位置を

保っていない可能性もある。 (文黄 :外山亜紀子)

剥片集積遺構の間輝種鯰幽麗機合資料 (図 86)

357は遺構より出土した 3点 と遺構内一括資料 14点の計 17点が接合している。557-AOBは原
石面から節理面までの資料で、 Bには節理面を接点として小片が接合している。 Cは節理面より内側

の部分にあたる。 Cが接合する中央の剥片は大きく剥片をとられた面である。割れ後の剥離が上方に

認められる。

この資料は原石面を取り除き石器として使用できる剥片を得るまでの段階の資料と考えられる。原

石面は基本的に赤化し、場所によってはススが付着していることから、原石に熱を加え、それによっ

て非常に硬質な石材を割りやすくし、石器の素材として適さない原石面を取り除いたものである。原

石面には所々パンチ痕が認められ、そこから剥離されているので、熱によって割れやすい状態になっ

たところで打撃を加え剥離していると考えられる。これによって剥離された剥片は節理面できれい

に剥がれ落ちていることから、石の目を意識していることもうかがえる。また、原石面および石器

に適さない石質部分はたまねぎの皮のように薄く何層かに分かれて剥離している。受熱によると思わ

れる細かい弾けを除けば、原石面の平坦部分にパンチ痕が残っており、そこから剥離されていること

から、この面がメインの打面となっている。原石面から約 5cm内側が石器として使用できる石質と

なっている。この部分は外側から大き目の剥片を剥離しているが、剥片の規格はばらばらである。ま

た、剥離方向も多方向で、剥離の度に打面を変えていると思われる。資料の大きさは長さ 28.7cm、

幅 1 8crn、 厚さ 8.8cm、 重さ 2.8kgである。
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①:黒色粘質シルト土(黄色軽石を含む)

②:黒褐色微砂質シルト土(黄色軽石を含む)

YSC4

① :黒褐色微砂質シルト土 (黄色軽石を含む)

①:黒色弱粘質シルト土(柔い)

②:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

④:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む。かたくしまる)

……… 151m

①:黒色シルト土(黄色軽石を含む)

②:黒褐色砂質シルト土(黄色軽石を含む)

YSC6

―… 152m

♀    ∵

図8愈  土坑 YSC20 403 06実 測図
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①:黒色弱粘質シルト土(柔い)
②:黒色弱粘質シルト土(柔い)
③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)
④:黄色軽石と黒褐色シルト土の混合層
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図83 土坑 YSCl1 0 12 溝状遺購 YSDl鬱 を実漫J図
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①:黒色粘質土

②:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)
③:黒色微砂質シルト土(黄色軽石を含む・かたくしまる)
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図84 土坑 。溝状遺構出土上器

338は灰を挟むような状態で出土している 2点 と、遺構内一括資料 3点の計 5点が接合している。

Aは原石面から節理面までの資料で、両部分に剥離が認められ、小片 1点が接合している。 Bは原

石面から節理面までを残す資料で、外側の稜部に小片が接合している。これらの資料より、原石面と

節理面の間の部分についても質として石材利用は可能であるが、大型の剥片は採取できないものと思

われる。また、Bは残核である。右下の面が最大に剥ぎ取られ、大きさは 10cmを超える。また、剥

片の剥離方向は上下 2方向からの剥離となっている。石核の大きさから考えて、両極打法の可能性

も考えられる。資料の大きさは長さ 13.3cm、 幅 26cm、 厚さ 9.8cm、 重さ 1.34kgである。

SSyと 55Sの接合は認められないものの、同一母岩の可能性が高い。また、遺構内から出土した

同一母岩と思われる剥片等の総重量は 780gであった。遺構内一括資料には、大型剥片 (幅 1 0crn以

上)も 2枚含まれ、これらの剥片には二次加工と思われる剥離が施されている。この他原石面を残

す小片 2点が接合している。しかしながら、当遺跡および周辺遺跡の同時代に認められるような両

輝石安山岩 aを使用した粗製剥片石器や、打製石斧 (石製土掘り具)といつた製品は含まれていない。

また、当遺跡出土の両輝石安山岩 aの製品は、この遺構一括資料とは接合せず、また、石質等から考

えても同一母岩である可能性は低いと思われる。

当遺構が中世の削平を受けていることを考慮に入れても、出土資料が母岩の半分にも満たないと考え

られるため、残りの部分や石器利用可能な剥片については当遺跡より持ち出した可育旨性が考えられる。

両輝石安山岩 aは横市川を挟んで北側に位置する母智丘神社や丸山付近にて採取が可能で、横市川に

も転石が認められる。在地の両輝石安山岩 aについては、粗製剥片石器や石斧等に使用されていること
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図87 最J片集積遺構 (YSSl)付近出土土器

は知られているが、剥片剥離技術については不明瞭な点が多く、また、あまり触れられてこなかった。

同時代の資料としては加治屋 B遺跡の東側に位置する星原遺跡より石皿転用の石核と思われるものや、

少し時代が下るものでは縄文時代中期のやはり火を受け剥がれた原石面の接合資料が出土している。

横市川流域の遺跡では、両輝石安山岩 aは粗製剥片石器や打製石斧 (石製土掘り具)な ど生産用具
に多く用いられる石材であり、今回当遺跡にて弥生時代の石材利用の一端について伺うことができる

良好な資料が出土したことは今後の都城盆地における在地石材利用について考える上でも重要である。

(文賣 :栗曲葉子)

剥片鯰積遺構畿血堂器

YSS弩 麟量血器 (y87)
350は甕の口縁～胴部である。小型のものと思われる。口縁部は外反し、日唇部は丸く仕上げられ

る。560は山ノロⅡ式甕の口縁部である。貼付された回縁は先細りしながら外反する。361は壷の底

部。胎土中にはキンウンモが混入する。36量 は中世土師器の小皿である。破片の為、径は不明である。

底部は磨耗しているが、糸切りの痕を確認できる。 (文黄 :加覧淳一)

5。 弥笙時代後期～宙墳時代初頭の遺構

(1)堅穴住居跡
な穴催鸞跡

弥生時代後期～古墳時代初頭の竪穴住居跡が 7軒 (YSA2饒麟囃。2Se3駿 。08傷聾1・ 4¶ 0礫礁)検出された。
この時期の堅穴住居跡は散在しており、中期の堅穴住居群の中に混ざって検出されたもの (YSA2・

2導 。25031)と中期の住居群とは離れて点在しているもの (YSA38 0 4弩 )がある。
WSA盪 (図 88)

YSA麟 は YSA理 の西側約 1.5mの地点に位置している。検出の段階で住居の南側に霧島御池軽石の分

布が見られ、土層断面の観察から、住居がある程度埋没した後、地層の横転が起き霧島御池軽石 (8層 )

が持ち上がったと思われる。この地層横転により住居の南東部は破壊されているため住居の全容は不

明であるが、現状での平面プランは半径約 2.9mの円形プランで、検出面からの深さは約 25cmである。

住居内施設としては中央にピットが 1基のみで、これが主柱穴と思われる。ピットの直径は

25cm、 深さは 45cmで、住居埋土と同じ層 (③層)が入っていた。

住居内堆積土は撹舌L層の①層と、黒色シルト土の③ o⑤層、硬くしまる貼床層の④層、霧島御池軽

石のブロックである⑥層に分けられる。このうち貼床である④層の硬度は表面 28.lmrn(30kg/cぶ )、

断面 24.2mm(10kg/cぶ )、 厚さは約 4crnである。⑤層はごく一部の床面に堆積する層である。

遺物は住居上層からの出土である。調査段階においては中期の土器も含まれていたため中期と考え

ていたが、遺物の整理作業時に、より新しい段階の土器片が含まれることが判明したため、弥生後期

以降と判断した。石器は剥片 (レ跛0)が下層より出土している。
wsAu導 (M86)
ySA駿 4は現代の撹乱によって中央と北部を削平されているため全容は不明であるが、隅丸方形プ

ランの可能性がある。現状での長軸は 4.4m以上、検出面からの深さは約 30crnである。住居西部に

-135-



長軸 0.7m、 短軸 0.41rn、 深さ約 10cmの不整形な土坑が 1基確認された。ピットは全部で 9基確認

され、そのうちの 2基が主柱穴である。両ピットともピット下部の直径が 20cm、 深さが 30cmであ

り、ピットの掘り形を観察すると、上半部に段が認められた。西の主柱穴の上層断面では片方のみ黒

色シルト上で、片方には霧島御池軽石を主体とする硬くしまった層が堆積していた。これは柱の腐っ

た跡と、柱を埋める際につきしめられた周囲の埋め土と思われる。

住居内堆積土は現代の撹乱である①層、植物などの撹舌Lである③層、黒色シル ト土の②
O④層、霧

島御池軽石を主体とする⑤層に分けることができる。貼床は⑤層だと思われるが、硬くしまってはお

らず、硬度も 19.5rnm(5kg/c」)と低めである。

遺物は撹舌Lのため少ないが、刻目突帯を持つ 65蝶 は床面から出土した。また上層から出上した線亥J

の施こされた壷 (365)は YSA03の上器片と接合している。石器は磨石0敲石 1点が上層より出土した。

YSAttS(M89)

YSA25は長軸 7.Om、 短軸 5.7mの円形を基調とした花弁状住居で、検出面からの深さは約 50cm

である。住層の東部の一部は調査区のトレンチにより破壊されている。突出壁は南部に 2ケ所確認

された。また床面から住居壁の立ち上がりにかけてが硬くしまっていないことや、微面の上半部が周

囲の黒色土と重なるために、住居の輪郭がやや不明瞭であつた。

住居内施設としては 6基の土坑が確認された。中央には不整形の浅い土坑 (長軸約 1.6m、 短軸

0。 75m、 深さ約 15cm)があり、土坑内からは石皿 (b盆6)と土器 (570)が出土した。中央土坑の

北西にはやはり不整形な浅い土坑 (長軸 1.4m、 短軸 0.95m、 深さ約 20cm)が 1基ある。その他に

住居北の壁際に 1基、東の壁際に 3基の円形の土坑が確認された。北壁際の上坑は直径 0.75m、 深

さ 45cmで、東壁際の 3基の土坑は直径 0.6～ 0,7m、 深さ 23～ 30cmで ほぼ同じくらいの大きさ

である。北賊際土坑内には 386のミニチュア土器が 1点、東壁際土坑内の 1基には 574の甕が内面

を上に向けて出土した。ピットは全部で 25基確認され、主柱穴はそのうちの 4基 と思われる。北部

の 2基は突出壁の延長上に位置する。4基の直径は約 30～ 40cm、 深さは 50～ 60cmと ほぼ同じ

大きさで、ピットの理土は黒色系のシルト土や霧島御池軽石のブロックが含まれていた。また南東の

ピットはピットの底から約 35cmの高さに段を持つ。

住居内堆積土は黒色シルト土の① o② O③ O④ O⑤層、貼床である⑥層、ピット内に堆積する⑦層

に分けられる。このうち① o② o③ o④・⑤層は黒色シルトの明るさと質感、御池軽石の含み具合か

ら細分した。⑥層は黄褐色の砂質シルトであるが、これは粒子の細かい霧島御池軽石を貼床材として

選んでいたと思われる。⑥層の硬度は表面が 22mm(8kg/cぶ )、 厚さは約 10cmで、堆積は一定で

はなく、平面的にも硬くしまっているところは部分的にしか確認されなかった。

遺物は上層からも散見されたが、床面や土坑、ビット内からも出土している。東壁際土坑近くのピッ

トからはミニチュア土器と礫が出土し、突出壁の基部にあるピットの上部からは甕 (377)が内面を

上向きにして出土した。57ア と土坑内から出土した甕 (374)も 半分を打ち欠いてから破片を埋納し

たような状態で出土した。また線刻の施された壷の破片は床面および中央土坑からの出土であるが、

WSA駿蝶出土土器と接合した (う 05)。 その他に小型高杯や手づくね土器も出土している。また石器で

は砥石 3点、石皿 2点、軽石加工品 6点、自然礫 5点が出土している。そのうちの自然礫の 4点は、

2基の突出壁に挟まれた空間の床面で 2個ずつ接して出上している。

YuAsu(M9③ )
YSASuは西側を近世の撹舌Lにより削平されているため全容は不明であるが、検出面からの深さは

約 26cm、 長軸は 4mで、南側のコーナーは隅丸を呈している。住居内施設としては東壁際に不整形

な浅い土坑 (長軸 0.711n、 短軸 0.5m、深さ約 10cm)が確認できた。またピットは全部で 7基確認され、

そのうちの南北端に位置する2基を主柱穴とした。北側の主柱穴は直径が約 40cm、 深さが約 90cmで、

この主柱穴のすぐ面には同じ大きさのピットが隣接していることから、ピットを掘りなおした可能性

がある。南の主柱穴は直径が約 40cmあ るが、深さが約 20cmし かなく、北の主柱穴と深さに大き

な違いが見られることから、削平部分に別に主柱穴があった可能性もある。

住居内堆積土は後代 (3・ 5層 )の撹舌Lである①・②層、黒色シルト土の③ o④層、霧島御池軽石のブロッ
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①:黒色粘質シルト土(黄色軽石を含む)
②:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)…地層横転

③:黒色シルト土(黄色軽石を含む)
④:黒褐色微砂質シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)…貼床

⑤:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石のブロックを含む)

⑥:黄色軽石のブロック

YSA2出土土器

YSA量 4

B
-1525m

1525m ①:撹乱層
②:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む。柔い)

④:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

⑤:黄褐色軽石十黒色土…貼床

図88 竪穴性層跡 YSA2 0 24実 測図
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③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)
④:黒色微粘質シルト土(③より多く黄色軽石を含む)

⑤:黒色シルト土(黄色軽石を含む)
⑥:黄褐色砂質シルト土(黄色軽石を含む)… lll床
⑦:黒褐色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

4m
:    !

図89 竪穴住層跡 YSA25実測図

クである⑤層、ピット内に堆積する⑥層、貼床の⑦層、貼床の下に堆積する③層に分けられる。この

うち⑤層は住居中央の一部分にのみ堆積し、霧島御池軽石を主体とする⑥層はルーズな堆積であった。

貼床である⑦層の硬度は表面が 24mm(10kg/cぶ)で、厚さが 3cmである。
遺物は線刻入りの壷 (388)と 、壼 (589)が上層から出土している。

WSA3S(M90)
YSA30は西半分を 1次調査で、東半分を 2次調査で発掘をおこなった。住居中央は 1次調査のト
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レンチのため壁の立ち上がりが破壊されているが、長軸 5.3m、 短軸 5.lmの 円形プランの住居で、

検出面からの深さは約 40crnである。住居の外周に沿って幅 0.7～ 1.4mで、住居中央より高さ約

10cmのベッド状遺構を馬蹄形に形成している。

住居内施設としては中央に不整形な土坑 (長軸 1.6m、 短軸 0.55m、 深さ約 10cm)が 1基と、中央

土坑の北側に隣接する 1基と、北壁際・南壁際に 1基ずつの合計 4基が確認された。中央土坑以外の

土坑は円形で、大きさも直径約 0.6m、 深さ約 30～ 40cmと、ほぼ同じサイズである。中央土坑に接す

る土坑のみ上半部に段を持っている。中央土坑の上部からは、長さ約 lmの炭化材が床面より約 20cm

高いレベルで土坑の落ち込みに沿うように出土している。炭化材直下の埋土中の軽石は被熱のためか赤

橙色化しているものもある。炭化材の樹種同定の結果は散子L材のサクラ属に同定され、放射性炭素年代

測定した結果、1820± 60年 BP(lσ :AD120～ 250年)という年代値が得られた。ピットは 25基

確認され、このうち中央土坑内にある 1基と、中央土坑を挟んで南東に位置するピットがこの住居の主

柱穴と思われる。ピットの深さは両者とも約 30cmであるが、西主柱穴の直径が約 30cmであるのに対

して、東主柱穴の直径は約 20cmとやや小さめである。主柱穴内には黒色系のシルト土が堆積していた。

住居内堆積土は①層から⑦層に分けられるが、すべて黒色系シルト上を基調とした層で、明るさや

質感、霧島御池軽石の含み具合から分けることができた。②層は植物などによる撹舌Lと思われる。④

層を観察すると、中央土坑や推際の土坑が埋没した後に、炭化材を含む④層が堆積したと思われる。

⑥層は西壁の立ち上がり部分にのみ確認された層で、⑦層は壁際土坑に堆積し、霧島御池軽石を多量

に含んだ層である。この住居の明確な貼床層は確認されず、掘削面の 8層を直接床として使用した

と思われる。8層表面の硬度は 27mrn(20kg/c」 )である。

出土遺物は上層からは甕や鉢、櫛描波状文を持つ高杯 (390)が出土し、床面の中央土坑付近から

は甕の底部 (307・ 598)が 出土した。石器は大型の砥石 (638)が下層から出土している。また北

壁際土坑内からは粘土質の赤色顔料塊 2点 (600のみ図化)が、底に近いレベルから出土した。
YSA聾1(M91)
YSA導理は 4.9m× 4.9mの隅丸方形プランの住居で、検出面からの深さは約 45cmである。住居

内施設としては土坑が 6基確認された。中央の土坑は不整形で長軸 1.7m、 短軸が 1.lm、 深さが約

1 5crnである。土坑内からは底面より約 1 0crn浮いた状態で甕の破片が多く出上したが、実測不能で

ある。またその他にも北壁 。東壁 。西壁に沿って 5基の土坑が確認された。北側の上坑は楕円形の

浅い土坑 (長軸 0.8m、 深さ 8cm)で、あとの 4基の土坑は円形で直径が約 45～ 80cm、 深さは 20

～ 35cmと、ほぼ同サイズである。ピットは 11基確認されたが、主柱穴は中央土坑を挟んで東西に

位置する 2基と思われる。東の主柱穴は直径が 30cm、 深さが 65cmで、西の主柱穴は直径 30cm、

深さが約 45cmである。また住居西壁の立ち上がりは階段状を呈し、床面より約 5clln高 くなっている。

これは出入り口遺構と考えられるが、突出壁の基部だった可能性もある。

住居内堆積土は植物などの撹乱である①層、黒色系シルト土の②・③ O④層、貼床である⑤層、霧

島御池軽石のブロックである⑥層に分けられる。② o③ O④層は黒色シルトの質感や明るさ、霧島御

池軽石の含み具合から分けられた。このうち④層は西壁から土坑内に堆積した層で御池軽石を多く含

んでいる。貼床の⑤層は止層断面上では住居の床一面に堆積し、微細粒の黄色軽石を多量に含んでい

るため質感がザラザラしていた。硬度は表面が 23rnm(10kg/cぶ )、 厚さが約 10cmである。

出土遺物は②層からもみられたが、主に③層からの出土である。床面から約 10cm浮いたレベルで

勒ヅの甕や 0け0の鉢が出土した。また O③理や釉駿は床面からの出土である。石器は石包丁が出土し

ている。また西の壁際土坑近くの床面からは直径 5mm程度の赤色顔料塊が出土している。
YSA囃囃 (M9霧 )

Y鰯Å蝶4は北側を中世の溝 (3夕m)に切られるため全容は不明であるが、長軸 6.6rn以上の花弁状住

居で、検出面からの深さは約 30cmである。現状では 3ケ所の突出壁が確認され、4つの空間を作り

出している。他の後期住居と同様、床面は硬くしまってはおらず、壁の立ち上がりもやや不明瞭である。

住居内施設としては楕円形の土坑 (長軸 1.35m、 短軸 0.8m、 深さ 10cm)が 1基確認された。ピッ

トは全体で 5基確認され、そのうち東端に位置するピットが直径 25cm、 深さ60crnと しっかりして
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いることから、主柱穴の 1つである可能性が高い。このピットの掘り形は住居中心方向に段を持ち、

霧島御池軽石を多く含む黒色系土が硬くしまって堆積していた。

住居内堆積土は植物などの撹舌Lである①層、黒色系シルト土の② O③層、霧島御池軽石のブロック

である④層、貼床である⑤層、ピット内に堆積する⑥層に分けられる。このうち③層は住居東壁際の

みに確認された。この層は霧島御池軽石がブロック状の塊で含まれていることや、軽石粒の混ざり具

合も均一でないことから住居廃絶の埋め戻しの際に壁際から流し込まれた土ではないかと考えられ

る。なお、その供給源としては、堅穴掘り込みの周囲にその存在が想定される周堤の土などと思われ

る。貼床の⑤層は霧島御池軽石の粒子を多く含んでいないことから、硬くしまってはおらず、住居西

部での堆積はみられなかった。硬度は 24mm(10kg/c」)で、厚さは約 8cmである。
遺物は②層から出土した。東主柱穴と突出壁の間では自然礫 5点が固まって出上し、その周囲に

は土器の破片が散薔Lしていた。また西端に位置するピット内からは壼 (31理 )が口縁を住居中央方向
に向けて横に倒した状態でつぶれて出上し、そのも11を取り上げた下からはミニチュア土器 (6翻 0)

が伏せられた状態で出上した。このビットは浅い (深さ約 13cm)掘 り込みで、南側は (鰺 D盪)|こ切
られている。また土坑内からは壼の底部 (5鵞 9)が底を上坑床面につけるような状態で出土した。

(文責 :外山亜紀子)

竪穴儘朦跡饉圭土器

YSA盆 轟血血器 (図 88)

36Sは甕の口縁部である。頸部からゆるやかに外反する。口唇は面取りにより平坦に仕上げられる。

胎土は浅橙色系の色調を呈し、赤褐色の砂が目立つ。

YSA麟囃臨堂堂鏃 (図 9麟 )

364は壺の胴部である。胴径約 20cmで小型である。外形は偏球形をなす。最大径付近に 1条の

刻目突帯を巡らす。36Sは壺の頸～胴部である。頸部内面には稜をもつ。胴部は球状に膨らむ。胴

部外面には細工具によると思われる線刻をもつ。文様 0モチーフは不明である。器面調整は内 0外

面ともに細かいハケメが明瞭に残る。色調はにぶい橙色を最し、胎土中には赤褐色の砂粒が目立つ。

YSA盆 5から出土した破片と接合している。366は壺の胴部である。球形状に膨らむ。3条の刻目突帯

が付される。刻目は細工具によってつけられる。器面が荒れており、調整は不明である。胎土中には

赤褐色砂粒が含まれる。367は高杯の外部である。復元口径は約 31cmo EIl縁部は外反しながら開き、

端部は丸く仕上げる。接合部は緩やかな稜を形成している。内・外面ともに縦位ミガキを施す。焼成

も良好で堅致である。

S68は甕である。口縁～底部まで揃う。復元口縁径は約 24cm、 底径が 6crn、 器高は約 31cmを測

る。外面にはススが付着する。国縁部は上方へ立ち上がり、日唇は平坦に仕上げる。胴部は緩やかに

湾曲する。底部は平底である。

YSA25朧堂量耗 (図 ,30,爆 )
369は壺の頸～胴部である。口縁部は外反するものがつくと思われる。胴部はややいびつに膨らむ。

器面調整は内。外面ともにハケメをよく残している。370は壺の胴部である。底部は尖底ぎみとなる。

底部付近の外面にはケズリが認められ、その後工具によリナデられている。57理 は小型高杯である。

復元闘径が約 13cm、 脚底径が約 12cmである。器高は約 10cmである。外部は碗状。漱「部は外へ開

きながら、脚裾付近で大きく広がる。外面にはハケメが明瞭に残る。内面はナデである。SP量 は高不

の外部である。脱「部との接合部分で剥落している。外反する国縁部は大きく外へ開く。口縁部と受部

接合部には緩やかな稜が形成される。器面が荒れているものの、内 。外面ともにミガキが部分的に残

る。胎土には黒色砂粒の混入が目立つ。

SPSは甕の胴部である。外面には左上がりのタタキが施される。内面にはハケメが残る。174は甕

で口縁～底部まで揃う。復元口径は約 27cm、 底径は約 7cm、 器高は約 33cmを測る。胴部中位には

ススの付着が著しい。口縁部は短くわずかに外反する。胴部はわずかに膨らみ底部へ至る。底部は上

げ底状となっている。器面調整は内 0外面ともにハケである。口縁部付近はヨコナデを施される。色

調はにぶい黄橙色を呈し、胎土中には赤褐色の砂粒が目立つ。は7椒 57り は小型甕の口縁～胴部である。
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YSAS盆

B
―-1526m

1526m

①:3層

②:黒色弱粘質シルト土…5層

③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

④:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

⑤:黄色軽石のブロック

⑥:黄褐色軽石十黒褐色シルト土

⑦:黒色シルト土(黄色軽石を含む。硬くしまる)…貼床

③:黄色軽石十黒色微粘質シルト土

YSA38

〔

Ａ
」
（
〇
、

B
一-1531m

D 153.llll  
①:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)・…5a層

②:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)… 5b層

④:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石・炭化物を含む)

⑤:黒褐色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

⑥:黒色弱粘質シルト土(8mm以下の黄色軽石を含む)
⑦:黒色弱粘質シルト土(lcm以下の黄色軽石を含む)

図90 竪穴催層跡 YSA32
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いずれも口縁部は短くわずかに外反する。

S77は甕で口縁～底部まで揃う。復元口径は約 33cm、 底径は約 6cm、 器高は約 30cmである。 IIl

縁部は外反し、聞唇部は平坦に仕上げている。頸部内面でわずかに稜をなし、胴部は張らない。底部

には脚台がつくが、剥落しており、中空か中実かは不明である。器面調整は外面がハケの後ナデで底

部にはハケメを残す。内面はハケである。胎土中には赤褐色の砂粒が目立つ。378特 380は甕の底

部である。いずれも上げ底状になっている。381鶴 387は手づくね土器である。

YSA3盪 麟由堂器 (図 94)

388は壺の頸～胴部である。胴部最大径は約 14cmであり、小型品と考えられる。外面には 3本の

線V/x‐ ljが認められる。「U」 字を描くようにカーブしている。外面には細かいミガキが施される。内面

は工具でナデており、正具の痕も残る。胎土中には赤褐色の砂粒が目立つ。389は壷の頸～胴部である。

YSA38議量血器 (図 95)

590は小型高外である。復元口径は約 17cmあ る。杯部は碗状で器壁を薄く仕上げている。口唇は

丸い。脚部は外反しながら開くが端部は欠失しており、形状不明である。聞縁部には内・外面ともに

櫛描波状文が施文されている。器面調整は内 。外面ともにハケで終わっており、ハケメが残る。591

は甕で口縁～底部まで揃う。復元口径は約 27cm、 底径が約 5cm、 器高は約 25cmを測る。口縁部は

外反し、回唇部はヨコナデにより平坦に仕上げる。胴部はあまり張らず、最大径は上位にある。底部

は上げ底状となる。器面調整は外面が工具によってナデられており、器面にその痕が残る。内面はハ

ケ後ナデである。

S9盪 は小型甕で回縁～底部まで揃う。復元聞径は約 12cm、 底径は約 2cm、 器高は約 12cmを測る。

口縁部はわずかに外反し、先端に向け先細りとなる。口唇部はナデて平坦に仕上げる。頸部から口縁

にかけては強くカキアゲており、その工具痕が明瞭に残る。593は鉢である。復元聞径は約 10cm、

器高は約 20cmである。口縁部がやや内湾する。全体的に器面が荒れており、細かな調整は不明である。

59導 は甕のEIl縁～胴部である。復元口径は約 25cmである。胴部にススが付着する。口縁部はわずか

に外反し、口唇部はヨコナデにより平壇に仕上げる。胴部上半の外面には左上がりのタタキ痕が残る。

内面には当て具痕は無く、ハケメが残るのみである。胎土中には赤褐色の砂粒が目立つ。

595は鉢で回縁～底部まで揃う。復元口径は約 17cm、 器高は約 8crnである。外面は工具によっ

て不定方向にナデられ、一部ミガキ状になっている。397・ 598は甕の底部である。397の外面には

沈線状の工具痕が残る。599は壺の底部である。内 0外面ともに正具によってナデられる。胎土中に

は赤褐色の砂粒が目立つ。

YSA4弩 饉土童器 (図 96)

601は二重回縁壷の回縁部である。口唇は平坦に仕上げられる。外面にはハケ状工具により櫛描波

状文が施される。60盪 は壷の回縁である。復元口径は約 16cm、 EIl縁は単純に開く。頸部の内。外面

にはハケが施される。603は鉢の口縁部としたが、高不の可能性もある。60Sは甕で田縁～胴部まで

揃う。復元口径は約 30cm、 底径は約 6cm、 器高は約 32cmを測る。胴部上半にはススが付着する。

口縁部は外反し、口唇部は丸く仕上げる。胴部はあまり張らず、底部は平底である。器面調整は胴部

上半の外面には左上がりのタタキが残る。下半はタタキがナデ消されている。内面は全体がナデであ

り、頸部付近にオサエが残る。

O③O～ 隆99は鉢である。鶴③Oは内面にハケメをよく残す。O③アの底部は脚台状となっている。C③8

は底部から口縁部までほぼストレートに立ち上がる。C鵞 0は手づくね土器である。オサエの痕が残る。

YuA蝶4畿董董艤 (M,7)
0理理は壷の口縁～胴部である。復元口径は約 12cm、 胴部最大径は約 20cmであり、小型品である。

口縁部は単純に夕ヽ反し、先細りぎみとなる。胴部は丸く膨らむ。器面調整は内 0外面ともにハケであ

る。u跛 は壷の胴部である。胴部最大径は約 28cmを測る。底部は丸底と思われる。器面調整は内・

外面ともにハケである。uSは鉢の口縁部である。器面調整は内面が工具ナデであり、ナデの痕が残る。
6弩 Tは鉢である。底部は平底である。01は も鉢である。底部は尖底ぎみとなる。内・外面ともにナデ

である。伊 0は手づくね土器である。オサエにより整形する。517鶴 口0は底部である。αアは鉢
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YSA41

B

-153m
①:黒色弱粘質シルト土(軟質)
②:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)・ 5̈層

③:黒褐色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)
④:黒褐色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

⑤:黒褐色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)…貼床
⑥:黄色軽石のプロック

YSA44

駐

C

4m
:       |

①:黒色微粘質シルト土(1吹質)
②:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)
③:黒褐色シルト土

(黄色軽石を含む。一部軽石のブロックが入る)
④:黄色軽石のブロック

⑥:黒褐色シルト土(黄色軽石を含む)…貼床
⑥:褐色軽石

D
一- 152m

図91 竪穴儘層跡 YSA41 0 44実浪」図
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の底部。6鵞 Sは甕の底部。6運りは鉢の底部と考えられる。底部は指頭により整形する。外面はハケ後

ナデである。外面には「×」印の線刻が 2ケ所施される。          (文 黄 :加覧淳一)

竪穴饉鰯跡麟血面器 0骨の他

YSA芝 (M98)

剥片が下層で 1点出上している。

幅 1.7cm、 厚さ 0.lcm、 重さ 0.6g、

YSA晟導 (1図 98)

6駿0は石材 0形状等から磨製石鏃の繁材と思われる。長さ 2.2crn、

凝灰質貰岩。

磨石 0敲石 1点が上層で出土している。5な理は平面形が楕円形でほぼ全面が研磨されており、敲

打痕はない。長さ 9.6cm、 幅 6.8cm、 厚さ 4.Ocm、 重さ 380g、 細粒砂岩。

YSAttS (図曇98699)

砥石 3点、石皿 2点、軽石加工品 6点、自然礫 5点が出土した。62議 は断面が丸みのある棒状の砥

石で上層から出土した。主に表面の平坦な部位全面を砥面として使用しているが、裏面にも一部使用

痕が見られる。また、片方の先端部には敲打痕がみられ、敲石としても使用している。長さ 12.6cm、

幅 4.Ocm、 厚さ 2.3cm、 重さ 200g、 細粒砂岩。6遊3は小型の砥石で、上層で出上している。平面形

は台形で、砥面は 3面、使用痕が顕著である。表裏面に断面 V字の深さ 0.4cmの直行する彫溝が 1

箇所ずつ見られ、磨製石鏃等の刃縁調整に使用したものか。長さ 5.8cm、 幅 6.6cm、 厚さ 2.3cm、 重

さ 107g、 シル ト岩。62蝶 も小型の砥石で、上層で出土している。角柱形で、4面ともに砥面として

使用している。長さ 8.2cm、 幅 2.4cm、 厚さ 1.9cm、 重さ 77g、 オリーブ色を最する頁岩。6磁Sは

大型の石皿の破片と思われる石器で、下層の土坑中から出土した。3面が欠損した破片で、大型の石

皿の破片と思われる。粒子の粗い石材であるが内面は平滑である。長さ 10.9cm、 幅 12.4cm、 厚さ

11.4cm、 重さ 1,900g、 両輝石安山岩 b(霧島新期溶岩類)。 626は盤状の石皿で、自然礫を僅かに調

整加工しており平面形が靴型を呈する。遺構中央の土坑中から出土した。表面の中央部を長さ 25cm、

幅 9cmの範囲で広く使用している。長さ 36.8cm、 幅 14.4cm厚さ 3.Ocrn、 重さ 2780g、 細粒砂岩。

6盪フ～ 63芝 は軽石加工品で、下層から出上している。6麟アは長さ 15.6cm、 幅 13.4cm、 厚さ 7.l crn、

重さ 445g。 628は長さ 15.6ctrn、 幅 12.5cm、 厚さ 7.8cm、 重さ 290g。 6盪9は先端の丸い道具を回

転させて円形に扶った痕跡のあるもので、扶りは直径 3.Ocrn、 深さは 1.0センチである。また、償J面

の平坦部位も平滑に研磨している。長さ 12.8cm、 幅 13.4cm、 厚さ 6.2cm、 重さ 198g。 630は長さ

14.4cm、 1幅 15.2cm、 厚さ 9.4cm、 重さ 470g。 6S環 は長さ 15.7cln、 幅 12.4cm、 厚さ 7.2cm、 重さ

330g。 602は長さ 14.6cm、 幅 12.5crn、 厚さ 8.3cm、 重さ 320g。 その他丸みを帯びた自然礫が 5点

出土しており、全て石材は両輝石安山岩 aである。重さは 2,430g、 2,750g、 2,870g、 3,170g、 3,380g。

YSA38(懲圏990100)

石器は大型の敲石が 1点、軽石加工品 2点が出土している。638は大型の角柱状の砥石で下層から

出土した。片方の先端部は欠損している。断面は丸みのある長方形で、2つの長辺の部位を砥面として

使用している。残存長は 22.lcm、 幅 7.9cm、 厚さ 6.lcm、 重さ 1,965g、 糸田粒砂岩。034は軽石加工品

で、長さ 17.Ocm、 幅 13。 lcm、 厚さ 10.2cm、 重さ 535g。 035も軽石加工品で、幅 0.2cm程度の薄い

板状の工具で磨り切った痕が 3箇所確認された。長さ 13.2cm、 幅 15.6cm、 厚さ 8.6cm、 重さ 340g。

YSA導1(置暉Ⅷ00)

石器は石包丁 1点が出土している。03瘍 は平面形が台形状で、表裏面ともに研磨され側面に調整

加工痕のある石包丁である。小型のもので中央に穿子Lはない。片側の倶J縁に半円形の挟りがあり他

方の側縁も調整加工痕の凹部があることから、そこが通常の穿子L部の用途をなすものか。外湾する刃

部は約 0.5cm幅で両面から砥ぎ出されており、磨耗している。長さ 3.8cm、 幅 7.2cm、 厚さ 0.7cm、

重さ 25.9g、 灰色頁岩。

WSA曇縄 (IM 100)

石器は自然礫 5点が埋上の 2層から出土した。全て丸みを帯び、大きさも同じような自然礫で、

特に調整加工の痕跡もなく、石材も同じである。石器製作用の母岩か。鶴Syは長さ 13.2cm、 幅 9.lcm、
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表18 弥生時代後期～古墳時代初頭遺構出土上器観察表

番号 出|■ EXI■層‐ 器種
色調 器面調整

胎土含有鉱物等 備考

外面 内面 外面‐ 内面

563 YSA 2・ _L層 甕 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ハ ケ 黒色・赤褐色

YSA24・ 下Ij薔 十翌 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 赤褐色 刻目突帯

565 YSA24 一里 にぶい橙 浅黄橙 ハ ケ ハケ 赤褐色 線刻

YSA24 奮亜 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 灰色 。赤褐色 刻目突帯

567 YSA24 高杯 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ミガキ ミガキ 灰色 。赤褐色

YSA24・ ±1'警 甕

浅黄橙～にぶ
い橙
(スス付着)

浅黄橙 ナデ ナデ 灰色 。赤褐色
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表19 弥堂時代後期～古墳時代初頭遺構幽土土器観察表

番号 出土区■燿 1器種
1鰯 器面調整

胎土含有鉱物等 1備考
知 内画 外面 1内面

569 YSA25 一里 にぶい橙 にぶい橙 ハ ケ ハ ケ 赤褐色

570 YSA25。 ■(ナ薔 一里 橙 橙
ケズリ。工具
ナデ

ハ ケ 白色・赤褐色

YSA25。 ■ゴ警 高塔 橙～浅黄橙 明黄褐 ハ ケ ナデ 赤褐色 。黒色

572 YSA25。 上ゴ響 高不 浅黄 浅黄 ミガキ ミガキ 赤褐色 。灰色

573 YSA25 甕 浅黄橙 にぶい黄橙 タタキ ハケ 白色・赤褐色

574 YSA25。
~卜

層 甕 にぶい黄橙 にぶい橙 ハ ケ ハ ケ 赤褐色

575 YSA25。 ■層 甕 にぶい橙 明黄褐 ナ デ ハケ→ナデ 灰色 。赤褐色
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表20 弥笠時代後期～書墳時代初頭遺構出圭土器観察表

番号 出土区|11層 器種
1色調| 器面調整

胎土含有鉱物等 備考
1外面 内箇‐ 外面 内面

576 YSA25。 ■=′習 甕
浅黄橙
(スス付着)

橙 ナ デ ハ ケ 灰色 。赤褐色

577 YSA25・ ■l曹 甕 黄橙 浅黄当 ハケ→ナデ ハ ケ 灰色 。赤褐色

578 YSA25。 L層 甕 にぶい黄橙 灰黄 工具ナデ ナ デ 白色 。赤褐色

579 YSA25・
~下
層 甕 浅黄橙 浅黄橙～黄灰 ナ デ ナデ 白色 。赤褐色
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表21 弥堂時代後期～宙墳時代初頭遺構出土圭器観察表

番号 出
‐
諄 1層 | 器種

1色調 器面調整
1胎土機1有鉱物等 備考

1外面 内面 夕騎 内1画

YSA25。 _L層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナ デ ナデ 灰色 。赤褐色

YSA25。 _L層 甕 (壺 ) 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 半透明・灰色 。赤褐色

582 YSA25。 上層 ミニチュア にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハ ケ ハケ 白色・黒色

583 YSA25・ ■層 ミニチュア にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 灰色 。赤褐色

YSA25・ ■ l薔 手づくね にぶい黄橙 明黄褐 ナデ ナデ 赤褐色

YSA25。 ■■書 手づくね にぶい黄橙 浅黄橙 ナデ ナ デ 赤褐色

YSA25 ミニチュア にぶい橙 にぶい橙 ナデ ハ ケ 赤褐色

587 YSA25。
~下

層 ミニチュア 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 赤褐色

YSA32・ ■層 里 橙 にぶい黄橙 ミガキ 工具ナデ 白色 。赤褐色 線刻

YSA32・ _L月雪 一里 にぶい黄橙 浅黄 ハケ 白色

YSA38。 上層 高杯 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハ ケ ハ ケ 黒色・赤褐色 櫛描波状文

YSA38。 上層 甕
浅黄橙
(スス付着)

浅黄橙 工具ナデ ナデ 灰色・赤褐色

592 YSA38・ _L層 甕 浅黄橙 浅黄橙 ハケ。ナデ ナデ 灰色・赤褐色

593 YSA38・ ■i薔 鉢 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 灰色 。赤褐色

YSA38・ ■層 甕
にぶい橙
(スス付着)

にぶい橙 タタキ ハ ケ 灰色 。赤褐色

595 YSA38・ _L層 鉢
にぶい橙
(スス付着)

橙～
にぶい黄橙

工具ナデ ナデ 灰色 。赤褐色

YSA38・ _L層 鉢 浅黄橙 浅黄橙 ナ デ ナデ 半透明 。赤褐色

597 YSA38・
~ド

層 甕 にぶい橙 浅黄橙 工具ナデ ナデ 灰色 。赤褐色

YSA38・
~下

層 甕 浅黄橙 灰黄 工具ナデ 工具ナデ 灰色 。赤褐色

599 YSA38・ _L層 十里 浅黄橙 浅黄橙 工具ナデ 工具ナデ 灰色 。赤褐色

YSA38 赤色顔料
塊 ?

明赤褐色 粘土状

YSA41 一国 にぶい橙 浅黄橙 ナデ ナデ 赤褐色 櫛描波状文

YSA41 輩里 にぶい橙 にぶい橙 ハ ケ ハケ→ナデ 灰色・赤褐色

603 YSA41 鉢 (高杯) にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 灰色 。赤褐色

YSA41 鉢 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ハ ケ 灰色・赤褐色

605 YSA41 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 タタキ ナデ 灰色・赤褐色

606 YSA41 鉢 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ハ ケ 灰色・赤褐色

607 YSA41 鉢 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ハ ケ 灰色 。赤褐色

YSA41 鉢 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナ デ 褐色

YSA41 鉢 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 灰色 。赤褐色

YSA41 手づくね 橙 橙 オサエ オサエ 灰色 。赤褐色

YSA44 一霊 浅黄橙 浅黄橙 ハ ケ ハ ケ 灰色・赤褐色

YSA44 一霊 浅黄橙 浅黄橙 ハ ケ ハ ケ 灰色 。赤褐色

YSA44 鉢 にぶい橙 にぶい橙 ナデ 正具ナデ 灰色・赤褐色

YSA44 鉢 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 灰色 。赤褐色

YSA44 鉢 褐灰～灰白 褐灰 ナデ ナデ 白色

YSA44 手づくね にぶい黄橙 にぶい橙 オサエ オサエ 灰色 。赤褐色
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表22 弥笠時代後期～宙墳時代初頭遺構出土土器観察表

1番号 出土藤■1層 1器種
色調 器面調整

1治毒卦有鰍 時 購 ‐

外面 内菫 1外箇 内面

YSA44 鉢 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 灰色 。赤褐色

YSA44 甕 にぶい橙 浅黄橙 ハ ケ ハ ケ 灰色 。赤褐色

YSA44 鉢 ? 浅黄橙 浅黄橙 ハケ→ナデ ナデ 灰色 。赤褐色

厚さ 10.lcm、 重さ 1,980g、 両輝石安山岩 a。 690は長さ 12.7cm、 幅 10.8cm、 厚さ 10.Ocm、 重さ 2,120g、

両輝石安山岩 a。 609は長さ 14.3cm、 幅 14.2cm、 厚さ 8.2cm、 重さ 2,290g、 両輝石安山岩 ao b礫⑥

は長さ 15.3crn、 幅 12.2cm、 厚さ 8.5cm、 重さ 2,180g、 両輝石安山岩 a。 641は長さ 13.2crn、 幅

13.Ocm、 厚さ 7.5cm、 重さ 1,920g、 両輝石安山岩 a。 (文責 :寺師雄二)

(2)土坑 。溝状遺構
血境 。溝状遺構

弥生時代後期～古墳時代初頭の土坑と考えられるのは 20基 (YSC理 。307・ 80'OⅧ 00弩 60嗜蝶傷

¶50160環 70180190盆 002環 。駿20盪 302礫・ 25 0 YSD3)で ある。土坑の埋土は比較的軟らかい黒

色微粘質シルト土 (黄色軽石を含む)である。後期以降の竪穴住居跡と同じく、土坑も蹴の立ち上が

りが不明瞭であつた。YSC7・ 190量鸞。230盆40晟5以外は出土土器がないため埋上で時期を判断した。

YSC鵞 (I圏 理01)

YSC理 はK-7区 で検出された。長軸 1.3 rn、 短軸 0,75m、 深さ約 5crnで、平面プランは長方形
を呈する。埋土は黒色粘質シルト土である。

YSC3 (1図 101)

YSC3は 」-6区で検出され、準溝式土器の出土したYSAl理 を切っている。長軸 1.4m、 短軸 lmで、
深さは約 40cmである。埋止は黒色弱粘質シルト上である。

YSC7(図 101)
YSC7は M-2～ N-2区 で検出された。長軸 2.6m、 短軸 2.2m、 深さは約 10cmで、底面は平
坦ではなく、北部はさらに 25cmほ ど落ち込んでいる。埋土は下層が黒色微粘質シルト土で、上層が

黒色粘質シルト土である。埋土からは炭化材や磨製石鏃片や剥片が出土しており、土器に関しては中

期の土器と後期の土器が混在して出上している。一応後期以降の土坑とした。

YSC8 (1図 101)

YSC8は P-2区 で検出され、西側は近世の撹舌Lや中世のビット (5層 )に より削平されている。
現状での長軸は 2.2m、 深さは約 15cmである。南東部の壁際には深さ 60cmの ビットがある。埋土

は黒色微粘質シルト土である。

YS曜0 (図 霧③駿)

YS⊂9は Q-6～ Q-7区 で検出された。長軸 2.lm、 短軸 1.4m、 深さ約 15cmである。底面は
平坦ではなく、南部はさらに 30cmほ ど落ち込んでいる。埋土は下層が黒褐色微粘質シルト上、上層

が黒色微粘質シルト土である。

YSC糧 0(M霧③口)
YS曜10は R-5区 で検出された。径 1.lmのほぼ円形で、深さは約 25～ 35cmである。底面は凸
凹が激しく、平坦ではない。埋止は黒色微粘質シルトである。

YS∈霧S(M弩 02)
YS喧糧Sは M-8～ N-8区 で検出された。径 1.lmのほぼ円形で、深さは約 15cmである。深さ
約 10cmの小ピットが数基ある。埋土は下層が黒褐色微粘質シルト土で、上層が黒色微粘質シルト土

である。埋土からは器面調整に叩きが施された甕 (CttT)と 、手づくねの小形壷の完形品 (5蝶3)が

床面に近いレベルで出土した。
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Y鰺⊂¶導 (懲圏¶③m)

YSC弩聾はN-8区、YS● 3の約 lm南で検出された。径 0.8mのほぼ円形で、深さは約 20cmである。
中期に位置づけた WS゛理を切っており、土坑の中央は中世のビット (5層 )に切られている。埋土は
黒色弱粘質シルト土である。

YSCtt S (懲圏環③m)

YSCtt Sは U-14区 で検出された。長軸 0.9m、 短軸 0.6m、 深さは約 10cmで、やや中央に深さ
約 10cmのピットを持つ。理土は黒色微粘質シルト上である。
YSC嗜 0(M環 02)
YttC理 0は Q-14～ Q-15区 で検出された。径約 0.6mのほぼ円形で、深さは約 17cmである。
北部に深さ約 8cmの浅いピットがある。埋土は黒色微粘質シルト土である。
YSCⅧ 7(M¶ ⑤I)
Y5熙 アはO-15区で検出された。長軸 0。75m、 短軸 0.65mの楕円形で、深さは約 20cmである。
土坑の一部を古代～中世のピット (5層)に t/」 られる。埋土は黒色微粘質シルト土である。
YSC穐 8(M103)
YSC¶ 8は 0-15区から検出された。長軸 0.65m、 短軸 0.5mの楕円形で、深さは約 18cmである。
埋止は黒色シルト土で、質感がややパサパサしている。

YSC¶ 0(図 ¶03)
YS岬 9は 0-14区から検出された。長軸 0.8 rn、 短軸 0.55mの楕円形で、深さは約 1 0cllnで ある。
埋土は黒色微粘質シルト土で、最上部には黒色弱粘質シルト土 (5層相当)が薄く堆積している。
YSC20 (IM理 03)

YSC盆③は0-14区で検出された。北側を近世の撹舌Lに削平されている。現状での長軸は約 1,7mで、
深さは約 15cmである。埋止は黒色微粘質シルト土である。
YSC⊇ 1(I圏 ¶03)

YSC駿理はO-13区で検出された。径が約 0.6mのほぼ円形で、深さは約 16cmである。北部には
約 10cmのビットがある。埋土は黒色微粘質シルト土で、甕形土器の破片と炭化物が出土した。
YSC駿0(IM嗜 03)

YSC駿駿はP-15区で検出された。径が約 0.4mのほぼ円形で、深さは約 25cmである。埋土は黒
色微粘質シルト土である。上部からは甕形土器 (鶴40)の破片がまとまって出土し、その他に土製品
3点 (6蝶 7・ 548苺 莉0のみ図化)が出土した。甕形土器 (046)は YSCus出土土器と同一個体の可
能性がある。

YSC駿3 (y環 03)

Yscusは P-15区で検出され、Y5Chな の約 1.211n南東に位置する。長軸 1.lm、 短軸 0。5mの不
整形なプランで、深さ約 15cmである。埋土は黒色微粘質シルト土である。上部からは甕形土器の破

片 (YSCuな 出土土器と同一個体の可能性あり)がまとまって出土した。また土坑中心の底面からや
や浮いたレベルで炭化物が出上した。

Yucu饉  (I圏 ¶o3)

Yscu囃 はQ-15区で検lTIさ れた。径が約 0.5mのほぼ円形で、深さは約 15cmである。埋土は黒
褐色微粘質シルト土で質感がサラサラしている。上部からほぼ完形の鉢 (CS3)が出土した。
W5⊂跛S (M穐 ③3)

Y5⊂25は K-7区 で検出された。長軸 1.4m、 短軸 1.1 5 rllの楕円形で、深さ約 15cmである。検
出の段階では (Y5Å轟鋏:入来式土器出土)と重なっていたため切り合い関係があるように見えたが、
土層断面を観察した結果、重なり合わないことが判明した。埋土は黒色粘質シルト上である。土坑の

上部から甕形土器の破片や線亥Jの施された壺の底部が出土した。

W妙り3(IM弩 ③3)

Yuり3は全長 1.35m、 幅約 0.5m、 深さ約 5cmと浅い溝状の遺構である。理土は黒色微粘質シル

ト上である。                              (文 責 :外山亜紀子)
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